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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ヒドラ注意報










「やめておけ。お前たちの腕ではあいつは倒せん」


　思わずムカッと来るようなセリフをいきなり吐はいたのは、店の隅すみにいた一人の男。


　視線を両手で包んだ小さなコップに落としたままで。


　としのころは四十前後、やや細身だが、そのものごしと雰ふん囲い気きは、まぎれもない、戦士のそれである。


　左の目に黒いアイ・パッチをした、一種近寄り難がたい雰囲気のある男だった。


　あたしとナーガがここに着いたのは、ほんの今しがたのことである。


　宿帳にサインを済ませ、一階の食堂で、夕食の前に何かかるくお腹にでも入れようか、などと思って座すわるや否いなや、店のおばちゃんが注文取りに来るより早く、一人のおっちゃんが寄って来た。


　町長だと名乗ったそのおっちゃんは、あたしたちのめーわくそーな表情を全く無視し、一方的に、裏山にいる、家か畜ちく荒らしのヒドラを倒してくれ、とか何とか呻うめいている。


　そして──


　横あいからの今の茶ちや々ちや。


　何を根拠に実力不足などと言ったのかは知らないが、戦士にして魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースにかかっては、ヒドラなんぞはものの数ではない。呪じゆ文もん一発で山ごとドカン、である。
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「ラウルくん……」


　あたしやナーガが口を開くより早く、苦にがい声を上げたのは町長だった。


「頼むから口をはさまんでくれ。確かにきみはこの町じゃあ一番の戦士だったし、あのヒドラにえらくご執しゆう心しんのようだが……しかしな……その目であれとは戦えまい」


　戦士は左目のアイ・パッチを指先でかるく搔かきながら、


「いいや……あれを倒すのは他の誰だれでもない、このおれだ。このしごと、おれに任まかせてはくれんか。頼む。町長」


　ラウルさんとか言う戦士と町長が交わす視線に、緊張の糸が張りつめた。


　……どうやらわけありのようだが……できればいきなり二人だけの世界に浸ひたり込まないでほしいもんである。


「ふっ。どういう事情かは知らないけど、しょせん相手はヒドラ一匹……」


　漆しつ黒こくのマントをばさあっ、と必要以上に大きくはためかせつつ席を立ったのは、言うまでもなくナーガである。


　夏も終ったというのに、あいかわらずのコスチューム。


　長い黒髪をさらり、とかき上げ、


「そんなものを倒すなど、この世紀の大魔道士、白蛇サーペントのナーガにとっては稚ち技ぎにも等しいこと！　攻撃呪文の一撃で、闇やみへと葬ほうむってみせるわっ！　ほーっほっほっほ！」


　腰に手を当て高笑い。そして──


　しばしの沈黙。


　男と町長は、なおも睨にらみあったままである。


　コホン、とひとつ咳せきばらいなどしながら、ナーガはきまり悪そうな顔で席に着く。


「……聞いてなかったみたいね。あの二人」


「……いーのよ……わたしなんか……」


　木こ枯がらしなどを吹かせつつ、さみしげな顔でつぶやく彼女。


「──ならこういうのはどうだ」


　ややあって口を開いたのは町長だった。


「お前はあのヒドラを倒しに行く。そしてこのひとたちもまた。実力と天の運とがあるものこそが、あのヒドラを倒すことになる。これなら文句はあるまい」


「承知した」


　ラウルさんはひとつうなずいた。


　……それはいーんですけど……あたしたち、まだこのしごと、受けるとも何とも言ってないんだけど……。


　とは言え『天の運と実力』などと言われた以上、ここで断れば、それこそヒドラを恐れているようにしか思われない。


「……よろしいかな？　お二ふた方かた」


「ええ」


「ふっ。ヒドラごとき、この白蛇サーペントのナーガの実力をもってすれば……」


「それではこの件は……」


「おねがいだから聞いてちょーだいっ！」


　またもや無視しようとする町長に、抗議の声を上げるナーガ。


　町長はロコツにめーわくそうな表情で、


「……わかりましたよ……聞いてさしあげますから、何でも言ってください」


「ふっ。それじゃあ……」


　彼女はなんとか気を取り直し、マントをばさぁっ、とはためかせ、


「たかがヒドラの一匹ごとき！　このわたしの実力をもってすれば、倒すことなど造ぞう作さもないというものよっ！」


　そして──


　またもやしばしの沈黙。


「……嬉うれしいですか？」


　町長の冷淡なひとことに、思わず涙するナーガであった。……秋だなぁ……





　秋と言っても、午後の日ざしはあたたかい。その中を、えっちらおっちら山登りである。


　依頼を受けたその翌日。あたしとナーガは、『裏の山』というだけで、どこにいるのかも判然としないヒドラ一匹を探して歩き回っている。


　地方によっては見たこともないひとも多いと思うので、遅ればせながらいちおー説明しておくが、ヒドラというのは、でっけえトカゲにヘビの頭がいっぱい生はえたよーなもんだと思ってほしい。生まれたてならウサギ程度の大きさなのだが、これが半年もすれば虎とらとタメが張れるサイズになり、二年も経たてば、逆さか立だちしても家の中には入らないほどの大きさになる。


　ここで一応体長の成長は止まり、あとは年を経へるごとに、皮フが厚くなり、首の数が増ふえていく（らしい）。


　中には、首を切ってもすぐにまた生えてくる、などという器用な芸をかます種類もいるようだが、強力な功撃呪文でがつん、とやれば、そんな心配をすることもない。
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「しっかし……これじゃあ本番の戦いよりも、捜さがし出すほうがひと苦労ね……」


　あたしはぐちをこぼしつつ、汗をふきふき、ぺたん、と手近な切株にこしかける。


　あたりにうっそうと生おい茂った木々のせいで、視界はすこぶるつきに悪い。問題のヒドラがどれくらいの大きさなのかは知らないが、これでは上空からの監視、というテも使えない。


「どうやら地の利は、あのラウルとか言う男の方にありそうね」


　腰に手を当て、あらぬ方向を睨にらんだままでつぶやくナーガ。


「なぁんか、ヒドラを見つけるいいテでもないかなぁ……？」


「ふっ、わたしに考えがあるわ」


　おーいばりに胸を張りつつ言う彼女。


「……どんな？」


　期待もせずに問うあたし。


「まず、わたしがヒドラを大声で呼ぶのよ。そこにあなたが、『呼んで出てくるかっ！　そんなもんっ！』とか何とかツッコミを入れる。そうするとたいがいのパターンなら、そのとたんヒドラが出て来るはずよ」


　うぅむ、なるほど。『おやくそく攻撃』という奴やつである。


「……けどナーガ、それって失敗したらそれこそ後の空気まっ白よ。最近異常気象続いてるし、失敗する可能性高いんじゃない？」


「なるほど……」


　自分でもよくわけのわからん理屈だが、彼女はなぜか納なつ得とく顔でうなずいた。


「──そうだナーガ！　こーいうのどう!?　まず、あなたの術で、ヒドラを一匹召しよう喚かんする。それをぼこでこにしばき倒して町に持っていく。よしんばそのあとで例のヒドラが出ようがラウルさんに倒されようが、『おおぅっ！　なんと二匹もいたのねっ！』のひとことで片付ける！」


「それよ！　リナ！」


　ナーガの表情が輝いた。


　……ひょっとしたら、なんら事件の解決にはなってないかなー、などという気もちょっぴりするが、それはささいなことである（と思う）。


「それじゃ、善は急げ、って言うから……」


　言いながら、ナーガが呪じゆ文もんを唱となえはじめようとしたそのとたん。


　ごぅぎゅしゃあぁぁぁぁっ！


　まぎれもない、ヒドラの鳴き声が木々の間にこだました。





「近いわ！」


「行くわよ！」


　言って二人は地を駆かける。


　さして走りもせぬうちに、かなり開けた場所へ出た。


　緑に隠され、遠目にはちょっとわからないが、民家ほどの高さの崖がけがそびえ立ち、壁面に、ぽっかり開いた洞どう窟くつひとつ。


　その洞窟の入り口にうずくまる男。


　他でもない、あのラウルさんである。


「どうしました!?」


　彼はあたしたちの方にちらりと目をやると、右の肩を押えたままで、苦しそうな笑えみを浮かべつつ、


「やつを見つけてな……ここまで追ったが、洞窟の中に逃げこまれた」


「けが、してるんですか？」


「なぁに……転んだ拍ひよう子しのかすり傷さ……」
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　言いながら立ち上がろうとして、


「ぐぅっ！」


　小さくうめいて膝ひざを折る。


「傷を見せてください。あたしも簡単な治ち癒ゆの術くらいなら使えますから」


　彼はしばし、無言であたしの瞳ひとみをじっと覗のぞき込み、


「──すまぬ。なら頼む。右膝と右肩だ」


「それでは──」


　言ってあたしは彼のそばにしゃがみ込み、傷のぐあいを確かめて──


「……ラウルさん……」


「何だ？」


　冷や汗にまみれた青い顔を、彼はあたしの方に向ける。


「ほんっとーにかすり傷じゃないですか！」


　思わず声のトーンが高くなる。


　ズボンがちょびっと破れ、膝小僧をわずかにすりむいているだけである。


「だから言ったろーがっ！　転んだ拍子のかすり傷だ、と！」


「なら、やたらおーげさな顔で痛がらないでくださいっ！　てっきり大ケガなのをやせがまんしているもんだとばっかし思って……」


「痛いもんは痛いんだっ！　しかたないだろーがっ！」


　そりゃ確かに痛いだろーけど……子供でも泣かんぞ……この程度のケガ……


　根こん性じよう無いのか？　このおっさんは……


　ともあれこちらから『治す』と言い出した以上、『やっぱしやめます』などと言うわけにもいかない。しぶしぶ治癒リカバリイの呪文をとなえはじめる。


　魔力がもったいない、などと心底思ったのは、あたしはこれがはじめてだった。





　頭上に魔力の明りを灯ともし、あたしたち三人は洞窟の中へと入って行った。


　こーいった洞窟の例に漏もれず、肌はだにまとわりつくかのような、じっとりとしたにおいの空気。


「敵はヒドラだけと思うな」


　抜き身のロング・ソードを片手に先頭きって進みながら、ラウルさんは後続のあたしたちに声をかける。


「この山はけっこうぶっそうなのがいろいろと住んでいる、という噂うわさでな。町の者もあまりこの山には入らぬようにしておる」


「その『ぶっそーなの』って、具体的にはどんな奴やつらなんです？」


　あたしは尋たずねた。


　剣を持ったことすらないような一般市民にとってなら、たとえばオークやコボルトなんかでも、十分ぶっそーな相手だろうが、あたしやナーガにしてみれば、ンなもの敵でも何でもない。


「……おれが実際目にしたわけではないがな、噂によれば、人狼ワーウルフやオーガなどもいるとかいないとか……」


　なるほど、ふつーの人にしてみれば、確かにぶっそーな相手である。


　などとあたしが考えていると──


「待て！」


　やおらラウルさんが一いつ行こうを制した。


　それほど奥ではない。曲がりくねった洞窟の、入り口の光が見えなくなった、という程度のところである。


　あわててあたしは周囲に気を配る。しかし、特に何の気け配はいも感じない。


「どうしました!?」


　問うあたしに、彼はやおらどっか、と座りこみ、


「ひと休みだ」


「何を言ってんのよあんたはっ！」


　その後頭部に、思わずケリを入れるあたし。


「何をする気だ!?　いきなり！」


「何をする気だ、じゃないわよっ！　たった今入って来たばかりでしょーがっ！」


「疲れたものは疲れたんだからしかたないだろうがっ！」


「あんたそれでほんっとーにあの町一番の戦士なの!?」


「ひとの話はよく聞けっ！　町長は、『一番の戦士だった』と言ったんだっ！」


　過去形を自慢してどーする……


「とにかくっ！　ンな根性のないことしてたら、ヒドラ見つけるまでに年が明けちゃうわよっ！　とっとと立って歩いた歩いた！」


「……やれやれ……最近の若い娘は、年上のもんに対する思い遣やりがないのぅ……」


　やたらとじじむさい口調でつぶやきながら、彼はようやく腰を上げる。


　……思いやりうんぬんの問題じゃないよーな気がするぞ。これは……





　ともあれ、ラウルさんが途中で五度ほどだだをこねたが、それを除けば一行は着実に、ヒドラのもとへと向かっているようである。


　あたりの空気に、生なま臭ぐさい臭においが混ざりはじめたころ、しかし洞窟は二手に別れていた。


「──どっちへ行く？」


「おれのカンでは右だ。左へ行くぞ」


　なんだかよくわからないことを言う。


「ふっ、さてはあなた、口ではなんのかんのと言っても、やっぱりヒドラがこわいのね」


「馬ば鹿かを言うな。ただ単に、おれのカンはめったに当たったためしがない。それだけのことだ」


　ナーガのツッコミに、情なさけないセリフをくそえらそーな口調で言う。ある意味では、なかなかたいした奴なのかもしれない。


「……ともあれ、ンじゃ左の方に行きましょうか」


　ここでモメていてもしかたがない。あたしはとりあえず、左の穴へと歩みを進めた。


　二人もあとからついて来る。


　どれくらい歩いただろうか──


　あたしはひたり、と足を止めた。


「どうした？　ひと休みか？」


「ンなわけないでしょ。何かいるわ」


　ラウルさんの問いに答えるあたし。視線は前方の闇やみの奥へと据すえたままで。


　その『気配』もまた息をひそめ、こちらの様よう子すをうかがっているようである。


　空気の中に混じる、鉄臭くさい異い臭しゆう。


　血の臭におい。


「ヒドラ!?」


　言うや否いなや、ナーガは唱えた『明りライテイング』を闇の奥へとほうり投げる。


　いきなり生まれた光に目を射られ、それは唸うなり声を上げた。


　──残念ながら、ヒドラではない。


　それは一匹のオーガだった。肉食性で、人間よりは頭二つ分は大きい。


　どうやらお食事中だったらしく、イノシシか何かだろう、かなりスプラッタな動物の死体がひとつ、転がっている。


「……この道じゃあなかったみたいよ……」


「奥かもしれんぞ」


　じわり、と後あと退ずさりながら言うあたしに、やはりオーガから目を離さぬままに言うラウルさん。
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「それならまともにこいつとはち合わせして、なんかいざこざが起こってるはずよ。その跡さえもないんだから、やっぱしもう一方の道なのよ。無意味な戦いをすることもないわ。なるべく刺激しないように後退しましょ」


「それはいいが……お前の相棒、気絶してるぞ」


「えぇぇっ!?」


　思わず視線を転じた先に、ナーガがみょーに乙女おとめちっくなポーズでぺたん、と地に伏ふしている。


　しまったぁぁっ！　さては動物の死体見て貧血起こしたかぁぁっ!?


　ぐがるぁぁっ！


　オーガの咆ほう哮こうがこだまする。あたしたちを敵とみなしたか。


「こうなればなんとか倒すしかあるまい」


　言うなりロング・ソードを片手に、おたけびを上げながら突っ込んで行く！


　ちょっとぉぉっ！　中距離から呪文で一撃すればそれであっさりかたづくものをっ！


　直接攻撃でオーガを倒すには、最低でも、ベテラン戦士くらいの腕は要いる。なおかつドッグ・ファイトなどやらかされると、呪文の援護もやりにくくってしょうがない。


　オーガは大きく腕をふり上げ、威い嚇かくの姿勢を取りながら、怒りの声をこだまさせる。


　その瞬間──


　やおらぺたん、と腰を下ろすラウルさん。


「どうしたの!?……まさかまた『ひとやすみ』なんて言うんじゃないでしょうねっ!?」


「心配するなっ！　おどろいて腰が抜けただけだっ！」


　……あのなぁ……おっさん……


　まぁ、その方が話は早く進むけど……


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしの呪文は一撃で、オーガの体を打ち砕くだいた。


「ふっ。たあいもない」


「全く……歯ごたえのない相手だな」


　いつの間に蘇そ生せいしたのか、ナーガとラウルさんの二人が、くそえらそーに腕など組みつっ立っている。


「あんたたちは何の役にも立ってないでしょーがっ！」


「ふっ。オーガの一匹ごとき、この白蛇サーペントのナーガがわざわざ相手をしてやるまでもないわ」


　むろんスプラッタなオーガの死体からは視線を外はずし、あらぬ方向に目をやりながら彼女は言う。


「そうとも。それこそ剣の汚けがれになる」


　……こ……こいつら……


　思わず叫さけびそうになったその瞬間──


　ぐろげぅしゃぁぁぁぁっ！


　彼方かなたから、かすかに響くヒドラの声！


「奴だ！」


「行くわよっ！」


　断続的に発する声をたよりに、洞窟の中をひた走る。


　やがて例の、ふたまたに別れていたところにたどり着く。


「こっちね！」


「いや──ちょっと待って！」


　またもや聞こえるヒドラの声にあたしは耳をすまし──


「違う！　外からだ！」


　ラウルさんは叫んだ。





　どうやらヒドラは、あたしたちがオーガと一戦交まじえているうちに、とっとと外に出てしまったようである。


　踏みしだかれた下した生ばえをたどり、だんだん山を降りて行く。


　下生えの状態から見て、体の大きさはほぼ平均並み、と言ったところか。


「……まずいな……」


　ポツリとつぶやくラウルさん。


「何がです？」


「奴め、まっすぐ町へ向かっている」


『なんですって!?』


　声をハモらせるあたしとナーガ。


「どうやらまた、町の家畜を襲うつもりらしい」


「なら急がなきゃ！」


「待て！」


　ストップをかけるラウルさん。


「その前に、お前たちに頼みがある。あのヒドラとの決着は、このおれに着けさせてはくれないか？」


　何やら茶々を入れそうな雰ふん囲い気きのナーガをあたしは手で制し、


「わけあり──ですね」


「う──うむ……」


　視線をそらし、口ごもる。


「その左目、ですか」


　あたしの言葉に、彼は深刻な表情で、


「いや──これは単なるできものだ」


　……まぎらわしい奴である……


「なら一体……？」


「それは……」


「ふっ。理由は言えない、頼たのみは聞いてくれ。それはいくらなんでも虫が良すぎるんじゃなくって」


　ナーガの言葉に、彼は首をうなだれて、


「確かに……その通りだ。わかった、正直に話そう。ただひとつだけ約束してくれ。このことを町の者には話さん、と」


　思わず顔を見合わせる二人。


「いいわ。約束します」


　あたしの言葉に彼はうなずき、


「二年前の夏祭のことだ。俺おれは行商人から駆け足鳥の卵を買った。──駆け足鳥は知ってるな」


　同時にうなずくあたしとナーガ。


　どことはなしに愛あい敬きようのある、子馬ほどの大きさの鳥で、空は飛べないが走る速度は天下一品、人を乗せても馬と堂々競争ができる。


　ただし育てるのが難むずかしく、成鳥を買えばバカ高くつく。それで卵のうちに買い、育てる、というやりかたが一般的だが、たいていは成長するまでに死んでしまう。


「ところが、だ。これがまっ赤なニセモノで、孵かえってみればヒドラの子！」


　──おい……


「こんなもんいらねぇや、と裏山にポイ捨てしたはよかったが、これがまぁ、みごとに成長したようで、町に降りちゃあ家畜襲うわで、ほとほと困っていた、というわけだ……」


「なぁにが『というわけだ』よっ！」


　ナーガが彼をどつき倒す。


「……つまり、諸悪の根源はあなた、ってわけね……」


「諸悪の根源とは無ぶ礼れいな！」


「違うの？」


「聞かんでくれ！」


　……なかなかなんぎなおっさんである。


「一応事情はわかったわ。……ま、死なない程度にがんばって」


　モロに突き放した口調であたしは言った。





「いたわ！　あそこよ！」


　ナーガが叫さけんで指をさしたのは、木々がとぎれるあたりのことだった。


　山の斜面を駆け降りる、ヒドラの後ろ姿がそこにはあった。


　斜面が終るその先は町。そこを戦場にするわけにはいかない。


　ここで後ろから振動弾ダム・ブラスか何か一発ぶちこんでやれば、あっさりカタはつくのだが、それではおもしろく……もとい、やはりここはラウルさんの顔を立ててあげよう。


「なんとか足を止めてみる！」


　言ってあたしは呪文を唱える。


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術でヒドラの頭上をひと息に飛び越え、まっ正面に立ち塞ふさがる。


　十本近い数の首を振りたくりながら、かまわず突っ込んでくるヒドラ。しかしあたしの方としては、まちがってもこんなのと力比べをする気はない。


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」


　すさまじいまでの強風──いや、超高圧の空気の塊かたまりが、あたしとヒドラの間の地面を横一直線に大きくえぐる。


　さすがにヒドラも、これは思わず足を止めた。


「ラウルさん！　今です」


　あたしの声に、しかし彼は微動だにしない。


「何やってんのよ！」


　彼のとなりで非難の声を上げるナーガ。


「心配には及ばん！　少々おびえているだけだっ！」


　ほんとだ。ひざが笑ってる。


　えぇいっ！　ならばっ！


　あたしは懐ふところから、一本の細いナイフを取り出した。


「影縛りシヤドウ・スナツプ！」


　投げたナイフが一直線に、ヒドラの影を大地に繫つなぐ。


　その瞬間──


　ヒドラの動きがひたり、と止まる。


　精神世界面アストラル・サイドから相手を拘こう束そくし、その動きを封じる技である。どれほど力をこめようと、大地に影がある限り、この術を破ることなどできはしない。


「今よ！　ラウルさん！　今なら奴は動けないわ！」


「おぉぅっ！　それなら恐れはせぬぞ！」


　わざわざ正面に回りこみ、すちゃっ！　と剣のきっ先でヒドラを指す。


「家畜を襲い、人々を恐怖と絶望のどん底に突き落とす悪のヒドラよっ！　このラウル＝クレメンツの正義の刃やいばを受けてみよっ！」


　相手を動けなくさせておいてから、『正義』などとはよくもまぁ言ったものである。


「ゆくぞぉぉっ！」


　大きく剣をふりかぶり、気合いとともに切りかかる！　が──


　しょげぇぇぇっ！





　すぽぺぇぇんっ！





　目の前でいきなり動き出したヒドラに、やたら景気よく吹っ飛ばされる。


　……あ。おひさま曇くもってる……


　よたりよたりと身を起こしつつ、あたしの方を恨うらみがましい視線でにらみつけ、


「……う……うそつひ……」


「えぇいっ！　今のは不幸な事故よっ！」


「ほーっほっほっほ！　口ほどにもないわね、リナ！」


　やおら高笑いを上げるナーガ。


「ふっ！　まあいいわ、こうなったらわたしが石人形ストーン・ゴーレムでヒドラを押えといてあげるから、その間にとどめをさしなさい！」


　ナーガのことばに、ラウルさんは眉まゆをひそめ、


「こんどはほんとーに大だい丈じよう夫ぶだろうなっ!?」


「ふっ！　どこかの誰かと一いつ緒しよにしないでもらえるかしら！」


　あたしだって、こんなのと一緒にはしてもらいたくない。


「ナーガ！　こんどのはちゃんとしたシロモノなんでしょうねっ！」


　ヒドラの目（いっぱいあるけど）をじっと見すえたままで、あたしは彼女に声をかける。


「ふっ！　今日のわたしはひと味違うわよっ！」


　応こたえて呪文を唱え出す。


　……しかし彼女の場合、ひと味違って普通並み、である。


　魔力はかなりのものなのだが、問題はその使い方なのだ。おかげでいくども、かなりヒドい目に会っている。（特に第三者が）


　ともあれあたしは、小こ技わざをちょこちょこくり出しながら、なんとかヒドラをその場にくぎづけにする。


　そして完成するナーガの呪文！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　どーやら今度ばかりは、スタンダードなマトモな術のようである。


　近くに転がる大小無数の岩塊が、ひとつところに寄り集まる。


　目の前にいるヒドラより、優にふたまわりは大きいだろう。


　手足が短く、かなりずんぐりむっくりしてはいるが、それはまぎれもなく、人の形を取っていた。


　石のきしみかおたけびか、かりそめの命を与えられ、石人形ゴーレムは咆ほう哮こうを上げた。





「こぉらっ！　ナーガっ！」


「何も言わないでっ！」


「あんたの石人形ゴーレム、斜面転がり落ちてるじゃないっ！　なんとかしなさいよっ！」


「聞きたくないわっ！」


　あたしだって見届けたくないっ！


　ナーガの造った石人形ゴーレムは、ひと声大きく吠ほえるとともに、まともにそのままバランスを崩くずし（どーやら左右の足の長さがちぐはぐだったよーである）、山の斜面を転がりはじめたのだ。


　……前にも述べたが……そしてあんまし認めたくない事実なのだが……


　斜面の先には町がある。





「なんつーことをしてくれるんだ！　このアマはっ！」


「笑わせないでっ！　そもそもあんたがヒドラごときに恐れをなしてモタモタしてたのが悪いんじゃないっ！」


　叫ぶラウルさんに言い返すナーガ。


　どうやらラウルさん、転がり落ちた石人形ゴーレムに、自分の家が撃破されたのが、ちょっぴり不満のようである。（ひょっとしたら当り前かもしんないけど……）


　それはとにかく……


「口論なんかしてないでっ！　とっととヒドラと戦ってよっ！」


　呪文を唱える合あい間まを縫ぬって、あたしはラウルさんに叫ぶ。


　ひとくちで『ヒドラの足止め』などとカルく言うが、これは至し難なんの技である。噓うそだと思うなら、ヒドラで、とは言わないが、ほかの安全な動物で試してみればすぐわかる。


「し……しかし……」


「いやならあたしが呪文で倒すわよ！」


「それは約束が違う！」


　とことんワガママなおっさんである。時々いるのだ。こーゆー奴が。


　一体どーしろと言うのだ……


　しかしまさにその瞬間、あたしの頭にふと閃ひらめくものがあった。


「ラウルさんっ！　体を丸めて膝を抱かかえて！」


「な……何？　こ、こうか？」


　なにやらわけのわからぬままに、あたしの指示に従う彼。


　そしてあたしは呪文を唱える。


「覇王氷河烈ダイナスト・ブレス（もどき）！」
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　こきぃぃぃん！


　空気中の水分が集結、つづいて凍結し、ラウルさんを巨大な氷の塊かたまりの中に封じ込める。


　本来の『覇王氷河烈ダイナスト・ブレス』は、このあと凍らせた目標を粉々に粉ふん砕さいするのだが、呪文を多少変更して、それはナシにしてある。


「ちょっとリナ！　何する気よっ！」


「撲ぼく殺さつ」


　ナーガの問いにあっさり答え、続く風の呪文で、彼を上空高く持ちあげて──


「どぉぉりゃぁぁぁっ！」


　そのままヒドラの上にたたきつける！


　かくて──


　ラウルさんは、その本ほん懐かいを果たしたのだった。


　当人の満足感はないかも知れないが、『ラウルさんがヒドラを倒した』ことには違いない。と思う。


「けどリナ、ヒドラの方を凍らせて、このひとに倒させた方がよかったんじゃない？」


　[image: ]っ……!!


　ナーガにしては鋭いツッコミ。


「そ……そこはそれ、あれよ、ほれ」


　あたしは指を一本立てて、


「ほら、『発想の転換』ってやつ」


「なるほど……」


　納得顔でうなずくナーガ。


「……けどリナ、こんな氷づけにしちゃって……死んでるかもしれないわよ」


「だいじょうぶよ。きちんと蘇そ生せいするわ」


　ナーガの問いに、自信を持って答えるあたし。


　いくらあたしでも、蘇生させる自信もなしに、味方を氷づけにしたりはしない。


「ほんとーに？」


　なおもしつこく問うナーガ。あたしは自信満々に、


「絶対大だい丈じよう夫ぶ。呪文のパワーも加減したし、何より、前にきんぎょで実験した時はうまくいったんだから」





「いやぁ、なんとか片づきましたねー」


「ふっ、これでこの町も安あん泰たいね」


　戦いすんで、ここは町長さんの家。


　ひとしごとを終え、笑みを浮かべるあたしとナーガ。しかしなぜか町長と、本ほん懐かいを果たしたラウルさんは、あんまりうれしくなさそうだった。


　ラウルさんは、どうやら氷を溶かす時、ちょっとした不注意で全身ヤケドを負わせてしまったのが気に入らなかったようである。


　しかし、治癒リカバリイの術もかけておいたことだし、そこはまあ、不測の事故、とゆーことで、笑ってすまされる範囲である。たぶん。


　彼は今、全身ホータイだらけで町長さんの家に転がっている。


「それで報ほう酬しゆうの件ですけど……」


「あると思うのかね？　そんなもん」


　営業スマイルのあたしのことばに、面おも白しろくもなさそうな声でこたえる町長さん。


『……はぁ……？』


　眉まゆをひそめるあたしとナーガ。


「ゴーレムなんぞ町のまん中に転がしてくれて……大損害だよ。まったくもって……」


「そんな！　ナーガが関かかわってこの程度ですむなんて、ほとんど奇き跡せきに近いんですよ！」


「……リナ……できればフォローしてほしいんだけど……」


「ともあれ、必要な経費は前渡しした分だけで十分だろう！　できれば前金も返してもらいたいくらいだよっ！」


「しょえぇぇぇっ！　せっしょーなーっ！」


「それに第一、ヒドラにとどめを刺したのは、きみたちじゃなくてこのラウルくんだという話じゃないか。


　つまり、きみたちはしごとに失敗したのだよ！」


　…………


　しまったぁぁぁぁっ！　この理論展開は予想していなかったぞっ！


「でもあの、えっと、それはっ！」


　あたしはちらり、と視線を、寝たきりのラウルさんの方に向ける。


「……そういうことだ。どうあろうとヒドラを倒したのはこのおれなのだからな……」


　一瞬フォローしてくれることを期待したが、返ってきたのは冷たいセリフ。


　こ……このおっさんはーっ……


　自分がもともとの原因の上、ほとんど何もしなかったくせに、ほんのちょっとしたささいな事故で腹を立てるとは……


　心の狭せまい奴である。


　ともあれここは、これ以上言ってもムダである。あたしとナーガは泣く泣く、ほとんど無報酬のまま、その町をあとにしたのだった。





　その後──


　風の噂うわさによるならば、ラウルさんは完かん治ちの間もなく、町を追ん出されたらしい。


　ヒドラ騒ぎの原因が彼だ、という話がひろがったのだ。


　むろんあたしとナーガが、隣近所の村でしゃべり倒したせいである。


　約束通り、町の者には話していない。


　彼がそのあとどうなったのか、それは誰だれも知らない……





　リナ＝インバースからのお[image: ]ね[image: ]が[image: ]い[image: ]


　ペットは責任を持って飼いましょう。







（ヒドラ注意報：おひまい）










銀のたてごと










　ダムッ！


　荒くとがった音とともに、店の扉とびらは大きく開く。


　冷たい風をその背に負おって、佇たたずむ大きな黒い影。


　石人形ストーン・ゴーレムを連想させるような、いかつい禿とく頭とうの大男である。


　険けん悪あくな面つら構がまえと背中に負った戦斧バトル・アツクス。後ろに控ひかえるいかにも気の短そうな連中。


　当人に尋たずねるまでもなく、どーいう素す姓じようの人間かは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。


　キョーアクな視線で、さして広くもない店内を一いち瞥べつし、


「このあたりで吟ぎん遊ゆう詩し人じん風の男を見なかったか？　髪の毛伸ばして銀のたてごと持ったナンパな野郎だ」


　やたらでかいだみ声を上げる。


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく、そして──


「どうでもいいけどドア閉めてよね、風がふき込んで寒いんだから」


　ざわり。


　店内の空気に緊張が走り、セリフの主ぬしに視線が集中する。


　すなわち──あたしに。
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　ぴくん、と男の眉まゆがはね上がる。その場にじっと佇たたずんだまま、


「ほう……また随ずい分ぶんと威い勢せいのいいダルマストーブだな」


「誰だれがダルマストーブよっ！」


「あんたよ。あんた」


　茶ちや々ちやを入れたのは、テーブルの向かいに座すわったナーガだった。


　季き節せつ感かんなどとゆー単語を完かん璧ぺきに無視した、あいも変わらずやたらと露ろ出しゆつ度どの高い、悪の女魔ま道どう士しルックである。


「そりゃあセーターや何やら十枚も重ね着してりゃあ、誰が見たってダルマストーブよ」


「寒いんだからしかたないでしょっ！　それにあたしが今着ているのは九枚よっ！　動くのにさしつかえがあるわけじゃなし、文もん句くを言われるすじあいはないわっ！」


「さしつかえない……って……きのうの夜、階段から転ころがり落ちて、自じ力りきで起き上がれずもがいてたのはどこの誰よ？」
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「あ──あの時は十五枚着てたから……それに第一、あんたみたいに年中おんなじ格かつ好こうしてる人間に、服装とやかく言われるすじあいはないわっ！」


　カエルさえしんぼうたまらず冬眠してるような時期に、この格かつ好こうで、体調崩くずすそぶりすら見えない。


　これはもはや、『無神経』などとゆーレベルをはるかに超越している。


「ほーっほっほっほ！　青いわね。リナ」


　彼女は長い黒髪をばさぁっ、とかき上げながら、


「いかなる事があろうとも、自みずからのファッションポリシーを貫つらぬき通す。それが美学というものよ」


「ふつーの服着こなす自信がないんじゃないの？」


「ふっ。しょせん吊つるし売りの服などに、わたしの美び意い識しきを満たすほどのものはないわ」


　あたりまえである。こいつの美意識を満まん足ぞくさせるような服が蔓まん延えんした日にゃあ、それこそ世の中おしまいである。


「……まあ、あれはあれとして……」


　しばしあたしたちのやりとりに見入っていた店のおやじさんは、なぜかみょーに疲れたような口く調ちようで、入り口の大男に声をかける。


「そんな奴やつ知りませんよ。見かけたらお知らせしますから……」


「──そうか」


　男は懐ふところから金貨を一枚取り出すと、おやじさんに向かってほうり投げる。


「俺の名はガムル。銀ぎん鱗りん亭ていにいる。何か気づいたら知らせてくれ。邪じや魔ましたな」


　一方的にそう言うと、もはやあたしの方には一いち瞥べつもくれずに店を出て行く。


「……カモりそこねたわね、リナ」


　ナーガが言う。


「あんたが茶々入れるからでしょーが」


　おもしろくもなさそーに答えるあたし。


　つまり。


　今の、いかにもごろつき然とした連れん中ちゆうにケンカをふっかけさせてはり倒し、ストレス解かい消しようと財力補ほ充じゆうの一いつ石せき二に鳥ちようを狙ねらっていたわけなのだ。ナーガのツッコミでお流れになっちゃったけど。


　ぽろぺん　ぺろぽぺん


『ふっ。どうやら行ったようですね』


「なっ!?」


　突とつ然ぜん起こった変な音と声に、あたしとナーガは思わずイスから立ち上がる。


　それは間ま違ちがいなく、あたしたちの足あし下もと──テーブルの下から聞こえたのだ。


　ややあって──
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　テーブルクロスの下からはい出して来たのは、竪たて琴ごとを持った吟遊詩人。


　としのころなら二は十た歳ち前後か。かなりの美形ではあるが、どことはなしにケーハクそうな感がある。


　ぽぺろん　ぺぺろろん


　手にした竪琴を、ハズれた調子でつまびいて、意味なくバラの花などしょいつつ、


「ふっ。どうやら驚おどろかせてしまったようですね。お嬢じようさんがた」


　当り前である。ふつー驚くぞ。これは。


「あなた……さっきの連中が探してた……」


　ぽぽぺぺん


「はい。ごらんの通り旅の者。名はミハエルと申します」


　なんでもいいが、いちいち竪琴を鳴らさんとモノが言えんのか？　こいつは？


　店のおやじさんに目をやると、驚いたふうもなく、お皿なんぞを洗ってる。店でごたごたが起きるのをいやがって、さっきの連中には『知らない』などとトボけたのだろう。


「……けど、あんたいつからここに隠かくれてたわけ？」


　ナーガの問いに、彼は遠い目で、


「ふっ……そう──あれは──」
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　ぽぺろれれん


「確か、昼になるすこし前のことだったと思いますよ。美しいお嬢さん」


　ひ……昼前って……


　ちなみにあたしたちが今食べていたのは、やや遅おそめの夕食である。


「ふっ、と言っても、この私があの連中を恐おそれている、などと誤解をなさらないで下さい。


　私の操あやつる黒魔術の前では、このような者たち、ものの数ではないのですが、争あらそいごとはあまり好みませんので」


　言いつつ長い髪をかき上げる。


「けど、一いつ体たいなんで追われてるの？」


　好こう奇き心しんに負けて尋ねるあたし。


　ぽぺろりろれん


「ふっ。実はあの男──ガムルの狙ねらいは私の持っているこの竪琴なのです。ダルマストーブのお嬢さん」


「あんたにまで言われるすじあいはないっ！」


「おぉ、怒らないでください。ほめたつもりだったのですが……」


　……どこの世界にダルマストーブよばわりされて喜ぶ人間がいるとゆーのだ!?


「ともあれ代々受け継つがれた一族の宝を、あのような者たちに渡すわけにはいきません」


　彼が手にしたその竪琴、本体は銀、埋うめ込こまれた青い宝ほう玉ぎよくを中心にほどこされている精せい緻ちな細さい工く。


　純じゆん粋すいに楽器としての価値がどれほどのものなのか、そこいらはよくわからないが、美術品としての価値だけでも、ちょっと値段はつけにくい。金持ちの好こう事ず家かならば、それこそいくらでも出すだろう。


「ふっ。そこで──です。お見うけしたところお二ふた方かたとも魔道士どののご様よう子す。もしよろしければ私の護ご衛えいをやっていただけないでしょうか？」


「護衛……って、あなたも黒魔術使えるんでしょ？」


　あたしの問いに、またもや竪琴をかき鳴らしつつ、


「ふっ、確かにその通りです。けれど、私の術はあまりにも強力かつデンジャラス。望むと望まざるとに拘かかわらず、使えば必ず、必要以上の傷きずを相手に負わせてしまいます。


　たとえ悪人とは言えど、それはあまりにもしのびない。


　それに私とてやはり人間。一人では、どうしてもいつかスキが生まれます。


　いかがでしょう。この話、お受けしていただけますか？　お礼は、そうですね……」


　彼の申し出た金額に、あたしとナーガは目を丸くする。


　外の寒さとダルマストーブよばわりされたことを差し引いてすら、十分におつりが出るほどの額である。はっきし言ってこれはおいしい。


　などと思ってしまったその瞬しゆん間かん──


　どばんっ！


　やはり乱暴な音を立て、店の扉とびらがふたたび開く。


　立ちはだかるのは言うまでもなく、ガムルとその部下ご一いつ行こう様さま。


「やはりここだったか」


　ブキミな笑えみを浮かべたままで、ずいっ、と店内に踏み込んでくる。


　後ろに続くとりまきたち。


　やれやれ……これでどうやらこの依い頼らい、断るわけにもいかなくなった。


「竪琴の音が聞こえたような気がしたから寄って見れば……」


「だ……旦那だんなァ、これは……」


「あんたは黙だまっててくれ」


　なにやらもごもご言いかけた、店のおやじさんを一いつ喝かつする。


　けわしい視線をこちらに向けて、


「さあ、おとなしく竪琴を……」


　言いかけたその瞬間──


「魔風デイム・ウイン！」


　あたしは呪じゆ文もんを解き放つ。


　単に強風を起こすだけの呪文で、殺さつ傷しよう能のう力りよくは無いに等しく、相手の動きを一瞬制限するほどの力しかないが、テーブルクロスを巻き上げるには十分である。


『ぐをぇえっ!?』


　いきなりテーブルクロスに身を巻かれ、混乱を起こすガムルたち。


「こっちよ！」


　そのスキにあたしたち三人は、調理場へ続くドアを抜け、勝かつ手て口ぐちの扉を開く。


　そこには路ろ地じ裏うら独特の、不健康なにおいの空気があった。


「急げ！　こっちだ！」


　さして間まを置かず、調理場へとなだれ込んで来るガムルたち。風に揺ゆれている扉に目を止め、


「外だ！　追えっ！」


　言って扉に殺さつ到とうし、夜の路地裏へと出ていく。


　……敵ながら、なかなか古こ典てん的てきな手しゆ法ほうに引っかかってくれたもんである。


　勝手口を開けたあと、あたしたちは調理場の棚たなの陰にと身を潜ひそめていたのだ。連中が外に出たのを見送ってから、三人はふたたび店内に戻もどる。


　しかし店の出入口にひとり、人相の悪いおっちゃんの姿！


　なるほど、こーいう場合に備そなえて、手て駒ごまをひとり残しておいたか。発想はいいのだがいかんせん、ザコひとりでは役者不足！


「とぅおっ！」





　ぱしゃぐしぃっ！





　駆かけ寄りざまに飛び蹴げり一発！


　ザコその一は、三回転ほどしながら吹っ飛び、床で大きくバウンドをする。ふっ。たあいもない。


　一気に戸口を駆け抜ける。後ろで聞こえる店のおっちゃんの声。


「あああっ！　町長っ！　しっかりっ！」


　…………


「リナ……あんたが今蹴り倒したの、通りすがりの町長さんだったみたいよ……」


　ナーガのスルドい指し摘てきに、あたしは極きよく力りよく平へい静せいを装よそおいながら、


「……まあ……人生に誤解はつきものだって、郷く里にの姉ねえちゃんも言ってたことだし……」


　ぽぺぽぺろん


「論点がズレてるような気がしますが……」


「た……竪琴なんか鳴らさないでっ！　連中に気づかれちゃうでしょっ！


　……ともあれ今は一いつ刻こくも早く、町を出ることが先せん決けつよっ！」


　かくてあたしたちは、ガムルの追つい撃げきを脱したのだった。


　……多少の問題はあったようだが、それは言わない約束である。





「ふははははっ！　ついに見つけたぞ！　ミハエル！」


　意味なく高笑いなどを上げつつ、その男が現れたのは、翌日の昼のことだった。


　小さな村の、小さなメシ屋。


　昨夜ゆうべは結局野宿になって、朝食は、携けい帯たい食しよく料りようでかるく済すませた。


　それでも昼は、ちゃんとしたものを食べたい、ということで、この店に立ち寄ったのだが──


　食事も終わり、さて、出ようかという時になって、一体何を考えたのか、ミハエルさんが、店に来ている女の子のひとりをナンパしようとしたのである。


　ところがこれに、あんましガラのよくない男がついてて、ミハエルさんに文句をつけてきた。


　あわや始まるかどつき合い!?　というまさにその時、店の扉を蹴けり開けて、やおら出てきたのがそいつだった。


　えらそーな口く調ちようとはうらはらに、頭の禿はげ上がりかけた、三十がらみの小男である。


「ルガー!?　なぜここに!?」


　見るなり驚きの声を上げるミハエルさん。


　小男は、ちっちっちっ、と指を振り振り、


「おいおい、トボけてくれるなよ。わざわざお前さんを追っかけてきたんだぜ。……いや、『竪琴を』と言ったほうが正確かな？」


　気どったポーズで手近なテーブルにこしかけて、ふところから、葉は巻まきを一本取り出す。


「さ。素す直なおに渡してくれるよな」


「何を寝ね言ごと言ってんのよ」


　言って歩み出たのはもちろんあたし。


「帰ってガムルに伝えなさい。竪琴のことはあきらめなさい、って」


　聞くなり男は、驚きの表情を浮かべ、


「ガムルだと!?　あいつも竪琴狙ねらってやがるのか!?」


　……へ？


「この男、ガムルの部下じゃありません」


　小さな声で言うミハエルさん。


「……もっとも、私の竪琴を狙ってることに変りはありませんが……」


　なるほど、別べつ口くちの相手、というわけか。


　何はともあれ、とっとと──


「逃げましょう」


「は？」


　耳もとでつぶやくミハエルさんのことばに、思わず間の抜けた声を出す。


「でもこの際、ぶち倒しちゃった方が、あとくされないでしょ？」


「ふっ。確かにそうですが、今戦えば、無関係なひとたちまで巻き込んでしまいます」


　まあ……それは確かにその通りである。


　ここで戦い、勝ったとしても、あとで店のおやじさんにぶちぶち言われるだろうし。


　そうと決まれば善は急げ！


「ナーガ！　この場はひとまず退たい却きやくよ！　一瞬でいいからなんとかあいつの注意をそらして！」


「消しよう極きよく策さくね……まあいいけど……」


　何やらぶつぶつつぶやくのを無視して、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　ナーガが男の注意をそらした、その一瞬こそが勝負！


　そして、朗々と響ひびくナーガの声！


「石霊呪ヴ・レイワー！」


　……へ？


　思わず硬こう直ちよくするあたし。がくんっ！　と足下が大きくゆれた。


　巨きよ獣じゆうの咆ほう哮こうが響き渡る。


　床板を裂さいて出現したのは、数すう匹ひきの巨大な石竜だった。


　ナーガがたった今、呪文で作りあげた石人形ゴーレムである。


　むろん店内は大パニック。ミハエルさんも腰こしを抜かすわ店のおじさん泡あわ吹くわ、なんとかという小男も、すでに姿を消している。


「さあ！　今のうちよ！」


「今のうちよ、じゃないでしょーがっ！　あんたはっ！　この状況、一体どーやってフォローするのよっ！」


「注意をそらせ、って言ったのはあなたでしょーがっ！」


「そーだけどっ！　限げん度どってモノを知らないのっ!?」


「知らないわよっ！」


　しまった！　言い切られたっ！


「と……ともあれこの場は逃げましょうっ！」


　かくて──


　あたしたちは一応無ぶ事じに、脱だつ出しゆつを果はたしたのだった。





「いるわね」


　ナーガがぽつりとつぶやいたのは、一行が、深い森にさしかかった時のことである。


　あたしはうなずき、歩あゆみを止めた。


　あやうく暴ぼう走そうしかけたナーガの石竜をなんとか処しよ分ぶんし、村を出てから、それほど時は経たってない。


　森と言っても、木この葉ははもはやすっかり落ちて、地面に枯かれ葉はの山をつくっている。


　ぽぺろん


「追手──ですか」


　ミハエルさんの顔がひきつる。


　なんでもいいが、こんな時にまでいちいち竪琴鳴らさんでいい。


「出て来たらどう？　いるのはわかってるわよ」


　ざぁっ。


　あたしの声に応こたえるかのように、一陣の風が吹きすさぶ。風は渦うずを巻き、枯葉を舞い上げ──


　そして、その渦の中心に、突とつ如じよ現れる人影ひとつ。


　マントとローブに身を包んだ、瘦やせた魔道士ふうの男。


「な、何よ今のはっ!?」


　驚いた声を上げるナーガ。


　しかしあたしは一瞬にして、今の術の本質を見み抜ぬいていた。


　一いつ見けん、まるで伝説の術、空間移動テレポートを使ったかのように見えるが、むろんそうではない。


　幻げん術じゆつのたぐいとも違う。


　おそらくは──


　魔道士は、下に積もった枯葉にじっと埋うまっていたのだろう。


　あたしたちが来ると同時に、弱い風の魔法で枯葉を舞い上げ視界を乱し、そのどさくさにまぎれて身を起こしたのだろう。


　間の抜けた話に思えるが、いやいやどうして、ハッタリもここまで根こん性じよう入れればたいしたもんである。


「くっくっく……見つけましたよ。ミハエルさん……」


　魔道士は、パターン通りのセリフを吐はいた。


「き……きさまっ！　グレナス！」


　竪琴をつまびくことすら忘れ、声を上げるミハエルさん。


「知ってる顔？」


　あたしの問いに彼はうなずき、


「この男もまた……私の竪琴を狙っている者のひとりなのです」


　と小さな声で言う。


　魔道士までが狙うなどと……この竪琴っていったい……？


「さて……おとなしくその竪琴をこちらに渡してもらいましょうか。そうすればあなたに危害は加えませんよ。誓ちかってもいい」


　──などとゆー奴やつに限って、言うことを聞いたとたんに攻撃してきたりするのである。


　何にせよ、もとよりそんなたわ言ごとを聞く耳はないっ！


　あたしはびしぃっ！　と魔道士を真まっ向こうから指さして、


「とにかくっ！　あたしとナーガがいる限り、ミハエルさんには指一本とて触れさせはしないわっ！」


「ほほぅ……おもしろい」


　魔道士は、にぃっ、といやらしい笑みを浮かべ、


「この漆しつ黒こくの破は壊かい者しや、魔道士グレナスに戦いを挑いどむことの愚おろかさ、その身をもって知るがいい！」


　言って呪文を唱となえはじめる。


　それはいいけど、漆黒の破壊者……ってあんた……また自分でそんなたいそうな名前つけたりして……


　こんなふうに名のってボロ負けした時の気まずさは、受けると思って飛ばしたギャグを誰も聞いていなかった時のそれに匹ひつ敵てきする。


　こーいう奴に限ってやたらと弱かったりするのだが、しかしこちらとしても、相手をなめてかかるのは厳げん禁きん。


　魔道士が唱えているのは『風』の系列の呪文。あまり殺さつ傷しよう力りよくはなさそうだが……
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「魔風斬デイム・クロー！」


　呪じゆ力りよくが解き放たれると同時に、魔道士のまわりに強風が巻き起こる。それは足下の枯葉を舞い上げ、一瞬の後、あたしたちの方に吹きつけて来る。


　なんのことはない、『魔風デイム・ウイン』をほんの少々アレンジしただけの技わざである。殺傷能力などゼロに等しく、たとえまともに食らったところで……と？


「ふせてっ！」


　あたしの叫びに、ナーガとミハエルさんは地面にその身を投げ出した。


　頭ず上じようを吹き過ぎる枯葉の群れ。


「どうしたのよリナ!?」


「あれよ」


　ナーガの問いに、あたしは背後の木を指した。


　その幹みきに、銀色の小さな輝かがやき。


「あれは……」


「小さな刃は物ものを、風に乗せていくつも飛ばしたのよ。木の葉を巻き上げたのはカムフラージュね」


　なかなか味なテを使う。木の葉のあい間にきらめく光に気がついたからよかったようなものの、油ゆ断だんして、あの風をまともに受けていれば、かなりのダメージをくらっただろう。


　……けどこの術って、枯葉のない季節にはどーするんだろう……？


「ふっ。やってくれるわね。ならここはこのわたしにまかせて」


　言ってナーガは身を起こし、やおら呪文を唱えはじめる。そしてあたしは──


「ミハエルさん」


　あたしは彼の瞳ひとみを見つめ、


「じつは、あなたにお願いがあるの」


「……だいたい予想はつきます……」


　彼はため息をつきながら、あたしに手をさしのべる。


「ひとりじゃ起きられないから起こしてほしい、というわけですね」


「……あ、わかりました？」


「……一体、何枚服着てるんですか……？」


「きょうはすこしあったかいから、ちょっと薄うす着ぎして十二枚」


　などと言いつつ身を起こし、ナーガの呪文にふと耳を傾かたむけ──





　どげっ！





　あたしはうむを言わさず、彼女に後ろからケリを入れる。


「なにするのよっ！　いきなりっ！」


「どやかまひいっ！　そんな呪文唱えるからよっ！」


　彼女が唱えていたのは『冷波吠ハウル・フリーズ』。早い話がブリザードを巻き起こし、相手にダメージを与える術である。一撃で致ち命めい傷しようにはなりにくいが、回避するのは至し難なんの技で、なおかつ凍こごえによる行動制限のおまけつき、というかなり強力な術なのだが……


　とーぜんながら、あたりにもかなりの冷気をまき散らす。


「ただでさえくそ寒いのに、これ以上寒くしてどーすんのよっ！」


「何言ってるのよ！　これくらいの寒さでおおさわぎしないでよっ！」


「やかまひいっ！　あたしはあなたと違って繊せん細さいにできてるのよっ！　ともあれここは、あたしが一発で決めてあげるわっ！」


　言って呪文を唱えはじめた。とたん、まともに顔色を変える魔道士。


　ある程度の実力がある魔道士ならば、誰だれかが唱える呪文を聞いただけで、その術のレベルを知ることもできる。それがたとえ、自分が使えない術だとしても。


　そして──魔道士は知ってしまったのだ。


　あたしが使おうとしている術が、一体どれほどのものなのかを。


　魔竜烈火咆ガーヴ・フレア──


　目標をどこまでも追いつづけ、飛竜ワイバーンですらも一撃で、ケシズミと化かすほどの術である。逃のがれるすべはむろんない。


　右手をまっすぐ横に上げ、そのまま相手を指さして、つづいて両手で印いんを切──


　印を──


「ああああっ！　服がじゃまで印が切れないっ！」


「何やってんのよあんたはぁぁっ！」





　めりりっ！





　後ろからのナーガのエルボーが、あたしの頭頂にまともにめり込む。
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　い……痛ひ……


「ひとにケリまで入れといて、さんざん大きな口を叩たたいたあげく、一体何なのよ！　そのざまはっ！」


「だって！　肘ひじもほとんど曲がんないのに、どーやって印を結べっていうのよっ！」


「他ひ人とのせいみたいに言わないのっ！」


　などと口論を重ねているうち、ずいっ、と一歩前に出たのはミハエルさん。


「……ふっ、こうなればしかたがありませんね。今こそごらんにいれましょうっ！　このミハエルのモースト・デンジャラスな黒魔術の奥おう義ぎ！」


　言うと同時に、やおらザックの中から何かを引っぱり出す。


　……人形と針はり……


　ぷち。


　人形の胸のあたりに針を突き立て、


「ふっ！　見ましたか!?　この儀式を三日三晩続けたあと、人形を相手の家の玄関先に埋うめさえすれば、相手は地獄の苦しみを味わうことになるのですっ！　あぁぁっ！　自みずからの成なした術とは言えど、なんとテリブルでデンジャラス！」


　……まぁ、ええ年こいたにーちゃんが、ぷちぷち人形に針突っ立ててる、なんぞという光景は、確かにコワいしアブナいものもあるけれど……


「だからどぉした……？」


　……ひゅひるるぅぅぃ……


　魔道士くんのツッコミに、一瞬寒い風が吹く。


「……いや、ですから……」


「あのー、ミハエルさん……」
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　横から口をはさむナーガ。


「ひょっとしてあなたの使う黒魔術って……呪術……？」


「ふっ……ごらんの通りです」


「ンなもん使ってどぉするのよっ！」


　言いつつケリを入れるあたし。拍ひよう子しにあたしもバランスを崩くずし、そのままぽてんっ、とひっくり返る。


「ここでンな気の長い術使ってどーやって事態を打開する気よっ！　もぉちょっと、自分の置かれた立場ってもんを自覚してよねっ！……とまあ、それはそれとして、起きるの手つだってくれます？」


「…………」


「あのぉ……すいませんけど、そっちだけで世界作らないでいただけます？　なんかみょーにさみしくって……」


　なぜか申し訳なさそーな口調で言う魔道士グレナス。


　あたしはなんとか身を起こし、


「ふっ！　お遊びはここまでよっ！　今度こそ、あたしがこの手で決着をつけてあげるわっ！」


　われながら連敗続きの悪役幹部みたいなセリフだが、とりあえず気にしてはいけない。


「はっ！　そうこなくてはな！」


　言って魔道士は呪文を唱える。ごく簡単な風の魔法。


　続いてあたしも詠えい唱しようをはじめる。こちらの術は、ポーズもいらずお手軽、簡単『炎の矢フレア・アロー』。


　魔道士の呪文が先に完成する。


　生まれた風は、あたりの枯葉を舞い上げて、彼のまわりで渦うずを巻く。


　なるほど。大量に舞う枯葉が魔道士の姿をほぼ完全に覆おおい隠し、風が、飛び来る術の軌き道どうをそらす。


　しかし──


「炎の矢フレア・アロー！」


　かまわず呪文を解き放つ。それは魔道士の思惑おもわく通り、風に巻かれて軌道を変える。


　が、その瞬間。





　ぼひゅっ！





　風の渦そのものが炎えん上じようする。


　解説するまでもない。やたらと大量に舞い上げられた枯れ葉に引いん火かしたのだ。おまけに風が炎ほのおをあおり、結果──


　漆しつ黒こくの破壊者グレナスは、全身ヤケドで、めでたく再さい起き不ふ能のうとなった。





「待ったぞ、ミハエル」


　いやらしい笑みを浮かべながら、ガムルたちがふたたびあたしたちの前に立ち塞ふさがったのは、一行が森を抜けた時のことだった。


　ぽぴろぽぉん


「ふっ……どうやら決着をつけるしかないようですね……」


　歌うかのように言うミハエルさん。


　ガムルは面おも白しろくもなさそうに、かぺぺっ！　と地面に唾つばを吐はき（下品）、


「どこからそんなセリフが出てくる？　おい、そこの嬢ちゃんたち。じゃまだからどいてな。ケガするぜ」


「あいにくと、そういうわけにはいかないの」


　ずずいっ、と踏み出すあたしとナーガ。


「ひとの竪琴ぶん取ろうなんて了りよう見けん捨てて、実家に帰って頭でもみがいてりゃいいのよ」


「こっ！　このやろうっ！　オレの頭のこと言いやがったな！」


　……どーやら自分でも気にしてたようである。


「えぇいっ！　こうなったら力ずくだっ！　てめぇらっ！　連中ぶち倒して竪琴奪うばえっ！」


『おうっ！』


　やたら景気よく声を上げ、一いつ斉せいにこちらに駆け寄って来る。


　ふっ。甘い！


「爆裂陣メガ・ブランド！」


　呪文一発、吹き飛ぶガムルの手下たち！


　しょせんはただの烏う合ごうの衆しゆう。罪つみもない一般市民をいぢめるのにはそれでも十分なのだろうが、このあたし、リナ＝インバースの敵ではない。


　残るはガムルひとりのみ。


「……お……恐おそろしい奴やつ……」


　まともに顔の色を変え、あたしの方を見つめるガムル。


　あたしの実力ちからに、今ごろやっと気づいたか。


「……自分の仲間まで平気で術に巻き込むとは……」
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　……をや……？


　そぉいえば、確か後ろに、ナーガとミハエルさんがいたような……


　こわごわ後ろをふり向くあたし。


　……あ。やっぱし。二人ともみごとにむこうでノビてる。


　……これはちょっぴり後あとがこわいよーな気はするが、とりあえず、それはその時の問題である。


　あたしはガムルに向き直り、


「さあ……どうする？　あなたも来る？」


　二人の視線が火花を散らし──


　先に目をそらしたのは、むろんガムルの方だった。


「……わ……わかった……竪琴はあんたらにくれてやる」


　くれてやる……って、何をわけのわからんことを……？


「しかし──頼たのむ、せめて利息分だけでも払ってくれんか？」


「……へ……？」


　ガムルの言葉に、あたしは間の抜けた声を上げた。





「リナ！　あんたねぇ……」


「文句はあとよ、ナーガ。それどころの話じゃないわ」


　あたしの『治癒リカバリイ』で復活したそのとたん、食ってかかってきたナーガを制し、同じく気づいたミハエルさんに、あたしはずずいっ、とつめ寄った。


「どぉいうことです？　ミハエルさん？」


「ど……どう、って何がです？」


　あたしの後ろにガムルさんの姿を認めてか、こころもち青い顔で聞き返す。


「……ちょっとリナ、一体どういうことなのよ？」


　横からナーガが口をはさむ。


「どーもこーも、ガムルさんは、借しやつ金きんを取り立てに来ただけだ、って言うのよ」


「借金!?」


「……と言うか、当人に支払い能力ないから、借金のかたに、金かね目めになりそうな竪琴取ろうとしただけ、っていうことなのよ」


「ふっ。竪琴が狙ねらわれていたことは事実。


　噓うそは言っていないでしょう」


　おくめんもなくミハエルさん。


「そーすると、昼の男やさっきの魔道士からも、別口で借金して追われてたの？」


　あきれたように尋ねるナーガに、彼は髪などかき上げながら、


「ふっ。そういうことになりますかね……」


　なりますかね、ぢゃない。


「あんたたち二人は、別口の借金取りだとばかり思ってたんだよ」


　頭をかきながら言うガムルさん。


「竪琴を渡すかわりに、ほかの借金取りを追い立ててくれ、なんてことになってるもんとばっかり……


　まさかこんな借金だらけの奴が、金払って用心棒雇やとう、なんて思わなかったしな」


　ぴくぅっ！


　彼のことばに、あたしの顔はひきつった。


　そ……そぉ言えば……なぜミハエルさんは今日の昼、メシ屋でナンパなどはじめたのか……？


　もしもその狙いが、『さわぎを起こし、どさくさまぎれに勘かん定じようを踏み倒す』ことにあるとするならば……


「ね……ねえ、ミハエルさん」


　不吉な予感を胸に抱いだきつつ、あたしはおそるおそる尋ねた。


「そぉすると、あたしたちに払う、って言った依頼料……」


「ふっ」


　かれは小さな笑みを浮かべ、いたって平然とした口調で、


「聞いたことはありませんか？　お嬢さん。『ないソデは振れぬ』ということば……」





　ぷちぃっ！





　その後──


　あたしとナーガが、ミハエルを、ぼろべろになるまでしばき倒して、ガムルさんに引き渡したことは言うまでもない。


　ミハエルを引きずって去りゆくガムルさんの背中を眺ながめつつ、あたしは心から天に祈った。


　──神さま、どうか次回こそ、まともな依頼が来ますよーに……







（銀のたてごと：おわり）










キメラの恐怖










「リナ＝インバース──じゃろ？」


　そのじーさんがあたしに声をかけて来たのは、セコいしごとをひとつ片づけ、打ち上げ兼午後のおやつの、ケーキ乱れ食いをやっていた時のことだった。


　髪もたくわえたひげもまっ白。気のいいおじいさん、といったふうな容よう貌ぼうだが、その瞳ひとみには、鋭い光がたたえられている。


　服装からしておそらく魔ま道どう士しだろう。


「はあ……そーですけど……？」


　あたしは口のなかのケーキを飲み下くだしてからうなずいた。


「やぁっぱりな。わしじゃよ。わし」


　にこにこと嬉うれしそうに言いながら、あたしの隣となりに腰かける。


「…………？」


　思わず首をかしげるあたし。


　正しよう直じき言って、全然おぼえてはいない。


「ほらわしじゃ。ディオルじゃよ」


　ディオル……聞いたことがあるような、ないような……


「町長に頼たのまれたしごとで、あんた、今け朝さ早く、連れのひとりといっしょに、西の山に出かけてったじゃろ」


「……はあ」


　じーさんは、やおら大きく胸を張り、


「果物くだもの屋やの近くで見けん物ぶつしてたのがわしじゃ」


「知るわきゃないでしょーがぁぁっ！」


　思わずあたしは絶ぜつ叫きようする。


　ときどきいるのだ。こーゆー奴やつが。


　自分が相手を知っている以上、相手も自分を知っているに違ちがいないっ！　などと信じてしまうタイプである。


　別に実じつ害がいはないのだが、やたらとなれなれしいことこの上ない。


「こんな町にも噂うわさはとどいとるぞ。……ま、中にはあまりひとぎきのよくないのもあるがの。もっひょっひょっひょ」


　言って自分で大おお笑わらい。


　……おーきなお世せ話わである。


「ともあれ、攻こう撃げき魔ま術じゆつを使わせれば、あんたの右に出るもんはおらん。そうじゃろ？」


「そーです」


　おくめんもなく言い切るあたし。


　じーさんは、なぜか一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、


「と……ともあれ……じつはごらんの通り、わしも魔道士のはしくれなのじゃが、今、ちょっとした研究をやっておっての。それで、あんたのその卓たく越えつした才能を見こんで、力を貸してもらいたいことがあっての。どうじゃろう、よければこれから、わしのところまで来てくれんかの？──むろん、それなりの礼はさせてもらうが……」


「ふむ──」


　あたしはしばし考える。


　これがいつもと同じしごとなら、あっさり断ことわるところだが、そういうことなら話は別。


　ふつう魔道士は、自分のやっている研けん究きゆうには徹てつ底ていした秘密主義を貫つらぬく。ゆえにとーぜん、他人の研究を目まのあたりにする、などという機会はめったにない。


　それが、少々協きよう力りよくするだけで、他人の研究が見学できて、なおかつ礼がもらえる、ときた。はっきし言ってとことんおいしい話である。


　──むろんこれが、あたしを逆さか恨うらみしている悪党どものしかけた罠わな、などという可能性もあるが、もしもそうなら、単に再起不能になるまでしばき倒せばすむことだし。


「わかりました。協力させてもらいます」


　言ってあたしはうなずいた。


「おお！　そうか！　ならばさっそく……」


「しばしお待ちを──」


　はやるじーさんをあたしは制する。


「ケーキがあと五つ、残ってます」





「わしがこの道に進んだのは、父親の影えい響きようでな」


　本やら実じつ験けん機き材ざいやらで埋うめつくされた書しよ斎さいの中で、ディオルじーさんは、何やらあたりをひっかき回しながら言う。


「わしの父親も魔道士じゃった。……しかし魔族と戦い、敗やぶれた」


「はあ……」


　机の向かいに置いてあるいすにこしかけ、あたしは生なま返へん事じを返す。


「そこでわしは考えた。魔族に対抗する手段はないか。強力な黒魔術？　いやいや、人の使える術にはおのずと限界がある。ならば──魔族に対抗しうる何かを創そう造ぞうせねばならん」


　なにやら巻物を引っぱり出して紐ひもを解とく。


「そこでわしが考えたのが──これじゃっ！」


　黒樫かしの机の上に、しゅるるいっ！　とそれを広げ──





　きゅどごぉぉん！





　思わずあたしは自じ爆ばくした。


「究きゆう極きよくの超合成獣スーパーキメラ、名めい称しよう未定一号！　体はブラス・デーモンを使うことによって、かなりの魔力容量キヤパシテイと耐魔力の能力を持たせることができる」


　淡たん々たんと解説を続けるじーさん。


「……あ……あああああ……」


「背中の羽とこの首は、ドラゴンのものを使用。かなりの視力と飛行能力、加えて炎ほのおのブレスが可能となる」


「ああ……あ……あの……」


「こちらの首は海蛇竜シーサーペント。これにより、水中での活動が可能となった。陸、海、空と、まさにオールマイティーな能力を持った……」


「あのですねぇぇぇっ！」


　やっとのことで、あたしはなんとか声を上げる。


「──何かな？」


　あたしは巻物に描かれた、完成予想図のある一点を指さして、


「……これは何？」


「解説するまでもないと思うが？」


　いともへーぜんと答えるじーさん。


「いーから答えて。その、ドラゴンと海蛇竜シーサーペントのあいだについてるのは何!?」


「もちろん──」


　じーさんは、いともあっさりとした口く調ちようで、


「あんたの頭に決まっておる」


　あぁぁぁぁぁっ！　やっぱしぃぃぃぃっ！


「いくら魔力容量キヤパシテイが大きくとも、呪じゆ文もんを唱となえる口と、それを使いこなせる頭がないと意味がなかろう」


　あたしはいすに座すわったままで、意識がダーク・アウトしてゆくのを感じた。


　そーぞーしてみろっ！


　まん中に自分そっくりの頭が生はえた巨大な合キ成メ獣ラが群れをなして、竜破斬ドラグ・スレイブか何かを連発する光こう景けいを。
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　そのうち、道ゆく子供があたしを見て、『ねーママ見て、あのおねーちゃんキメラそっくり』などとぬかすのを、『指さすんじゃありませんっ！』と母親が引っぱっていく。そんな風景が日常になる……


　あぁぁぁぁぁぁっ！　考えただけでっ！


　はっきし言って、末まつ代だいまでの恥はじ、などという生なま易やさしいもんではない。


「こっ、この話、なかったことにしてもらいますっ！」


　あたしはなんとか気を取り直し、やっとの思いで声をしぼり出す。


「そんな……なぜいやがる!?」


　じーさんは驚おどろいた声を上げる。


「なぜ……って、ふつーに考えたらわかるでしょーがっ！」


「きみならば、あの伝説の魔獣ザナッファーを越えることもできるかもしれんのに！」


　そーいうモノを、こーいう越えかたはしたくないっ！


「それに、この超合成獣スーパーキメラの力が実じつ証しようされれば、大だい反はん響きようを呼ぶことまちがいなしじゃ。きっとファンも増ふえるぞ」


「増えるかぁぁぁぁっ！　たとえ複製人間コピー・ホムンクルスを使うとは言え、あたしと同じ顔したキメラなんぞにぞろぞろ歩きまわられちゃあめーわくですっ！」


「心配いらん。複製人間コピー・ホムンクルスではなくあんた当人を使うから」


　なるほど。それなら……


　…………


「よけい悪いっ！」


「まあ聞きなさい。わしが所しよ属ぞくしておる魔道士協会に、ギュランという小こ生なま意い気きな若わか造ぞうがおってな。くだらん合キ成メ獣ラなんぞ造って自慢しておるもんじゃから、つい、『そんなもんは本物の合キ成メ獣ラじゃない』と言ってやったんじゃ。そうするとやつめ、えらそうに、『なら本物の合キ成メ獣ラというのを見せてみろ』などとぬかしおってな。それでわしも、『半年後に必ず』と、つい答えてしもうたんじゃ。今からあんたの複製人間コピーを造って呪文を覚えさせたんじゃあ、とてもじゃないが期き日じつまでに間まに合わん」


「ンなこと、それこそあたしの知ったことじゃないでしょーがっ！」


「まあまあ。ここはひとつ、老い先短いとしよりの顔を立てると思って……」


「としよりの顔を立てて人生棒に振る気はないっ！」


「……わがままな娘じゃのぉ……」


　……こ……このじーさんはぁぁっ……


「しかし、一度協力を引き受ける、と言った以上、約束は守ってもらうっ！」


　言ってじーさんは立ち上がる。そしてあたしも。


　火花を散らす二人の視線！


「こぉなれば、実力行使あるのみじゃっ！」


「ふっ！　あたしに勝てると思っているの!?」


「亀かめの甲より年の劫こう！」


「かかって来なさいっ！」


「ゆくぞぉっ！　小娘っ！」





　だがあぁぁぁんっ！





　その瞬間、書斎のドアが爆発する！


　もうもうと立ちこめる煙の奥に、佇たたずむ黒い影ひとつ！


「ほーっほっほっほ！　やっと見つけたわよ、リナ＝インバース！」


「つ……ついに出たわね、色ボケ魔道士！」


　思わずあたしは一歩、後あと退ずさる。


　ちらつく雪をものともしない、いつも通りのコスチューム。


　言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


　もとはあたしのライバルを自称する魔道士だったが、最近は、ただのはためーわくな金魚のふんになり下がっている。


「だっ……誰だれが色ボケよっ！」


「あんたよあんたっ！……なんて言ってる場合じゃないわ。とにかくナーガ、グッド・タイミング！」


「……ひとを洞どう窟くつの奥へ見捨てっぱなしにしといて……何が『ぐったいみっ！』よっ！」


「それよりっ！　このじーさん悪の魔道士よっ！　とゆーわけで成せい敗ばいするのよっ！」


「なるほどっ！」


　あたしのおーざっぱな状じよう況きよう説明に、彼女はあっさり納なつ得とくし、ディオルじーさんの方に向きなおる。


「わしのどこが悪の魔道士じゃっ!?」


　自覚のカケラもないセリフとともに、じーさんは、ばむっ！　と机を平手で叩たたく。例の完成予想図をつかみ上げ、


「こういうものを造りたいから協力してくれ、と言っとるだけじゃろーがっ！」


「それがじゅーぶんユガんでるのよっ！」


「か……かっこいい……[image: ]」


　…………


『……へ？』


　声をハモらせ、あたしとじーさんはセリフの主に目を移うつす。


　そこには、瞳ひとみをうるうるさせながら、例の完成予想図に視線を注そそぐナーガの姿。


　し……しまったぁぁぁっ！　ナーガのセンスのズレは、服に関してだけじゃあなかったかっ！


　彼女はやおら、つかつかつかっ、とじーさんのそばに歩み寄り、かしぃっ！　とその手を握りしめ、


「ふっ。そういうことなら協力させてもらうわ」


　待て。お前は。


「ちょぉぉっとっ！　ナーガっ！　どーいうつもりだよっ！」


「どうもこうも……いい話じゃない。なんで断るのよ」


「いい話……ってあんた……いいことっ！　このじーさんはあたし自身を使ってこれを造ろうとしてるのよっ！」


「いいじゃない。背も高くなるし」


「そぉいう観点でモノを見ないでっ！　だいいち誰が好きこのんで、そんなぶさいくなキメラになりたがるのよっ！」


「……ふっ。まだまだ子供ね、リナ」


　彼女は意味もなく髪をかき上げ、


「この機能美に満ちあふれたデザインの美しさが理解できないなんて！　ねえ」


　いきなり同意を求められ、じーさんはとまどった表情で、


「い……いや、わしはデザインのことにはちょっと……」


「ナーガっ！　あんた一体どっちの味方なのよ!?」


「ふっ！　まさか忘れたの!?　リナ！　わたしはあなたの生しよう涯がい最大のライバルだということをっ！」


「だぁぁぁっ！　いつもはひとにオゴらせてるくせに、気分しだいでいきなりライバルにならないでっ！」


「気分次し第だいとは失礼ね。その場のノリ、と言ってちょうだい」


　それに一体どれほどの差がある？


「ともあれっ！　あたしはンなもんになる気はないからっ！──そんなにそれが気に入ったなら、いっそあんたが合キ成メ獣ラになればいいでしょっ！」


　あたしの言葉に、ぽんっ、と手を打ち、訴えかけるような目で、じっとじーさんを見つめるナーガ。


　……をいをい……


　いきおいで言ってしまったが、まかりまちがってこんなのが超合成獣スーパーキメラとやらになろうもんなら、世せ間けんさまにかけるめーわくの度合いは、数段アップするだろう。


　じーさんはしばし考えて、やがて首を横に振る。


「いや、だめじゃ。もったいない。せっかくそんなに立りつ派ぱな胸をしとるというのに」


　そーすると、あたしの胸はどーでもいいとゆーことか!?


　問い詰めてやりたいところだが、あっさりうなずかれでもしたら、それこそ立場というものがない。


　ともあれここはとりあえず、逃げの一手あるのみ。


　そろり、そろりとその場を離れ、すこしずつ、扉とびらの方に近づいてゆく。


　だがしかし、気づいたナーガが扉の前に立ち塞ふさがる。


「ほーっほっほっほ！　逃がしはしないわよっ！　リナ！」


　ちぃっ！


　あたしは大きく飛び退のくと、後ろの壁にむかって、こんなこともあろうかと思って唱えておいた呪文を解き放つ。


「振動弾ダム・ブラス！」


　轟ごう音おんとともに崩くずれ去る壁。ぽっかり開いた大穴に、迷わずあたしはすべり込む。


　そこは、かなり大きな実験室。大小さまざまなクリスタル・ケースが立ち並び、うち三分の一ほどに、わけのわからん合キ成メ獣ラたちが詰まっている。


　そして──


　部屋の奥には先客がいた。


　としのころなら三十前後。やはり魔道士のかっこうで、両手にはめいっぱい、書類だの巻物だのをかかえこんでいる。


「きっ！　きさまっ！」


　あたしのあとを追って入ってきたディオルじーさんは、目をかっ開ぴらいて男を指さす。


「ギュラン！　なぜこんなところにっ！……そうかっ！　さてはわしの研究を盗ぬすむつもりじゃったかっ！」


「知りあい？」


　尋たずねるナーガに、額ひたいに青スジ浮かばせながら、


「さっき言ったじゃろうがっ！　つまらん合キ成メ獣ラしか造れんくせに、大きな顔をしとる若造じゃっ！」


　じーさん、ナーガはあの時いなかったってば。


　どうやらこいつ、るすを狙ねらって忍び込み、あれこれ物ぶつ色しよくしていたところに、じーさんがあたしを連れて帰ってきたもんで、しかたなくここに隠れていたのだろう。


「ふははははははっ！　ばれたからには仕方ないっ！　確かに今のおれが生み出す合キ成メ獣ラでは、お前の造ったものには及ばん！　しかぁしぃっ！　きさまの持つノウハウと技術さえあれば、互ご角かく以上のものを創つくり出してみせるわっ！」


「ひらたく言えば『盗作』ね」


「頼むからひらたく言わんでくれっ！」


　あたしのツッコミに、小声で抗議するギュラン。


「ともあれ、おれはこれで失礼させてもらうことにするっ！」


「もっひょっひょっひょ！　ばかめ！　逃げおおせると思うてかっ!?」


「逃げてみせるともっ！」


　言うなりギュランは、どこに隠していたのやら、ロープの束をとり出すと、力まかせに引っぱった。


　ぐらんっ。


　林りん立りつするクリスタル・ケースの群れが大きく傾かたむき、こちらに向かって倒れ込んでくる。


『ひゃおえぇぇぇっ！』


　がきゃきょびゃりぃぃん！


　砕くだけるクリスタル、飛び散る破片。


　おそらくギュランは、ケースにロープをくくりつけておいたのだろう。それを一気に引っぱってなぎ倒したわけである。


「ふははははははははっ！　さらばだっ！」


　高笑いなどを残しつつ、奥のドアから出て行くギュラン。


「おのれっ！　させるかぁっ！」


　追つい撃げきに移ろうとする三人の前に、いくつもの影が立ち塞ふさがる。


　ケースの中で眠っていた合キ成メ獣ラたち！


「あああああっ！　わしのかわいい合キ成メ獣ラたちっ！」


　か……かわいい……ってあんた……こんなもんのどこをどう見たら……？


「ディオルさん！　こいつら早くなんとかしてっ！」


　あたしのことばに、しかしじーさんは慌あわてた口く調ちようで、


「だめじゃぁっ！　こいつらはまだ調整が終っておらんっ！　わしの命令すらも受け付けんっ！」


「えぇぇぇっ!?」


　一匹ずつの力はたいしたこともないだろうが、十匹以上の数がいる。室内では、無差別攻撃型のハデな呪文を使うわけにもいかないし、かと言って一匹ずつ各個撃破などしていたら、ギュランにまんまと逃げられてしまう。


「ほーっほっほっほ！　ここはわたしに任まかせてっ！」


　またまたしゃしゃり出るナーガ。


「あんたねぇっ！　まさかまたゴーレム召しよう喚かんしようとか、ハデな呪文で一気に吹っ飛ばそうとか考えてんじゃないでしょうねっ！」


「ふっ！　わたしだって状況分ぶん析せきくらいできるんですからねっ！」


「わしのぷりちーな合キ成メ獣ラたちを傷つけることは許さんぞっ！」


　またワガママなことを言うじーさん。


「わかってる！」


　言って呪文を唱えるナーガ。


　ほぉ。これは。


「眠りスリーピング！」
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　へぇぇ。ナーガにしてはわりと……


　…………





　…………


　目が覚さめると翌朝だった。





　「──けどこれで、あのギュランとかいう奴やつ、逃がしちゃいましたね」


　なおもあたりで眠りこけている合キ成メ獣ラたちをしばり倒してから、あたしはディオルじーさんに言う。


　ちなみにナーガは、いまだにすぴょすぴょ寝息を立てている。


　……こいつがあたしたちまで眠らせたりしなければ、ことはとっくに片づいていたはずなのだ。


「いや、その心配には及ばん。どうせ奴の家はわかっておる。たとえ町を逃げ出すつもりにしろ、準備にはかなり手間がかかるはずじゃ！」


「とにかく、ゆっくりしているわけにもいかないでしょう。証しよう拠こになる盗んだ書類を処しよ分ぶんしちゃうかもしれないし」


「い……いくらなんでもそんな無意味な……」


「無意味じゃあありません。もしもあの男が、『約束の合キ成メ獣ラが造れなかったもんだから、おれが研究を盗んだ、なんていいがかりをつけてきた』なんて言いはったらどうします!?」


「な……なるほど……わかった。案内する！……で、その娘さんは？」


　ナーガに視線を走らせるのを、


「むろん置いてきます」


　あたしはきっぱり言い放つ。


「しかし、人数はひとりでも多い方が……」


「見たでしょ。彼女の実力を。この上事じ態たいを混乱させてどーするんですか!?」


「……それもそうじゃ。──行こう！」


　どーやらわかってくれたよーである。


　──一いち応おうことわっておくが、むろんこの時あたしは、例の『恐怖の超合成獣スーパーキメラ計画』のことを忘れ去っていたわけではない。


　そこには『このままなしくずしに、ギュランを悪役にしたて上げ、合キ成メ獣ラの件はうやむやにする』という緻ち密みつな計算が働いていたのだった。





　まだ消え去らぬ朝もやの向こう、ひっそり佇たたずむ一軒の家。


　ギュランの住み家は、町外れの、湖のすぐそばだった。


　水面から、ごつごつとした巨岩をのぞかせる、ブキミな雰ふん囲い気きの湖である。そのせいかどうかは知らないが、付近にはほかに家もない。


「ここなら思いきった術も使えるわね」


「いいや、あまり大きな術は困る。盗まれたあの書類、なんとか無ぶ事じに取り戻してもらわねば……」


　あたしのつぶやきを聞きとがめ、勝手なことを言うディオルじーさん。


「いちおー努力はしてみますけど……相手の出方にもよりますね。とにかく……」


「ふははははははははっ！」


　あたしのことばを遮さえぎって、突然響く高笑い。


『よく来たな！　ディオル！』


　同時に、巨大なギュランの顔が、二人の前に出現する。


「もひょえぇぇぇぇぇっ!?」


　あっさり腰を抜かすじーさん。


　それも無理のない話である。


　家ほどもある大きさの顔面だけが、ゆらゆらとたゆたいながら、こちらに向かって話しかけてくるのだ。加えてギュランは、おせじにもハンサムとは言い難がたい。


　一見、霊体エクトプラズムのようにも見えるが、これは魔道の術ではない。鏡やクリスタル・レンズを組み合わせ、朝もやに像を投とう影えいしているだけである。


　声の方は、おそらく伝声管か何かを使っているのだろう。


　あたしも小さい頃は、このしかけでよく遊んだもんだ。郷く里にの姉ねえちゃんの入浴シーンをこれで別のところに投影し、近所のにーちゃんに有料で見物させていたりして。


　罪のない子供のいたずらである。


　……それがある日、姉ねえちゃんに発はつ覚かくし……


　──いや、よそう。あの時のことは思い出したくもない。


　あたしの一瞬の追つい憶おくや、じーさんが腰を抜かしたことにはおかまいなしで、ギュランの顔は一方的にしゃべり続ける。


『ずいぶんと待たせてくれたな！　自分たちはひと晩休養を取り、おれが待ち疲れて消しよう耗もうしたところを攻撃するその作戦。まずはみごととほめておこう！』


　……かなりの誤解があるようだが、ここで事実を公表すれば、それこそ双方、立場というものがなくなる。











[image: ]








『お目当てのものはここにある。しかしはたして、無事にここまでたどり着けるかな？　せいぜい健けん闘とうしてくれたまえ。ふはははははははは！』


　パターン通り、高笑いなどを残しつつ、ギュランの顔は消えていく。


「気をつけろ！　奴め、何かたくらんでおるぞ！」


「わかってます！」


　答えてあたしは歩きだす。が──


　ものの十歩と行かないうちに、あたしはぴたり、と足を止める。


「どうした？」


「──何か──来るわ！」


　朝もやを割って近づく黒い影。


「奴の合キ成メ獣ラか!?」


　ディオルじーさんが声を上げる。


　巨体、と言っていいだろう。全身黒い剛ごう毛もうにおおわれ、小さな馬車ほどの大きさがある。何の動物をベースにしたのかは知らないが、十種類以上がブレンドされているのだろう。もはやいかなる動物とも、似ても似つかないシロモノとなり果てている。


「やつめ！　合成数が多ければよいというものでもなかろうに！　特長ばかり組み合わせたつもりじゃろうが、わしのこの目はごま化せんぞ！　バランスの悪さがミエミエじゃ！」


「さすが合キ成メ獣ラおたく！」


「……とは言え、うなじから背中にかけての合成は見事！　なんというか、この、みょーにそそるもんがあるわいっ！　もひょひょひょ……」


　言って口もとのよだれをぬぐう。


　……じーさん……おい……


「それはともあれ、あやつは立ち上がって前足で攻撃してくるはずじゃっ！　その瞬間、後ろの足を攻撃するんじゃ！」


「わかったわっ！」


　答えて呪じゆ文もんを唱となえるあたし。


　合キ成メ獣ラは威い嚇かくの咆ほう哮こうを上げ、前足をふり上げて立ち上がる。


「今じゃっ！」


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」
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　どちゅぉぉぉぉん！





「ふっ。たあいもない」


「足を狙ねらえといったじゃろぉがぁぁっ！」


「どーでもいいじゃないですかっ！　相手はちゃんと倒したんだしっ！」


「いかんっ！　許さんっ！　勘かん弁べんならんっ！　ポリシーもモラルも存在しない、そぉゆぅ結果オーライ的な考え方は、わしは認めんっ！　途中のプロセスも大たい切せつなんじゃっ！　わかったかっ！」


「わっ……わかりましたっ！　わかったから首を締しめないでっ……！」


「……ったく……最近の若い者もんは……」


「──ああっ！　バカやってるうちに二匹目が来たっ！　ディオルさん、あいつの弱点はっ？」


「あいつは……そうじゃ！　胃い腸ちようが弱いっ！」


「……ほほぉぉう……それで一体どぉしろと……？」


「ぢょっ……冗ぢよう談だんぢゃっ……真ま面じ目めに答えるから首を締めんでくれっ……！」


　……ったく……最近の年よりは……





　などとやりつつ、襲おそい来る合キ成メ獣ラたちを片かたっ端ぱしからなぎ倒し、二人はギュランの家へと近づいてゆく。


　そして──


「ふはははははははっ！　よくここまでたどり着いたなっ！　だがここまでだっ！」


　あたしたちの目の前に、ついにギュラン自身が立ちはだかる！


「これ以上先には進ません！　家を荒らされてはたまらんからな！」


　……またそーいう自分勝手なセリフを……


「やっと出てきおったな！　この盗ぬすっ人とめが！　しかし合キ成メ獣ラたちも敗やぶれた今、お前はもうおしまいじゃっ！　観かん念ねんせいっ！」


「ふっ！　おれの合キ成メ獣ラたちを倒したくらいでいい気になるなよ！　今こそ見せてやろう！　おれのもう一つの力を！」


「もうひとつの力、じゃと!?」


「その通り！　思い知るがいい！　わが攻撃魔術最強の烈火球バースト・フレア！」


　こいつ、あの術が使えるのか!?


　火か炎えん系最強の術で、その威い力りよくは、火炎球フアイアー・ボールの十倍近くにも及ぶ。


　目標となる空間に、光の球が生成し、次の瞬間、蒼あお白じろい炎の舌をふき上げる。


　石人形ストーン・ゴーレムすら、いともあっさりと溶かし去るほどの術である。


「知るがいい！　おれに逆さからったことの愚おろかさを！　骨まで残らず焼き尽つくしてやる！」


「炸弾陣デイル・ブランド」





　どぁぁぁぁん！





「……ず……ずるい……」


　ぴくぴくしながらうめくギュラン。


　のてのてえらそーに前口こう上じようなんぞを並べ立てているほーが悪い。


「き……決めゼリフの途中で攻撃するなどとっ……なんと美学もモラルも胸もない娘だっ……」


「爆裂陣メガ・ブランド。」





　ごべぇぇぇぇぇん！





「……すひません……わたひが悪うござひまいた……」


　わかればよろしい。


「……と見せかけて水気術アクア・ブリーズ！」


「なにぃぃぃっ!?」


　一いつ体たいどこにそんな元気が残っていたものなのか、ギュランはやおら、水中での呼吸を可能とする術を唱えると、湖の中へとその身を躍おどらせる。


「しまった！」


　湖の透明度は低い。すでに魔道士の姿は、影すら見えなくなっている。


　ただ、水面に波は紋もんがただようばかり。


　大波を起こす術があるにはあるが、水底への影響は、まさに微々たるものである。


「逃げられたか……」


　くやしそうにつぶやくディオルじーさん。


「──しかしまあとりあえず、これで奴の野や望ぼうはついえ去った。あとは家や探さがしして書類を取り戻し、帰って超合成獣スーパーキメラの計画を進めるだけじゃ」


　しぇぇぇっ！　しっかり覚えてたっ！


　こ……この場はなんとかごま化さないと……そうだっ！


「いーえ甘いわっ！」


　叫さけんであたしは、びししぃぃっ！　と中指をおっ立てる。


「あーゆーふとどきな奴は、こーいう機会にびしぃっ！　と思い知らせておかないと、つけ上がるに決まってるわっ！　今ここで奴を見み逃のがせば、いつの日かまたしょうこりもなく、同じことをやろうとするのに決まってんのよっ！　やる時は徹底的に叩たたく！　これが戦いの鉄則よっ！」


「な……なるほど……しかしこれでは、奴を見つけることすらできんぞ」


「だーいじょうぶ。まかせてっ！」


　言ってあたしは呪文を唱える。


「振動弾ダム・ブラス！」


　ばごがぁっ！


　あたしの呪文の直撃を受け、水面から顔をのぞかせていた、巨岩のひとつが砕くだけ散る。


「おいおい……岩など砕いてどうするつもりじゃ……」


「つまりは──こーするつもりだったんです」


　あたしの指さすその先には、衝しよう撃げき波はにやられて、お魚さんといっしょにぷっかし浮かんだ、ギュランのぶざまな姿があった。





「いやぁ、さすがリナさん。噂うわさ通りの実力じゃ」


　もはや抵抗するだけの気力も体力も失ったギュランをしばり上げながら、ディオルじーさんはあたしに賞しよう賛さんの言葉を送る。


「ふっ。とーぜんです」


「うむ。やはりわしの超合成獣スーパーキメラには、あんたこそがふさわしい！」


「ええぃっ！　しつこいっ！　あたしゃイヤだと言ってるでしょーがっ！」


「一体何が不満なんじゃっ!?」


「全部よ！　全部っ！　それに第一、試作品一号ならば、別にあたしを使わなくったって……」


　そこまで言ってふとあることを思いつく。


　あたしの視線に気づいてか、ディオルじーさんも目を動かして……


「──なーるほどのぉ」


　ぼんっ、とひとつ手を打つと、じーさんはその場にしゃがみこみ、


「……なぁ、ギュラン、おぬしもたしか攻撃魔術が使えたなぁ……」


　言ってにまり、とブキミに笑ったのだった。





　結局のところ──


　あたしはじーさんに、書類をとり戻すのに協力した、とゆーことで礼金をもらい、そのあとじーさんをふん縛じばり、ギュランともども役所につき出し、いくばくかの賞金を手に入れた。


　いくら当人は純粋に研究のつもりだろうと、あんなアブナイじーさんを野放しにしておくわけにはいかないではないか。


　かくて、ひとつの事件は終りを遂とげた。


　しかし、気になることがただひとつ。


　それは最近、ナーガがやたらと合キ成メ獣ラの研究にこっている、ということだった。


　願わくば、どーかいきなり彼女が、あたしを改造する、などと言い出しませんよーに……







（キメラの恐怖：えんど。）










ふくしぅの刃やいば










「あなたたち、魔ま道どう士しよね。実は頼たのみたいことが……」


　彼女があたしたちに声をかけて来たのは、ある村の宿屋でのことだった。


　としの頃なら二は十た歳ち前後。長い黒髪の美人である。


　戦士姿──と言っていいのだろうか？　鎧よろいはつけていないのだが、背中には異国風の長剣、そして腰にはロング・ソードとショート・ソードを一本ずつ差している。


「いや」


　あっさり素す直なおに答えたあたしのことばに、彼女はしばし言葉を失う。


「いえあの……できれば話だけでも……」


「へるからやだ。」


　きっぱり言い切るあたしの言葉に、彼女は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


「わっ……技が深いっ……！」


　──ふっ、勝った。


　ひそやかな勝利感にひたりつつ、あたしはふたたびロース肉をつつきはじめる。


　つまり──である。


　あそこでもしも、ただ単に、『やだ』と答えていたならば、『聞くくらいならいいでしょ。べつにへるわけでなし』という、恐おそるべき返し技が来たはずなのだ。


　そこまで読んでのあたしの答えに、彼女は自みずからの敗北を悟さとったわけである。


　さすがに彼女、それ以上は何も言えずに、すごすごと、あたしたちの前からその姿を消した。


　かくて──


　あたしたちは無ぶ事じ何事もなく、その村をあとにしたのだった。





　──とまあ──


　本来なら、ここで話は終るはずだったのだ。（終ってどーする、という意見もあるだろーが、世の中平和がいちばんである）


　むろんのこと──


　途と中ちゆうで道をまちがえなければ、の話だが。





「おかしいわね……歩けば歩くほど山奥に入ってるような気がするわ……」


「『気がするわ』じゃないでしょーがっ！　立りつ派ぱに山奥に入ってるわよっ！……ったく……ナーガ、そもそもあんたが、不注意にほこほこ先に進むからっ！」
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「ほほぉぉう。前を歩いてたのは誰だれだったかしら？」


　[image: ]っ……！


「いや……あの……とっ、ともあれ今は、過か去こをふりかえるよりも、未来について語りあうべきよっ！」


「ふっ。まあいいわ。ともかく、町や村とはいわないまでも、雪をしのげる場所を探さがさないと……寒いったりゃありゃしない」


　ならちゃんとした服を着ろ、と言いたいところだが、今は不ふ毛もうな口ゲンカをやっている場合ではない。


　そもそもは、『今日は降ふらない』などという、宿のおやじさんのことばを信じ、ならばとなりの村までと、出発したのがまちがいだった。


　きのうまで降っていた雪のせいで、あたりは一面の銀世界。いきおいで進むそのうちに、いつの間まにやら街かい道どうを外はずれ、山道に踏ふみ込こんでいたらしい。


　道に迷ったことに気づいた時点で、浮遊レビテーシヨンか何かで上からあたりを見回せば、なんとでもなったはずなのだ。が──


　それを実行に移す前に、いきなり降りはじめたのだ。雪が。


　すぐに実行しなかったのは他ほかでもない。


　ナーガと、道に迷った責任のなすりつけ合いをやっていたのだ。


　女の友情、という奴やつである。


　違うかもしんない。


　ともあれ、視界はかなり悪くなり、これでは空に上がっても、村など見えるはずもない。


　今さら道を戻もどろうにも、この降りでは、おそらく足あし跡あとも消えているだろう。


「全部この雪が悪いのよっ！　この雪がっ！……ったく……あたしにひとことの断ことわりもなく降りはじめたりして……おかーさんはそんな子に育てたおぼえはありませんよっ！」


「……わけのわからないグチこぼしてないで……何かいい考えないの？　リナ」


「あったらとっとと何とか──と──」


「どうしたのよ？」


「ほら……あれ……」


　あたしの指さすその先に──


　白くかすんだ森のむこうに、黒々と、巨大な影が横たわっていた──





　それは大きな城じよう塞さいだった。


　かなり昔のものなのだろう。古びてはいたが、壊こわれたりはしていなかった。


　ただし、正門の扉とびらを除のぞいては。


「……どういうこと……？」


　戸口から中をのぞきこみ、あたしたちは、しばしぼーぜんと立ちつくす。


　いまだ煙を上げながら、足あし下もとに倒れた樫かしの大扉。その向こうには、死し屍し累るい々るいと横たわる、食グ人ー鬼ルやゾンビたちの死体。ゾンビはもともと死体だが、ンなこと今はどーでもよろしい。


　魔道士のアジトに誰かがなぐりこみをかけた──とまあ、おそらくそういう状じよう況きようなのだろうが……


「とにかく──行ってみましょ！」


　あたしはナーガを促うながして、迷わず館やかたの中へ駆け込む。


　ここもまた、外と似たような状況だった。


　ただ違うのは──


　ぎぃぃ……ん……


　どこかから聞こえる刃やいばの音！


「あっちよ！」


　あたしはふたたび走り出した。





　戦いは、クライマックスを迎むかえていた。


　がぎぃぃぃっ！


　バスター・ソードの一撃を、かろうじて頭上で受け止めたものの、パワーは『鎧よろい』の方が上らしい。たまらず彼女はその場にひざを着く。


　続いて『鎧』の放はなった蹴けりが、彼女の胸板を叩たたいた。


「くぅっ！」


　息を詰つまらせ、まともに体勢を崩くずす。


　隙すきを逃のがさず、返す刀で『鎧』は突きを──


　ざむっ！


　あたしの放った呪じゆ文もんが『鎧』の胸板を貫つらぬいたのは、まさにこの時のことだった。


　やがて一瞬の硬こう直ちよくの後──


『鎧』は固い音を立て、むなしく床ゆかに転がり崩くずれる。


　──思った通り、中はがらんどう。


　低級霊をとりつかせた動く鎧リビング・メイル。番兵にはうってつけである。


　相手が精神世界面アストラル・サイドに干かん渉しようのできる魔術を使えなければ、の話だが。
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「──あ──！」


　荒い息をつきながら、こちらに視線を送る彼女。


　きのうの昼、メシ屋であたしたちに声をかけて来た、あの女戦士である。


「あなたたち!?　どうして──！」


　……道に迷った、などとは言えない。


「ふっ……単なる偶ぐう然ぜん、ってやつよ」


「道にでも迷ったんでしょ」


　ぎくぅっ。


「そっ……そんなことないったら！　ねぇ、ナーガ」


「そっ……そうよ。そんなまぬけな話、あるわけないでしょ。ほーっほっほっほっほ」


「とにかく、助かったわ。ありがとう。


　どうもあの『動く鎧リビング・メイル』って奴、にがてなのよねー……」


　そりゃそうだろう。あれをふつーの武器だけで倒すには、かなり根こん性じよう入れて、えんえんとどつき続けなければならない。


「なにしろへたに斬きりかかれば刃こぼれするし、いくら斬っても血もしぶかないし、のたうち回って苦しんだりもしないから……


　何かこう……はりあいがないのよね」


　……サツバツとした奴である……


「そっ……それはともかく、あなた何だってこんなところで？」


　あたしの問いに、彼女は沈しずんだ表情で、


「ここの魔道士……私の父さんのかたきなのよ」


「か……かたきぃぃ？」


　あたしはロコツに顔をしかめる。


「かたき、ってまさか、酔よったあなたの父さんが、通りすがりの魔道士をどついたのが原因で……とか……」


「どこの世界にそんな話があるのよ」


　さもバカにしたような目で、あたしに視線を送る彼女。


「私の父さんは魔道士だったのよ……」


　うって変わって寂さびしい瞳ひとみで、彼女はぽつりぽつりと語りはじめた。


　今からおよそ半年前。魔族の研究をしていた父親が、知りあいの、ケルンとかいう魔道士に殺され、その研究を奪うばわれたのだ。


　その魔道士が、あの村の近くに隠かくれ住んでいることを知り、この場所を突き止めたのだが、いかんせん一人では心もとない。


　火炎系の簡単な術なら使えるが、なにしろ相手はプロの魔道士。ゾンビあたりを相手にするのとはわけが違う。


　──といったわけで、あたしたちに声をかけたらしいのだが……


「たぶんこの大雪も、私の接近を気づいたあいつが、デーモンに命じて降らせたんじゃないかと思うのよ」


「なるほど……ってぇことは結局、あたしたちが道に迷ったのは、すべてその魔道士とデーモンのせい、というわけね。


　──けど、そういう事情なら、はじめからそう言ってくれればよかったのに……」


「聞こうともしなかったでしょーがっ！」


「いやまあとにかく……そーいうことなら、あたしたちも協力させてもらうわ。あたしはリナ。で、こっちがナーガ。よろしくね」


「なるほど……つくりからして……ゼフィーリア製のショート・ソードを持ってる方がリナさんで、腰の後ろにキドニー・ダガーらしきものを差しているのがナーガさん、と」


　変な見分け方をする奴である。


　こーいう場合、『かしこそーな美少女（あたし）と変なの（ナーガ）』という見分けかたがふつーだと思うのだが……


「こちらこそよろしく。私はレミー。それでこの子が……」


　手にしていたロング・ソードを、ちゃきっ！　と前に突き出して、


「私の愛剣、ジャックくん。ライゼールの生まれよ。で、腰のショート・ソードはディルス公国製のリパーくん。刃ブレードのラインが可愛かわいいのよ[image: ]」


　……をいをい……


「でね、背中の異国風のがカルマくん。きれーなラインしてるでしょー。あ。それからね……」


　それから──


　懐ふところから袖そでから背せ負おい袋から、大小合計二十本近い刃は物ものをひっぱり出し、しんそこうれしそーな顔で、いちいち製造場所と名前を紹しよう介かいしてくれる。


　──こ……このひとひょっとして……刃物マニアっ！


　ときどきいるのだ。こーいうアブナいシュミのひとが。


　使う目的もないままに、やたらとナイフを買いあさってみたり、雑ざつ貨か屋やのほーちょー売り場を眺ながめてにへにへしてる奴！


　コレクションとしてやっている分には別にいいのだが、レミーさんの場合、すでに最後の一線を越えているよーな気がするが……


「……このカルマくんあたりで、父さんを殺したあの魔道士を、ざくぅっ、と殺やるのを想像しただけで……うふ……うふふふ……」


　……じゅーぶんに度を越している……


　目の色違っとるぞ。ねーちゃん。


「──さて、あいさつはこれくらいにして、とにかく先を急ぎましょ」


　あれをはたしてあいさつと言うのかどうか疑問だが、ともあれレミーさんは、言って奥の部屋を指さす。


「ふっ、どこへ行く気なの？」


　そこにナーガが待ったをかける。


「……え？　どこ……って、とりあえず先に行かなきゃ……」


「ふっ。しろうとはこれだから」


　言ってナーガは肩をすくめる。


「このタイプの城じよう塞さいはね、侵入者に大回りさせるようにつくられてるのよ。けど、暮くらしている人間にはそこそこ便利なように、わかりにくい近道がいろいろ作ってあるものなの。──そう──たとえば──」


　やって来た方にひと部屋戻もどり、外に面した窓を指さす。


「あそこ──ね。テラスから出れば中庭のはず。やたらと木が生はえてて視界が悪いけど、うまく突っ切ればかなりの近道になるはずよ」


　言ってためらわず外に出る。


　あたしはテラスの手前で足を止め、


「あ、そうそう、レミーさん、言わなきゃなんないことがあるんだけど……」


「何です？」


「庭に生えてるあれ、みーんな食人植物だから気をつけてください」





「ひぁーっ。」





「……ほんとだ。ナーガさん食べられてる」


「でしょ[image: ]」


「でも……助けなくていいの？」


「……しゃーない。助けるか……」


「食人植物って……斬り応ごたえあるかしら[image: ]」


「知らん知らんっ！」





　何はともあれ、そんなこんなで一行は、やがて城塞の奥にたどり着く。


　目の前に一枚の大おお扉とびら。


　パターン通りなら、この奥にその魔道士がいるはずである。


「行くわよ」


　言って扉を蹴けり開ける。


　だむっ！


　そこは、かなり大きな書しよ斎さいだった。


　壁を埋うめ尽つくす本ほん棚だな、あたりの棚に散らかる書類や巻物の山。


　そして──


　扉の正面にある大きな机には、本を手にしたひとりの老魔道士！


「追いつめたわよっ！」


　言ってあたしはびしぃっ！　と魔道士を指さす。


　──が──


　彼はなおも黙もく々もくと、机の上にひろげた本に読みふけっている。


　……ぜんぜん気づいてくんない……


　間が悪いことはなはだしい。まっ向こうから突きつけた、あたしの指の立場はどーなる？


「……ふっ。まだまだ子供ね。リナ。演出が甘あまいわ」


　わけのわからんことを言いつつ、ナーガはずいっ、と進み出る。


　両手を腰に当て、胸を大きくそらしながら、


「ほーっほっほっほ！　追いつめたわよ、おじいさん。こうなったからには覚かく悟ごしてもらおうかしら！」


　──さすがのじーさんも、ナーガの高トーンばか笑いには気づいたのか、ようやくよぽよぽと顔を上げる。


　髪も、たくわえた髭ひげもまっ白である。


「……あー……なんーじゃーのー？　お前さんーがたぁーはぁ？」


「……レミーさん」


　うながすあたしに、彼女は小さくうなずくと、ずずいっ、と一歩前に出て、老魔道士に向かい──


　いきなりぺこり、とおじぎをする。


「すいません。うちを間ま違ちがえました」


　……待て。おまえは。





「……ったく……一体何だったのよ？　あの苦労は……」


　雪の降りしきる道（？）を行きながら、あたしはぷつぷつとつぶやいた。


　老魔道士の住んでいた城塞を出たあと。


　一度帰って出直そう、ということになり、レミーさんの案内で、村へと戻る途中である。


「……そもそもあのおじいさんが、あんなまぎらわしいところに住んでるのが悪いのよ。全く……斬きるわよ……」


　あたしの声が聞こえたか、深々とうなずきながら言うレミーさん。


　いや、あたしゃ彼女を責せめたつもりだったんですけど……


　彼女、冗じよう談だんっぽい口調で言ってるが、その目はちっとも笑ってない。


　……本気でコワいぞ。あんた。


「ところでリナさん、ナーガさん、あらためてお願いしますけど、私のかたきうち、手を貸していただけますか？


　今のはひと違いだったとは言え、ケルンがこの近くにいるのはまちがいのないことですし……


　──むろん、御お礼れいはちゃんとさせてもらいますから」


　言われて二人は顔を見合わせ、同時に小さくうなずいた。


「ふっ。それほど頼まれてはしかたないわね。この白蛇サーペントのナーガ、あなたにこの力、貸してあげるわ」


「右に同じく。そういう事情を聞いた以上ほうっておくわけにもいかないでしょう」


　むろんのこと、本当の理由はほかにある。


　第一に、デーモンを倒して雪を止やませないことには、こちらとしても、どーにも身動きが取れない。


　次に、ここで『いやじゃぁ。』なんぞと言おうものなら、レミーさんが剣ぶん回して暴あばれ出しそうな気がしたのだ。


「──ま、そーいうことだから安心して。レミーさん。あたしとナーガが本格的に乗り出した以上、敵も味方もぺぺぺのぺぇぇ、よ」


「そ……その『味方も』ってのは……」


「あ。いやいや。半分はことばのあやだから、気にしないで」


「はぁ……それで、ですね、リナさん、ナーガさん、これはどうしても言っておかなければならないんですが……」


「なに？」


「道に迷いました」


　……だからなぁ……あんた……





　雪の勢いきおいはとどまるところを知らなかった。


「寒ひー。寒ひよー。寒ひー」


　マントで体を覆おおいながら、ひたすら泣きごとを言うあたし。


「ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ」


　寒さでいつも以上に混乱して、えんえんと高笑いを続けてる奴もいたりする。


　そして、抜き身の剣を意味もなくふり回しながら、ただ黙々と歩あゆみを進めるレミーさん。


　……考えてみたら、かなりコワい光景かもしれないが、とりあえず当人たちはそれどころではない。


「レミーさぁぁん……もぉいっそ村へ帰るのはあきらめて……そこいらの森、火炎球フアイアー・ボールあたりでぱぁっと燃もやして、あったまりましょーよぉぉ……」


　ほとんど脳ミソまで凍こごえかけたあたしの提案にも、しかし彼女は首を横に振る。


「もう少し……歩いてみましょ……こんな、斬るものが何もないようなところで休むのは御ご免めんよ……」


「けど、このままだと凍え……」


「──待って！　あっちに何かあるわ！」


　あたしのセリフをさえぎって、彼女が指さすその先に──


　黒く大きな何かの影。


「レミーさん……あれがもし、さっき出て来た魔道士さんちだったりしたら、半殺しだかんね……」


「違うわよ。あれは──塔とうよ！……とにかく行ってみましょ！」





　確かに──


　それは、かなり大きな塔だった。


　雪の中に黒々とそびえ立ち、異様な雰ふん囲い気きをあたりに撒まき散らしている。


「これは──」


　塔の高みを見上げながら、レミーさんは言う。


「そうよ──そうだわ！　間違いない！　この塔こそが、父さんのかたきの魔道士が住んでる塔なのよ！」


「今度はほんとぉなんでしょーねぇぇ？」


　詰つめ寄るあたしの視線を、まっ正面から受け止めて、


「だいじょうぶ。違ったら、またあやまればいいだけだから。私に任まかせて」


「……けど、その分よけいに依い頼らい料りよういただきますからね」


「ま……まあとりあえず先に話しあってみましょ」


　言いながら正面へまわり、扉とびらをここんっ、とノックする。


　──だいたい予よ想そうしていたことだが、しばらくノックを続けても、返事は返ってこなかった。


「とにかく──入ってみましょう」


　レミーさんのことばにうなずいて、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「振動弾ダム・ブラス！」


　どばごぉぅっ！


　樫かしの扉は、いともあっさりと砕くだけ散る。


「……壊すことないのに……」


「だってあたし、鍵かぎ外はずしの呪文、知らないもん」


　レミーさんのつぶやきに答えるあたし。


　むろん、少々研究しさえすれば、その程度の術、あっさり使えるのだが、あたしはそれを望のぞまなかった。


　ちょっとした鍵なら、呪文なしでも開けられる程度の技術と道具は持ってるし、それに何より、どーせ開けなきゃなんない扉なら、攻撃呪文でぶち破った方が、景気もいいとゆーもんである。


　何はともあれ今はまず、寒さをしのぐのが先である。一行は、ためらいもせずに扉の中にころがり込んだ。


　中はやたらと暗かった。


　あたしは『明りライテイング』の呪文を唱え、天てん井じように放って部屋を照らし出す。


　部屋──と言うよりも、ロビーといった感じのところである。


　正面奥に、上への階段。


　その上り口の左右に立った、三体ずつのプレート・メール。さらに手前に人間よりやや大きめの石像ふたつ。


　いかにも、『ふっふっふ。近づいたら動き出すぞぉぉ』と言わんばかりの配はい置ちである。


　なんとか暖だんをとりたいが、見回したところ、たき火の材料になりそうなものはない。


「……しかたないわねー、それじゃあ……」


　あたしが呪文を唱えはじめようとしたまさにその時──
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『何者だ……？』


　低く重い声が響ひびいた。


　声を発したのは、目の前に立つ石像の片方だった。


　魔道を使ったのか、それとも伝声管がしこんであるのかは知らないが、どちらにしても、こけおどしには違いない。


『何者だ……ここに何をしに来た』


「その声は……ケルン！」


　声を上げたのはレミーさんだった。


『……知っているのか!?　このわしを？』


「忘れたの!?　この私を!?　自分が殺した男の娘を！」


『そうか……その声！　グルザムの娘か!?』


「その通り──やっと見つけたわよ。覚悟しなさいっ！　私がこの剣ですぱぁ、と斬ってあげるから！　すぱぁぁぁっ、と。……ふふふふ……」


　だからそぉいう笑いはやめてってば。


『おもしろい……どうやら仲間を連れて来ているようだが……わしはこの塔の五階におる。はたしてここまでたどり着けるかな？


　まあ、あてにしないで待っておるぞ……』


　言ってそれきり、声はとだえる。


「やっぱり……ここにいたか……」


　怒いかりの表情で、天井をにらみ上げるレミーさん。


　おそらく今の彼女の脳のう裏りには、不敵な笑みを浮かべつつ、彼女を見下ろす魔道士ケルンの姿でも映うつっているのだろう。


「行きましょう！　リナさん！　ナーガさん！」


「あー、待って。その前に体暖めないと、ロクに動けないわよ。


　それに──


　このままナーガに高笑いさせっぱなしじゃあ、気が散ってしかたないでしょ」


「……確かに……」


　言って彼女は気味悪そーな目でナーガを見つめる。


　いちいち述のべなかったのだが、ナーガは今もなお、例の高笑いを続けているのだ。


　ともあれあたしは呪文を唱える。


「炎の矢フレア・アロー！」


　つい今まで、声を出していた石像に向かって解とき放はなつ。


　石像の、当たった部分が一瞬赤く染そまったが、すぐにもとの色を取り戻す。


　続いてもう一発、こんどは『炎フレアの・槍ランス』。これも結果は同じである。


「……何がやりたかったわけ？」


「ま、近よってみてください」


　レミーさんはおそるおそる、石像の方に歩みを進め、


「……あったかい」


「でしょ。あ、像には触さわんないでくださいね。ヤケドしちゃいますから」


　岩などに炎の術をぶち当てて、熱しておいてから何かをする、という方法、実はけっこう重ちよう宝ほうするのだ。


　とくに料理にはおすすめ。魚や肉などを、この方法で熱した岩の上に乗せて焼くと、余よ分ぶんな油が落ちてとってもナイス。


　……まあ……あんまし岩を熱しすぎたりすると、乗っけたとたんに材料が炎上したりもするのだが……


　それはともかく。


「ところでレミーさん、さっきから、何をきょろきょろしてるんです？」


「いえ……何か、斬るものがないかと思って……」


　あのなぁ……あんた……


「ほら。人間ってやっぱり、しばらくモノを斬らないと、やたら怒りっぽくなったりするでしょ」


　しないってば。ふつー。


「さっきの食人植物も、なにかこぅ、手て応ごたえがなかったし……もうちょっと、ごりっ、としててもよかったと思わない？」


　その、『ごりっ』ってのは何だ？


　頼たのむから同意を求めないでほしい。


　なんとかこーいう、ドロドロとした話題から離はなれたいところだが……


「それはそうとして、レミーさん、あなたの父さんって……」


「なあに？」


「悪役みたいな名前ね」


「……斬るわよ……」


　ああっ！　怒った！


「いや、そうじゃなくって、上にいる魔道士、そこそこ強い奴やつなんですか？」


　石像の放射熱で暖を取りながら、あたしは彼女に尋たずねる。


「そうね……あいつもそこそこ術は使えるはずだけど、それよりも問題なのは、たぶんあいつが飼かっているはずのデーモンよ」


「けど……デーモンったって、せーぜーレッサー・デーモンかブラス・デーモンってとこでしょ。それなら……」


「ところがそうじゃないのよ……父さんがやっていた研究の中に、下級のデーモンに、精神世界面アストラル・サイドから、別の下級魔族を召しよう喚かんして憑ひよう依いさせる、というのがあって……」


「げっ！」


「かなり手ごわい相手になるはず。──けど……」


　言って彼女は、背中の長剣を抜き放ち、刃をうっとりと眺ながめながら、


「物理攻撃が有効な以上、必ずこの剣で倒してみせるわ……ふふふふっ……考えてみれば私、デーモンを斬ったことってなかったのよねぇ……」


　こ……こわいから。こわいから。


　まあ……何はともあれあたしたちは、ある程度、体が暖まるのを待って、行こう軍ぐんを開始したのだった。





　お出で迎むかえは、しごくありきたりなものだった。ゾンビにグールに骸骨戦士スケルトン。動く鎧リビング・メイルに低級悪霊ゴースト。出ると思った石人形ストーン・ゴーレム。


　……ケルンとか言うあの魔道士、あまり芸のない奴らしい。


　何はともあれ一行は、月つき並なみ極きわまる警護者ガーデイアンたちを片っぱしからなぎ倒し、いともあっさりと塔の五階へたどり着く。


　そこに待つのは魔道士ケルン。そして一匹のブラス・デーモン！


「はぁい[image: ]　来たわよー[image: ]」


「ほーっほっほっほ！　大きな口を叩たたいたわりには、あっけない手下たちだったわね！」


「覚悟しなさい……ケルン……私がこの手で斬ってあげるわ……」


　はいはい。わかったからレミーさん、刃をなめるのだけはやめよーね。よい子が真ま似ねするといけないし。


「ふっ……大きな口を叩けるのも今のうちだっ！　きさまら小娘三人ごとき、わしの造つくったこいつ一匹だけで十分だ！


　かかれっ！　我わが最高傑けつ作さく、ブラス・デーモン、ゼイラグア！」


　がはぁぁぁぁっ！


　デーモンが、ひと声吠ほえたその瞬間、いきなり視界が明るくなる。


　いや──これはっ!?











[image: ]








　デーモンが、百本近い『炎の矢フレア・アロー』を出現させたのだ！


　すさまじい魔力容量キヤパシテイ！


　ぎぁぁぁっ！


　あたしたち三人に向かって、文字通り降りそそぐ炎の矢フレア・アロー！


「だぁぁぁっ！」


　間かん一いつ髪ぱつ、風の結けつ界かいを張るあたし、運だけでなんとかかわしてるナーガ、そして──


「ふっ！　こんなもの！」


　レミーさんは、抜いていたロング・ソードを鞘さやにもどし、背中の長刀に手をかける。


「颶ぐ風ふう斬ざん！」


　気合い一いつ閃せん。居合いに抜いた長刀が、彼女めがけて降りそそぐ『炎の矢フレア・アロー』すべてを薙なぎ斬る！


　すごいっ！





　ぼひっ。





　……ぺてっ。


　キメポーズのまま炎に巻かれ、そのまま倒れるレミーさん。


　……あ。そうか。


　考えてみれば当り前。魔力剣ならばとにかく、ふつーの剣で『炎の矢フレア・アロー』を斬ったところで、単に刃が炎の中をす通りするだけの話である。


　なんでも斬ればいいとゆーもんではない。


　多少火力が拡かく散さんしてたから、死んではいないだろうけれど。


　とりあえず彼女は置いといて。


「霊縛呪ラフアスシード！」


　びぅんっ！


　デーモンの動きが停止する。止めたのはナーガの術である。本来は、高位の僧そう侶りよなどが使う術で、ブラス・デーモン程度の相手なら、その動きをあっさり止めてしまう。


　ただし、普通のブラス・デーモンならば、の話。


「ほーっほっほっほ！……あら？」


　おぐぁぁぁぁぁっ！


　ナーガが何やら言いかけるのを遮さえぎって、デーモンは、ふたたび雄お叫たけびを上げて動きはじめる。


「ならこれはどうっ!?　冥王崩破陣ラグナ・ブラスト！」


　あたしが呪じゆ文もんを放つと同時に、デーモンの周しゆう囲いに闇やみの柱がふき上がり、そこから伸びたプラズマがその体を捕とらえる！


　げごぼぁぁぁっ！


　苦く悶もんの悲鳴を上げるデーモン。だがしかしっ！


「させるかっ！　崩魔陣フロウブレイクっ！」


　後ろに控ひかえる魔道士の放った術が、闇やみの柱を弱体化させる。


　がろぁぁぁっ！


　デーモンは、大きく吠ほえると、脆もろくなった闇の柱を打ち砕く。


　やるな！　ならばっ！


「ナーガ！　振動弾ダム・ブラス！　あたしと同じところを狙ねらって！」


「わかったわ！」


　彼女はひとつうなずくと、あたしと呪文をハモらせる。


「無む駄だだ無駄だ！」


　後ろでひとり、高笑いを上げる魔道士。


「その程度の呪文が、このゼイラグアに通用するものか！」


　確かに通用しないだろう。けどこっちになら──


「振動弾ダム・ブラス！」


　あたしの呪文が、デーモンの頭上、岩の天井に炸さく裂れつする。一瞬遅れてナーガの一撃！


「し……しまっ……！」


　魔道士が気づいた時にはもう遅い。


　がぐぁろっ！





　ごべちっ。





　崩れ落ちた天井が、デーモンと魔道士をまともに直ちよく撃げきする。


　これも立りつ派ぱな物理攻撃。このデーモン、魔力強化はしていても、肉体強度は変わらなかったようである。もはやぴくりとも動かない。


「ああああああああっ！　なんてことをををっ！」


　やおらデカい声をはり上げたのは、いつのまにやら復活したレミーさん。


　石に埋うもれたデーモンに駆かけ寄ると、いきなりその体にすりすりしながら、


「斬りたかったのにぃぃっ。私が斬ってみたかったのにぃぃっ」


　……とことんなんぎな奴である。


「……リナさん……」


　彼女は小さくつぶやくと、その場にゆらり、と立ち上がる。


　……はっ！　ま……まさかっ！


「斬りたかったのにぃぃっ！」


「わひーっ！　わかったっ！　わかったから剣ぶん回さないでっ！」


「ほーっほっほっほっほっ！」





　かくて、ひとつの物語は終った。


　レミーさんが落ち着くのを待って、一行は塔を出たのだった。


　──が──


　雪がぜんっぜん止やんでない。


「……レミーさん……？」


「……いやまあ……どうやらこの雪……デーモンとは関係なかったみたいね……」


　…………


「あああっ！　村はっ！　村はどこにっ!?」


「斬るっ！　こーなったらみんな斬ってやるっ！」


「ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ……」
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　そして三人は、このくそ寒い雪の中を、ひたすらえんえんと進むのだった……







（ふくしぅの刃：おわり）










ただいま見習い中










「わー[image: ]　ねえねえ、あんたたち旅たびの魔ま道どう士しでしょ？」


　やたらほがらかに声をかけてきたのは、黒く長い髪かみの女性。


　としはあたしより少し上、といったところだろうか。瞳ひとみのぱっちりとした美人である。


　服装から見たかぎりでは、魔道士見み習ならい、といったところだろう。


「そうだけど……？」


　あたしはチーズケーキのさいごのひとかけらを口の中にほうり込むと、小さくうなずいてみせる。


　ちなみにあたしたち、というのは、あたしと、テーブルの向かいに座すわり、ウォッカを大ジョッキなんぞで飲んでいるナーガのこと。


「ねえねえ、実はちょっとてつだってほしいことがあるんだけどなー……」


　……またしごとの依い頼らいか……


　あたしは心の中でつぶやいた。


　けど最近（に限らず）、まともなしごとの依頼が来てないよーに思うのは、ひょっとして気のせいなんだろーか……？


「あたし、クレアっていうんだけどぉ、ごらんの通り、魔道士見習いなんてやってんのよねー。でさ、レポートの課か題だいが出たんだけど、これがけっこー困ったシロモノでさ。


　流れの魔道士なんてやってるとこ見ると、けっこー腕は立つんでしょ！　助けったのみたいんだけどぉ、友だちじゃあたよりなくってさぁ……お手て当あてはずむから。引き受けてくれるわね、もちろん」
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　ただただひたすら一方的にまくし立てる。


「ふっ……高いわよ。わたしたちは」


　いきなりよけーなことを言うナーガ。


　それではまるで、金額しだいでは受けてもいい、と言ってるようなもんである。


「なにしろ名めい実じつともに、トップ・クラスの魔道士ふたりよ」


「名実ともに……って……」


　クレアさんは一いつ瞬しゆん考え込むと、


「女の魔道士で名前が通ってて……あっ!?」


　やおらぽんっ、と手を打って、


「まさかひょっとして……リナ＝インバース!?」


「へぇぇ。よくわかったわね」


　あたしは思わず目を丸くする。


「そりゃあね。噂うわさは聞いてるし、それにあたしの思ってたイメージに、そのままぴったりなんだもん。


　あたし、あなたのファンなんですよー。あとでサインくださいね[image: ]」


　言いながら、彼女はしっかりナーガの手をにぎりしめる。


　違ちがうってば。


「……もしもし……」


「あ、ごめんねー、無む視ししちゃって。こっちの子、リナさんの付つき人びと？」


「ふっ、付き人というのは当たってるわね」


「誰だれがよっ！　あのねぇクレアさん、リナはあたしっ！　そっちのはナーガっていう、あたしの金きん魚ぎよのふんよっ！」


「誰だれが金魚のふんなのよっ！　わたしはあなたの生しよう涯がい最大にして最さい強きようのライバルなんですからねっ！」


「もう誰もおぼえちゃいないわよっ！　そんなことっ！」


　などと言いあうそのとなりで、クレアさん、きょとん、とした表ひよう情じようで、


「え……そっちがリナさん……ずいぶんイメージ違いますねー」


「……そうかなぁ……？」


「ほら、やっぱりリナさんってば、噂を聞いたかぎりだと、見るからに性せい格かく悪そうで、無意味に露ろ出しゆつ度どの高い服着た、悪の魔道士ふうのイメージってあるじゃない？」


「あたしに同意を求めるなっ！」


「わたしのどこが悪の魔道士よっ！」


　全ぜん然ぜん自じ覚かくのないセリフを吐はくナーガ。


「怒おこらないでよ……気にさわったらごめんね。あたし、正しよう直じきだから、思ったことすぐ口にしちゃうのよね」


　……おい……


「あ、でもでも、ファンだってぇのは本当よ。あたしの好きなエピソードはやっぱりあれね。ほら、雷らい鳴めいを呼んでクルアサル・シティを灼やき尽つくした、ってやつ」


「やってないやってないっ！　あたしはンなことやってないぞっ！」


「えー？　そーなのー？」


「やってないってば！　ほんとにっ！」


「なぁんだぁ……噂ほどじゃないのね……期き待たいしてソンしちゃった……」


　こいつ……あたしに一いつ体たい何を期待してたんだ……？


「とにかくっ！　クレアさん、だったっけ、魔道士のレポートなんてモノは、自じ力りきで完成させてこそ、ほんとうの価か値ちがあるってもんなのよっ！」


　むろんのこと──


　何が悲しゅうて今さら、見習いのレポートてつだいなんぞしなけりゃならんのだ、というのが本ほん音ねだが。


　いちおう説明しておくと、魔道士のうちにもいろいろとランキングがあり、『見習い』から『魔道士』に昇しよう格かくするには、いくつものレポートをこなす必要があり、導師がそれを認めてはじめて、一人前の魔道士になる。


　それからあとは、何らかの成せい果かを上げるごとに、ランクがどんどん上がっていくのだ。


　ランクが上がれば協会内部での扱あつかいと、そして閲えつ覧らんできる本の種類が違ってくる。


　他人に手伝ってもらってランク・アップしても、多少扱いがよくなるとは言え、せっかくの魔道の奥おう義ぎ書しよを見ても何が何やらわからない、などということになるわけで、これでは全まつたく意味がない。


「あ。いやいや、別にレポートそのものを手伝ってもらう、てわけじゃなくてぇ。


　近くにある城を調ちよう査さして、そのレポートを提てい出しゆつ、ってことなんだけどぉ、その城っていうのが、吸血鬼ヴアンパイアが住んでる、ってもっぱらの噂なのよ」


「吸血鬼ヴアンパイア!?」


　思わずあたしは声を上げる。


　吸血鬼ヴアンパイア──


　死せるものアンデツドたちの中でも、最強クラスの実力と知ち名めい度どを誇ほこり、人間のそれをはるかに越える、強大な魔力と生せい命めい力りよくとを持つ。


　ただしもちろん人じん権けんはない。


　まあ、けっこー弱点も多いし、ある程度熟じゆく練れんした魔道士にとっては、大さわぎするほどの敵ではない。おひさまに当たったら灰になるし。やたらよく燃もえたりするし。ごくまれに、やたらと弱いのいたりするし。


　考えてみれば、けっこー根こん性じようのない連れん中ちゆうである。


「ふっ、吸血鬼ヴアンパイア程度の相手におそれをなしているようじゃあ、確かにまだまだ半人前ね」


　長い黒髪をふぁさぁっ、とかき上げながら言うナーガ。


　確かにあたしたちにとっては、吸血鬼ヴアンパイアなど敵ではないが、魔道士見習いクラスにとってはかなりの脅きよう威いである。


「けど、その課題、自分で自由設せつ定ていしたの？」


「まさかぁ。それだったらもっと簡単なのやってるしぃ。


　あたしの導師が出した課題よぉ」


「そのひとも、吸血鬼ヴアンパイアの噂くらい知ってるんでしょ？……ったく……一体何を考えて、こんな危あぶない課題出したんだろ……？」


「ふっ。決まってるわよ」


　あたしのつぶやきに答えたのはナーガ。


「いやがらせか、もしもそうでないなら、できもしないような課題をわざと出して、困って泣きついてくるのを待って、交こう換かん条じよう件けんによからぬことを企たくらんでいるのか……」


「……あ。そう言えばたしかに……」


　クレアは視線を宙にさまよわせ、


「導師マスターグラハム、よくあたしに色いろ目め使ってるわ。


　今晩遊びに来ないか、なんて誘さそわれたこともあったし……。


　身の危険感じたから断ことわったけど」


　なるほど……時々いるのだ。そーいう、人にモノを教える立場にあるのを利用して、自分の欲よく望ぼうを満たそう、なんぞと考える奴やつ！


　でもってことが公おおやけになり、問もん題だい視しされると、『試し練れん』のひとことで片づけるのだ。


　導師の風かざ上かみにすら置けない奴である。


「そーゆーのはね、クレアさん、問もん答どう無む用ようで炎の矢フレア・アローか何かぶちくらわせてやればいいのよ。えんりょすることなんてないから。


　──なんなら今からみんなでその導師、はり倒しに行こうか？」


「ふっ。闇やみ討うち不意討ちやらせたら、リナの右に出る者はそういないわよ」


「……怒るわよ……ナーガ……」


「何よっ！　せっかくほめてあげたのに!!」


「ほめてないほめてないっ！」


「あ。でもさ、ちょっと待ってよ」


　横から水さすクレアさん。


「やっぱりそれはマズいわよぉ。


　だってほら、今あのひとをはり倒すのはかんたんかもしれないけどぉ、なんか、レポートができない腹いせに、なんくせをつけて暴ぼう力りよくをふるった、なんてふうに言いふらされてもつまんないじゃない」


「なるほど……」


「だからさぁ、町ごと焼やき払はらうにしても何にしても、とりあえずはレポートを完成させてからじゃなくっちゃ、どう言ったところで言い訳よぉ。


　ま、とにかくその城ってのには……そうね明あ日す案内するわ。


　どうせあなたたち、明日の朝もまだここにいるつもりなんでしょ？」


「ち……ちょっと待ってよ、クレアさん」


　彼女のことばに、あたしはあわてて待ったをかける。


「はい？」


「『案内するわ』じゃなくって、あたしたちまだ、このしごと、受けるとも何とも言ってないわよ。


　……それに第一、依い頼らい料りようのことはどうなったの？」


　あたしのことばに彼女は眉まゆをひそめ、


「えぇぇぇっ!?　あたしの導師はり倒したいから、そっちの手伝いはタダでいい、ってことになったんじゃなかったのぉ？」


「誰がいつ言った!?　ンなことっ！」


「……しかたないわねぇ……じゃあこれ、とりあえず前まえ金きん」


　言いながら、ふところから何やら取り出し、あたしの手に握にぎらせる。


　……銅どう貨かが二枚……


「…‥何……？　これ……」


「だから前金よぉ」


　いともへーぜんと言う彼女。


「あのねぇっ！　どこの誰がこんなもんで、吸血鬼ヴアンパイアのアジトに乗り込むっていうのよっ」


「えぇぇぇっ!?　だって、リナ＝インバースって言ったら、銅貨一枚で町でも壊こわす、って……」


「……誰が言ったのよ……ンなこと……」


「いや……あたしがそう思ってるだけだけど……


　ちがうのぉ？」


「ちがうわよっ！」


　あたしのことばにクレアさん、がっかりとした表情で、


「なぁんだぁ……つまんない……」


　こいつ……一体ひとを何だと……？


「けど──あたしもまだ、たかだか魔道士見習いよぉ。スポンサーがついてるわけでもないし、あんまり大きな額言われても……」


「……じゃあ……いくらくらいなら出せるのよ？」


「なんとか……銀貨六枚くらいならっ！」


「……次の町行こうか。ナーガ」


「ふっ。そうね」


「あぁぁぁぁっ！　ちょっと待ってよ！……そうだっ！　なんでも城の吸血鬼ヴアンパイア、いろいろと財ざい宝ほう集めてるって噂だし、それは持って帰っちゃっていいからっ！


　そうしよっ！　ねっ！　どぉせあたしの金じゃあないんだもん、かまうことないわよ」


「うーん……」


「吸血鬼ヴアンパイアの財宝、ねぇ……」


　あたしとナーガは首をかしげる。


　以前にもあたしたちは、いくどか吸血鬼ヴアンパイアと戦ったこともあったのだが、さすがにあの世界は変人が多いのか、おかしなコレクションをしている奴やつもけっこーいる。


　一度など、宝ほう物もつ庫こいっぱいに詰め込まれたハニワの山に、思わず立ちくらみを起こしたことすらあった。


　ある意味では、この上なく恐ろしい攻撃だった。


　純じゆん粋すいにおたから目当てなら、価値観としてはまだまともなモノを持っている、盗とう賊ぞくたちを狙ねらったほうが安全・確実である。


「もともとは領りよう主しゆだったのが、魔道に凝こったあげく、吸血鬼ヴアンパイアになった、って言い伝えだからぁ、財宝はため込んでいると思うんだけどぉ……」
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「なるほど……まあ、そーいうことなら受けてもかまわないけど……」


「ふっ……悪いけど、わたしは降りるわよ」


　とーとつに言うナーガ。


「なんでよ？　いきなり……」


「決まってるでしょ！　このテの話にあなたと組んで、もうけのあったためしがある!?」


　……そぉ言われてみれば……皆かい無むに等しい、という説せつも……


「どうせ今回も、つまらない裏でもあるんでしょ。くたびれもうけをするよりは、もうけもないけど疲つかれない方を選ぶわ」


「な……なるほど……たしかにそれは一理あるわね……」


「一理あるわね、じゃないでしょっ！　リナさん、まさかあなたまで、降りるなんて言い出さないでしょうねぇ!?」


「……いやえっとあの……」


「一度は受けてもいい、とまで言っておきながら、まさか今さら『いやだ』なんて言わないわよねぇ？


　もしも──


　いやだなんて言ったら、あなたの悪口いっぱい本に書きつけて、魔道士協会の資し料りよう室しつに置いとくわよぉ！」


　……子供か……お前は……？


「……クレアさん……ちょっと聞くけど、あなたの身み内うちにミーナって名前のひと、いない？」


「いとこに一人、いるけど……何で知ってるのぉ？」


「……いや……なんでもない……」


　かくて、あたしはまたもや、しょーもないしごとに首を突っ込むはめになったのだった……





　翌よく日じつ──


　クレアさんがあたしを案内したのは、森の中にそびえる古こ城じようだった。


　蔦つたが這はい、薄黒く汚れた石いし造づくりの外がい壁へき、湿気をふくんだ生なま臭ぐさいような空気。


　遠くをわけのわからん鳥が、鳴きながら飛んでいったりしているのが、いかにも、といった感じで実にほほえましい。


「あ。ここよ、ここ[image: ]」


　何がうれしいのかは知らないが、やたらと陽気な口く調ちようのクレアさん。


　ちなみにナーガのほうは、見送りはおろか、今け朝さから姿も見せていない。


「さー、行きましょか。クレアさん。とっととひと回りして、とっとと帰ってレポート書きましょ」


「そうね[image: ]　行きましょ行きましょ[image: ]」


　これが単なる吸血鬼ヴアンパイア退たい治じなら、いきなり油か何かを撒まいて、問答無用で火をつけて、あとはおべんとうでも食べながら、眺ながめていればそれですむことだが、今回の目的はあくまで金きん品ぴん強ごう奪だつ……じゃない、レポートの作成である。


　とーぜん城の各階を、たんねんに見て回ることになる。


　けっこーめんどうくさい話だが、こればかりはまあしかたがあるまい。


「……けどクレアさん、怖こわいなぁ、とか、ブキミだなぁ、とか思わないわけ？」


　あたしの問いに、彼女はあっさり首を横に振り、


「そりゃあ、怪かい談だんとか幽ゆう霊れいとかの話には弱いけど、相手がちゃぁんと形のある死せるものアンデツドならだいじょうぶよ」


　なるほどなっとく。白はく状じようすると、実はあたしもそうなのだ。


　不ふ条じよう理りだとは言うなかれ。これが乙女おとめ心ごころのビミョーなところなのである。


「そりゃあ確かにぃ、敵に回すと怖いけどぉ、それに対抗できるように、あなたを雇やとったんじゃないのぉ。無意味に恐がるほうがソンよぉ」


　なるほど確かに。


　しかしこれならひと安心。すくなくとも、彼女が足手まといになることだけはなさそうである。


「さ、それじゃあ行きましょうか」


　言うとあたしは、城に向かって歩あゆみを進めたのだった。





「ひよぉぉぉぉぉぉっ!!」


　城じよう門もんをくぐったそのとたん、大声を上げるクレアさん。


　門から本館までの間にひろがる庭。


　その一面を埋うめつくすのは、おびただしい数の人じん骨こつ……


　なかなか凝こったこけおどしである。


「すっごぉぉい！　壮そう観かんねぇぇ！　こーいう光景を見ると、心が洗われるっていうかぁ、ふるさとに帰ってきたような気がするなぁ、あたしは[image: ]」


　ハートマークなんぞつけながら、異い常じような発言をする。


　あたしは、足あし元もとに転がるドクロをひとつ、拾ひろい上げ──


　ばきぃん！


　地面に叩たたきつけて割る。


「あぁぁぁっ！　何するのよぉ!?　もったいない！」


　言う彼女の目の前に、あたしはたった今たたき割ったドクロの破は片へんをつきつける。


「……何……？」


「ほら。おもてがわは白いけど、割れたところを見ると、こげ茶色をしてるでしょ」


「あ……ほんとだ……」


「これ、ただのつくりものよ」


「えぇぇぇぇぇぇっ!?」


　すっとんきょうな声を上げる彼女。


「焼き物か何かに色を塗ぬったのね。


　……第一、常じよう識しきで考えてごらんなさい。


　もしもここの吸血鬼ヴアンパイアが、これだけ大たい量りようの人たちを殺してたとしたら、絶対今までに討とう伐ばつ隊たいか何かが派は遣けんされたはずでしょ？」


「あ。そうか……そうよね……期待してソンしちゃった……」


「とにかく、先に進みましょ」
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　言って歩きだす二人。


　……からこん……


「……あれ？　リナさん、いま、何か音しなかった？」


「……そう言えば……」


　あたしが答えたそのとたん──


　かからこらかかこんっ！


　あたりに散らばる無数の骨のいくつかが寄り集まると、一いつ瞬しゆんにして、十数体の骸骨戦士スケルトンが組み上がる！


「なるほどっ！　単なるこけおどしじゃなかったようねっ！」


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。





　がくぁらぁ──ん……


　あたしの術をまともに受けて、最後の一体が、音を立てて床に崩くずれる。


　城の一階、大ホール。


　さすがに吸血鬼ヴアンパイアの住みかだけあって、窓も全部内側からぬりつぶされており、一条の光すらさし込んでは来ない。


　たよりになるのはただひとつ。あたしが天てん井じように放った『明りライテイング』のみ。


　あたしたちを歓迎してくれたのは、庭での骸骨戦士スケルトンたちと、そしてここでの動く鎧リビング・メイル。


　むろん言うまでもないことだが、あたしの実力で、いともあっさりと切り抜けて来ている。


「さすがねぇリナさん」


　感かん嘆たんの声を上げるクレアさん。


「ふっ。あたしにとっちゃあ朝あさ飯めし前まえよ」


「さすがにすごいわぁ。生きとし生けるものの天てん敵てき、ってぇ二つ名は、やっぱりダテじゃあなかったのね」


「……誰が言ったのよ……その二つ名って……？」


「あたしあたし[image: ]　他にも『世界の破は壊かい者しや』ってぇのもあって、みんなにひろめてるんだから[image: ]」


「……おねがいだからやめてね……ひろめるのだけは……」


　ひょっとして……あたしの今まですべての悪名って、まさかこのひとがひろめたんじゃあ……？


「……ま……まあ、何にしろ、この調ちよう子しなら、この城、思ったよりかんたんにひとまわりできそうね」


「そううまく行くかな？」


　男の声は、ま上からした。


「なにっ!?」


　あたしが上をふり仰あおぐよりも一瞬早く──





　キュゴゴゴゴゥッ！





　目の前に起きる無数の小爆ばく発はつ！


　そして、爆ばく煙えんの奥から姿を現す黒い影。


「ほーっほっほっほ！　どこの誰だれだか知らないけれど、ひとさまの家に無む断だんで押し込むとは、ふてぶてしいにも……リナじゃない。どぉしたのよ。こんなところで」


　そう。


　おーかたの予よ想そう通り、煙の中から現れたのは、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ！


「ど……ど……どーしたのよ、じゃないでしょーがっ！　ナーガっ！　あんたこそなんでこんなところにいるのよっ!?」


「お……思いっきり裏うら切ぎり者ねぇ……オバサンはこれだから……」


　うしろでつぶやくクレアさんのセリフに、ナーガは額ひたいに青スジ浮かべつつ、


「誰がおばさんよっ！　わたしはただ、きのうの夜、彼が部へ屋やにたずねて来て、『侵しん入にゆう者しやから屋や敷しきを警けい護ごしてくれたら礼ははずむ』って言われて来ただけよっ！」


　言いながら、天てん井じようの方を指さしている。


　その先には──


　シャンデリアから、さかさまにぶら下がっている男がひとり。


　どこから見ても吸血鬼ヴアンパイアである。


「あんたねぇナーガ、いったいいくらもらったのか知んないけど……」


「前金で金貨五十枚」


「ごっ……!?」


　あたしは思わず声を上げ、ためらわず、クレアさんの方を向きなおり、


「ふっふっふ。まんまと罠わなにはまったわね。クレアさん」


「いきなり寝ね返がえらないでっ！」


　……ちぇっ……


　あたしはこんどは、天井の男をにらみつけ、


「なんであたしたちの動きがわかったのよっ」
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　男は口元に薄い笑いを浮かべつつ、


「ふん……金さえ出せば、われらに味方する人間など、いくらでもいる、ということさ。


　お前たちがここの襲しゆう撃げきを大声で相談していたあの宿屋にも、そういった一人がいた、というだけのこと」


　なるほど、スパイ、ね。


　昼間はほとんど無む防ぼう備びな彼らが生き残るためには、そういった協力者が不ふ可か欠けつなのだろう。


「それにしてもっ！　いきなり敵に回るとは、みそこなったわよ！　ナーガ！　などと言いつついきなり炎の矢フレア・アロー！」


　きゅごごごごごごごっ！


「ふっ！　それはこっちのセリフよ砕氷塵グレイ・バスター！」


　ここきこきかかきぃぃん！


「前から変な奴だとは思ってたけど、金で吸血鬼ヴアンパイアにシッポ振るような人間だとは思わなかったわ烈閃槍エルメキア・ランス！」


「ほーっほっほっほ！　やはりあなたとわたしは、宿しゆく命めいのライバル……吸血鬼ヴアンパイア!?」


　あたしのことばに、ナーガはいきなり顔色を変え、シャンデリアからぶら下がった男をにらみつける。


「まさか──あなた吸血鬼ヴアンパイアなの!?」


　……おい……


「え……？　ああ、もちろんそうだが……」


　とまどい顔で答える男。


「そんな……それじゃあわたしをだましてたのねっ!?」


「だます……などとそんなつもりは……」


「見苦しい言い訳はやめることねっ！　あなた、わたしにひとことだって、自分が吸血鬼ヴアンパイアだって言った!?」


「言うも言わんもっ！　ふつう目の前でコウモリが人間に化ばけたら、吸血鬼ヴアンパイアだなー、くらいの察しはつくだろうがっ！」


「わたしはつかないわよっ！　変わったひとだなー、とは思ったけどっ！」


「いばるなっ！　たのむからっ！」


「問答無用っ！　冥魔槍ヘルブラスト！」





　ざびしぃっ！





　かくて──


　古城に巣くう吸血鬼ヴアンパイアは、ミもフタもない、不条理な最さい期ごを遂とげたのだった。


　自じ称しようあたしの生しよう涯がい最大のライバル、白蛇サーペントのナーガ──


　味方につけば心細いが、敵に回してこれほどおもしろい相手はいない。


「……いやぁ、しかしともあれこれで一応、城の吸血鬼ヴアンパイアはかたづいたわね」


「ふっ。まさにわたしの計算通り。これでゆっくり城の中も回れるっていうものね」


『そうはいかんぞ……』


『よくもわれらが同どう胞ほうを……』


　まわりから、突とつ如じよわき起こるいくつもの声。


「なっ……!?」


　見回せば、柱の陰に、あるいはひらいたドアの向こうがわに、たたずむ人影十数体。


「ちょっと……何なのよこの連中はっ!?」


　あたしのことばにクレアさん、へーぜんとした口調で、


「あれ？　言ってなかったっけ。ここに住んでる吸血鬼ヴアンパイアは一匹だけじゃあない、って」


「聞いてないわよそんなことぉぉぉっ！」


　一いつ斉せいに襲おそいかかってくる吸血鬼ヴアンパイアたち。


　数と実力とを考えれば、ここでまともに相手をするのは不利である。


　竜破斬ドラグ・スレイブか何かを一発かませば楽にぶち倒せるのだが、それではこちらも、崩れた城の下じきになる。


「ナーガ！　クレアさん！　いったん外まで退たい却きやくよっ！」


「逃がすものかっ！」


　あたしたちの行く手をさえぎる形で、扉とびらの前に立ちはだかるひとりの吸血鬼ヴアンパイア！


　間かん髪はつ置かず、あたしたちに向かって無数の炎の矢フレア・アローを放つ！


　とっさに風の結けつ界かいを張り、みんなをガードするナーガ。


　結界の外では、ほかの吸血鬼ヴアンパイアたちが一斉に、何かの呪文をとなえはじめている。


「任まかせて！」


　言って呪文をとなえるあたし。


　石人形ゴーレムの作成術である。


　城の壁は石作りだから、石人形ゴーレムを造ることはできるはず。


「ちょっとリナ！　こいつら相手に石人形ゴーレム造ってどうするのよっ！」


　結界をささえながら、非ひ難なんの声を上げるナーガ。


　確かに、相手は呪文も使えるし、まともに戦わせたのでは、動きの鈍にぶい石人形ゴーレムに勝ち目は薄い。


　だがしかしっ！


　かまわず呪文を唱えるあたし。


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　ごがげげっ！


　城の石壁がはぜ割れて、数体の石人形ゴーレムを形作る。そして──


　とーぜん壁には穴が開き、そこからさし込む陽ひの光！


『ごああああああっ！』


　絶ぜつ叫きようだけをあとに残し、一瞬にして灰と崩れる吸血鬼ヴアンパイアたち！


「出るわよっ！」


　ひと声言うと、開いた穴から城の外へと走り出す。


「さすがね！　リナさん！」


　感嘆の声を上げるクレアさん。


「ふっ。あたしはナーガとは違うからね」


「でもぉ、もうちょっと派は手でに殺さつ戮りくして欲しかったなぁ、なんて」


「……それではご要よう望ぼうに応こたえてっ！　一番、リナ＝インバース、竜破斬ドラグ・スレイブ、行きますっ！」


「おーっ」


　ぱちぱちぱちぱち。


　ノリはほとんど宴えん会かい芸げい。


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」





　どごどげぇぇん！





「おおおおおおおおおっ!?」


「ふっ……ざっとこんなもんよ」


「……ところでリナさん、よく考えたらあたしのレポートはどうなるの……？」


　…………


「そ……そーゆーことはもっと早くに言ってくれなくちゃ……」


「最初から言ってたでしょうがっ！　最初からっ！」


「なっ……！　何よ何よ!?　クレアさんだって、さんざんひとをけしかけといてっ！」


「よ……よく言うわねっ！　そもそも……」


　その後──


　えんえんと続いた話し合いの結果、とりあえず、クレアさんの導師を成せい敗ばいして、ことをうやむやにしよう、ということで話は丸くおさまった。


　……最初からそーしろ、という説もあるが、やはりものごと、途と中ちゆうのプロセス、とゆーのも大事である。


　たぶん。





　植木の陰に身をひそめ、あたしは静かに時を待っていた。


　クレアさんの導師をやっている、グラハムとかいう奴の家である。


　テラスの奥──閉ざされた窓の中では今、クレアさんが、そいつと話をしているはず。


　彼女からの合あい図ずを待って、あたしが姿を現し、そいつの悪事を述べ立てて、てってーてきにしばき倒す、というシナリオである。


　むろんこの役、ナーガもやりたがったのだが、やはりこーゆー役は多人数でやるもんではない、ということで、あたし一人でやることになったのだ。


　家の中からは、何やら言い争うような声。


　やがて──


『そんなっ!?』


　ひときわ大きなクレアさんの声がひびく。


　合図だっ


「魔風デイム・ウイン！」


　こっそり唱えたあたしの呪文に、テラスの窓が大きな音を立てて開く。


「誰っ!?」


　響く声に、姿はまだ現さぬまま、


「教え子に無む理り難なん題だいをおしつけて、できぬと言って来るのを待ち、目をつむるその見返りにと、自みずからの下げ劣れつな欲望を満たさんとするその企たくらみ、導師の風上にも置けないわっ！」


「なにを根こん拠きよにっ!?」


「天知る地知る人ぞ知る、あたしは何でも知っているっ！　とぅっ！」


　空中二回転半ひねりなどをかましながら、やおら姿を現すあたし。


　びしいっ！　と窓の方を指さし、


「導師マスターグラハム！　あなたの企くわだてはすべて……って!?」


　あたしの指さすそのむこう。ひらいた窓の奥に立つのは……


　ひとりはむろんクレアさん。そしてもう一人──


　としは二十歳代の中ごろか。銀色の髪をした女性である。


　思わずたちつくすあたし。


「誰なの？　この子」


　ハスキーな声でとなりのクレアさんに尋たずねる。


「えっとぉ……あの城を消し去った張ちよう本ほん人にんでぇ、リナさんって言います。導師マスターグラハム」


　ちょっ……!?


「ちょっと！　クレアさん！　グラハム……って、男のひとじゃなかったの!?」


　あたしのことばに、彼女はあっさり首を横に振り、


「やぁねぇ。見ての通り女のひとよぉ。……ちょっとおかしな趣味あるけど……


　……言わなかったっけ？」


「聞いてない聞いてないっ！」


　などとさわいでいるうちにも、導師グラハム、無意味に色気過か剰じようなしぐさであたしの方に近づいてくる。


「そぉう……私、強い子は好きよ……[image: ]　クレアとはタイプが違うけど、なかなかあなた、私のこ・の・み・よ[image: ]」


「ろげぇぇぇぇぇぇぁぁぁっ!?」


　その瞬間──


　背中に走る悪お寒かんにあたしは絶ぜつ叫きようし、その場を一いち目もく散さんに逃げ出していた。











[image: ]








　むろんのこと──


　クレアさんがその後、どうなったのか、あたしは知らない。


　合がつ掌しよう。







（ただいま見習い中：おわり）












スレイヤーズえくせれんと



ナーガの冒険














　ざんっ！


　森の中をゆく細い道。


　しげみを鳴らし、二人の前に立ちはだかったのは、三人の覆ふく面めん姿の男たち。


「……ふぅん……」


　面おも白しろくもなさそうに、リナは小さく鼻を鳴らした。


「野や盗とうや山さん賊ぞく……ってわけじゃあなさそうだけど……


　と、いうことはあんたたちね。レクターさんをひっさらったのは」


「ほーっほっほっほ！　どこの誰だれかは知らないけれど、こそこそ隠れていればいいものを、のこのこと、この白蛇サーペントのナーガの前に現れるとは！……ふっ。愚おろかなものね……」


　しかし男たちは、二人のことばには取り合わず、


「……この件から手を引け。それで、全部なかったことにしてやる」


　うちの一人がぼそり、と言った。


「……ふっ……聞いた？　リナ？　今のことば？」


　眉まゆの片方はね上げて、ナーガは彼女に語りかける。


「どうやらこのひとたち……これで、わたしたちを脅おどしているつもりらしいわよ」


「──ま、しかたないんじゃない？　この連中、それがしごとなんだから」


　栗色のつややかな髪をかき上げながら、いとも平然とリナは言った。


「なるほど……それが返事なら……」


　言いつつ、男は背中から、ずらりっ、とショート・ソードを引き抜いた。


「死んでもらうしかないな」





　はじまりは、二日前のことだった。


　とある町のとある食堂。いつものようにバカ話をする二人の前に、レクターと名乗る、商人ふうのひとりの男が現れた。


　──もしもあんたが本当のリナ＝インバースで、噂うわさ通りの実力があるならば、手を貸してほしい──


　男は二人に語りかけた。


　ある財宝のありかを記しるしたものをめぐって、おかしな組織に狙ねらわれている。そこで、護衛と、宝の奪だつ取しゆの協力を願いたい。


　それが依頼の内容だった。


　組織ぐるみでの争奪戦が展開するなど──


　──一体何なの？　その財宝って──


　思わず尋たずねかけるリナに、男は口ごもりながらも答えたのだった。


　ブラスト・ソード、と。


　俗に言う、『伝説の武器』のひとつである。


　さすがに伝説中の伝説、『光の剣』や『餓が骨こつ杖じよう』とまではいかないまでも、その一撃は魔王竜デイモス・ドラゴンさえうち倒すと言われている。


　むろん実在するならば、値段のつけようなどはない。


　結局。


　ふたりはそのしごとを引き受けることにしたのだが──


　その日の夜。


　宿を襲しゆう撃げきした何者かの手によって、レクターは誘ゆう拐かいされてしまったのだった。


『マイダスの町　レトル山』とだけ記したメモを残して。





「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　戦いの火ぶたを切ったのはリナの呪じゆ文もんだった。しかし、覆ふく面めん姿の男はあっさり身をかわす。


　単なるちんぴら、ごろつきたちとはわけがちがう。三人の動きはプロのそれだった。


「暗殺者アサツシンか!?」


　小さく舌打ちをすると、リナは次の呪文を唱となえはじめる。そのすきに、ふたりに迫せまる男たち。


「魔竜烈火咆ガーヴ・フレア！」


　ナーガのかざした右手から、炎ほのおの帯がほとばしる！


「うぉっ！」


　小さく声を上げながら、それでも暗殺者アサツシン三人は、ナーガの術をよけきった。


　つづいてリナの第二弾！


「爆裂陣メガ・ブランド！」


　呪文とともに、リナを中心に、らせんを描えがいて大地の上に波紋が走る！





　げどごぉぉぉぉんっ！





　天に向かってふき上げる土砂に、二人が巻きこまれていた。


　ひとりは暗殺者アサツシン、そしてもうひとりは──言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ。


　暗殺者アサツシンふたりは、直前で、ま上に跳とんで木の枝にぶら下がり、なんとか一撃をしのいでいた。


「……まさかっ……自分の仲間も平気でまきぞえにするとはっ……!?」


　ふたたび地面に降り立ち、言う暗殺者アサツシン。


「ナーガだからいーのよ。別に」


　リナはきっぱり言い放つ。


　……むろんそこにいるのが別の人間だったとしても、平気で術をぶっ放していただろうが。


「さてそれはともかく……」


　リナはちらりっ、と倒れたままでぴくぴくしている暗殺者アサツシンに目をやると、


「くわしい話はどーやら彼に聞けそうね……となればあんたたち相手に、手かげんしたげる必要はないわけね……」


「ほざけっ！　小娘っ！」


　片方が、言ってふたたび突進する。


　リナも腰のショート・ソードを抜き放ち──


　そのままそれを投げつけた！


「なにぃっ!?」


　叫さけびつつ、自分の剣で、飛んで来たそれをはたき落としたその瞬間。


「破弾撃ボム・スプリツト！」


　解き放たれたオレンジ色の光球は、暗殺者アサツシンのすぐ目の前で、一瞬にしてふくれ上がり、はじけ散った！


「──!?──」


　叫ぶいとまもあらばこそ。





　だどがぁぁぁぁっ！





　まともに吹っ飛ぶ暗殺者アサツシン。


　命中した地点ではじけ、あたりに高熱をまき散らす火炎球フアイアー・ボールに比くらべ、この術、熱は全く発生せず、殺さつ傷しよう能力もかなり低いが、術者の任意の位置ではじけさせることができるのだ。


　あまりポピュラーな術ではないので、火炎球フアイアー・ボールと見せかけて、相手がよけたところではじけさせる、などということもできる。


　──今回は別に、そういう小細工も必要なかったようだが。


「さて──と。残るはあんただけね」


「──ちっ！」


　リナの一いち瞥べつに、あっさりと背中を向ける暗殺者アサツシン。


「んっふっふっふっふ……」


　ふくみ笑いを漏もらすリナ。


「このリナ＝インバースに刃やいばを向けて、ただで帰れるとは思ってないでしょーねっ！」


　言って中指おっ立てて、いきなり呪文をとなえはじめる。


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術を唱え、暗殺者アサツシンのあとを追う。


「──なっ……ばかなぁっ!?」


　ちらりと後ろをふり向いて、驚きの声を上げる暗殺者アサツシン。道をはずれて森の中へとかけ込んでゆく。


「っだぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ひたすらえんえん全力疾しつ走そう！


　どれくらい走ったろうか──


　ふと後ろをふり向くと、すでにそこにはリナの姿はなかった。


「……ぜはぁっ……なんっ……ぜはぁっ……なんとかっ……くはぁっ……まいた……ぶはぁっ……ようだなっ……」


　荒い息などつきながら、ゆっくりふり向くその目の前に、佇たたずむひとつの黒い影。


　言うまでもない。リナ＝インバース！


「はぁい[image: ]」


「うどわぁぁぁぁぁぁっ!?　しっ……心霊現象かっ!?　お前はっ!?」


「失礼ね。上から追跡しただけよ」


　確かに──


　それほど密生した森でもない。木々の間をぬって高速飛行、などというのはまず不可能だが、上空から、下を走るものを追うのはそうむずかしいことではない。


「さてと──」


　言いながら、リナが一歩を踏み出したその時──


『もっひょっひょっひょっひょっ！』


　どこかで聞いたことのあるよーな笑い声が森にこだました。





「まっ──まさかこの声っ!?」


　めずらしく、リナの顔に恐きよう怖ふの色が浮かぶ。


『……さすがにただの暗殺者アサツシンふぜいでは、リナ＝インバースは手におえなんだか……さもありなんさもありなん……おぬしはもうよい。とっとと失うせろ』


　声は、だんだんと近づきつつあった。


「……ちっ……！」


　未み練れんに舌打ちひとつを残し、その場を走り去る暗殺者アサツシン。


　リナはその場を動かない。


　いや──動けないのだ。


「そんな……どうして!?　けどでもっ！」


　まともに動揺の色を見せる。


　やがて──


「もっひょっひょっひょ。ひさかたぶりじゃな。リナ＝インバース」


　そう。


　彼女の前に現れたのは、かつて一度、リナを恐怖のどん底に突き落とした、キメラ創造者クリエイター魔ま道どう士しディオル。


　そしてその背後に控ひかえるのは、マントとフードをすっぽりかぶり、特徴どころか、顔や性別すらもわからぬ魔道士姿が約十人。


「なっ……なんであんたがここにいるのよっ!?　今ごろどこぞの刑務所でおとなしくしてるもんとばっかし思ってたのにっ！」


「もっひょっひょっひょっ！　思惑おもわくと違って悪いがな、あんなもん、『ただの冗じよう談だんじゃった』のひとことで、証しよう拠こ不十分、おとがめなしぢゃいっ！」


「しっ……しまったぁぁぁっ！　そのテがあったかっ！」


「もひょひょひょ……しかしまあ、お前さんがあーいうことをやってくれたおかげで、こちらとしても、遠えん慮りよする必要はなくなった、というもんじゃ」


「……へぇぇ……なかなか言ってくれるわね」


　ばさりっ、とマントをひるがえすリナ。


「けど──たとえ合キ成メ獣ラを使ったとしても、このあたしをどうにかできるなんて思ってるんじゃないでしょーね？」


「たしかに──わしが目をつけただけあって、お前さんは強い」


　ディオルは言った。余裕の笑みを浮かべたままで。


「呪文など『明りライテイング』か『治癒リカバリイ』くらいしか知らんわしなど問題外、たとえ何十匹の合キ成メ獣ラを使ったとしても、とうていかなうもんでもなかろう。


　文字通り手段を選ばぬのなら、あるいはお前さんを倒すことは不可能ではないとしても、生け捕どりなどは無理な相談。しかし──」


　と、しばしの間を置いて、


「こやつらならば、話は別じゃ」


　言って後ろにひかえる魔道士たちを指し示す。


　魔道士姿の十人は、あいもかわらず深々うつむいたままで、顔を上げようともしない。


「──へぇぇ、おもしろいこと言ってくれるじゃない」


　最初の動揺からなんとか立ち直り、不敵な笑みを返すリナ。


「後ろのにどんな芸があるのか知らないけれど、それであたしをどうにかできる、と？」


「ふん──教えてやろう。


　おぬし、コピー・ホムンクルスというのを知っておるな？」


「それがどうしたのよ」


　ぶっきらぼうに答えるリナ。


　動物の骨や魔法薬など、さまざまな材料と人間の血とをミックスし、魔道によって造り上げられた人造人間のことである。


　完成したそれは、血を提供した人間と、全く同じ外見と能力とを持つのだ。


「わしはあれに、もう一歩突っ込んだ研究をしておってな……別に人間の血でなくとも、たとえば髪の毛一本、爪つめのひとかけらからでもコピー・ホムンクルスのできる方法を編み出した。


　そして──お前さんがたはわしの研究所を訪れた。何かの拍ひよう子しに抜け落ちた、数本の髪の毛を探し出すのはそうむずかしいことではなかったわ」


「……なるほど……」


　──それをもとに、あたしのコピーを造った、ってわけか……


　心の中でつぶやくリナ。


　同じ能力を持つ十人の自分──


　しかしそれでもなお、リナには勝算があった。


　このコピー・ホムンクルス、たしかに能力的には全く互ご角かくなものを造れるが、その記憶や経験、技術までをコピーすることは不可能なのである。


　製作者が疑ぎ似じの記憶や性格、技術をすりこませてやることは可能だが、それはあくまでも製作者の設定したものにすぎない。


　つまり、リナのコピーを造ったところで、外見や胸の大きさ、魔力容量キヤパシテイは変わらないとしても、製作者がそれを教えこまないかぎり、呪じゆ文もんは全く使えない、ということなのである。


「それでこのあたし、リナ＝インバースを倒せると思うのなら、いくらでもかかってらっしゃいっ！」


　胸を張り、大見えを切るリナに、ディオルは、にぃっ、と笑みを浮かべると、


「……なら、そうさせてもらうかの……おまえたちっ！」


　ぶぁさぁっ！


　号令一下、十枚のマントとフードが宙に舞った。


　その瞬間。





　ぴしぃぃぃっ！





　思わず脳ミソにヒビ入れて、リナはその場に硬直した。


　そこには──


　無意味に胸を大きくそらし、両手を腰の横に当て、すっくと立った十人のナーガ！


「やれいっ！」


『ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ！』


　わき起こる、無ぶ遠えん慮りよきわまるバカ笑いに、梢こずえから鳥は飛び立ち、思わずウサギは走り出す。


　そして──


　リナは完全に気を失ったのだった。





「ふっ！」


　しゃきぃぃぃぃん！


　気合い一発、いきなりナーガは身を起こした。


「あん……」


　文句を言おうと口を開いて、相手がいないのに気づく。


　あたりにいるのは、いまだ倒れたまま、ぴくぴくしている根こん性じようなしの暗殺者アサツシンがふたり。


　一瞬、ナーガの頭の中を、さまざまな考えがよぎった。







　一、リナはわたしにどなられるのがこわくて逃げた


　二、暗殺者アサツシンの姿がひとりたりないところから見て、そいつをとっ捕つかまえて、ひとりだけ食事をおごらせている


　三、ぬけがけをして、ひとりで秘宝とやらを手に入れようとしている







　迷わず三番を選択した。


　もちろん根拠などはない。『直感』という奴やつである。


「まだまだ甘いわね。リナ＝インバース！」


　無意味に胸を大きくそらし、両手を腰の横に当て、


「その程度のことで、この白蛇サーペントのナーガを出し抜けるとでも思ったのならおおまちがいよっ！　ほーっほっほっほっほっ！」


　この時──


　どこからともなく風に流れてきた高笑いを、むろん彼女は、単なるこだまと信じて疑わなかった。





「くっ……くっくっくっくっ……」


　今は誰だれひとりとして住んではいないはずの廃はい屋おくに、男の笑い声が響く。


　はじめは低く。そして、だんだんと高く。


「くはぁぁっはっはっはっは！　やった！　ついにやったぞっ！　さすがだっ！　よくやってくれた！　ディオル殿！」


　大笑いしているのは、としの頃なら三十前後。服装は、ごくふつうの町人ふうだが、目つきがそれを裏切っている。


「もひょひょひょひょひょひょ！」


　自じ慢まんげに笑い声を上げる魔道士ディオル。後ろには、ふたたびマントとフードを纏まとったナーガ・コピーたちの姿があった。


　そして──


　ふたりの前のベッドには、静かに眠るリナ＝インバース！


「しかし……いきなり気づいたりしねえだろうな？　こいつ」


「その点は心配いらんよ、ビスタどの。薬を使っておるでな。しばらくは目を覚まさんはずじゃ」


「なるほど……目が覚めた時には合キ成メ獣ラになっている、ってぇ寸法かよ」


「その通り」


『くはひょはひょはひょはひょは』


　二人の笑いが、不協和音を奏かなで上げた。


「リナ＝インバースを手に入れた以上、わしのリメラ計画は、九分通り、完成したも同然ぢゃっ！」


　……かつて計画していた、名称未定の超合成獣スーパーキメラ計画にも、無ぶ事じに名前がついたようである。こういうのを『無事』と言っていいのかどうかは知らないが。











[image: ]








「くっくっく……いいざまだな、リナ＝インバースよぉ……」


　昏こん々こんと眠るリナを見下ろして、優越感にひたりまくるビスタ。


　この男、かつてはとある盗とう賊ぞく団だんの首しゆ領りようだったのだが、以前リナとナーガの手によって、組織を壊かい滅めつさせられた上、彼自身も役人に引き渡された。


　ほうり込まれた牢ろうの中、仮かり拘こう留りゆうされたディオルと出会い、リメラ計画を耳にしたのだ。


　聞けば、リナを生け捕る秘策もあるというではないか。


　──これだっ！


　一も二もなく、彼はディオルへの協力を申し出た。


　彼の目的は復ふく讐しゆう──そして、名を上げること。


　たとえ、ほとんどの部分を実行するのがディオルだったとしても、リナ＝インバースを葬ほうむった男として、彼の名は一いち躍やく、裏の世界に知れ渡るだろう。


　となればその名声のもとに、ふたたび盗賊団の頭かしらとして君くん臨りんすることはたやすいはずである。


　ディオルとの契約で、リナを殺すことはおろか、危害を加えてもならないことになっているのだが、要は彼女に復讐を果たし、社会的に抹まつ殺さつできればいいのだ。


　腐くさりまくったデザインの合キ成メ獣ラにされて嘆なげくリナを、指さして、大笑いしてやるつもりなのである。


　むろん──ンなことすればあとで一体どうなるか。そこまで考えてはいない。


　ナーガに対する復讐心も、ないわけではないのだが、リナに対するそれに比べれば、ごくごくささいなものである。


　ディオルが釈しやく放ほうされてしばらくののち、彼もまた、昔の部下たちの手引きで脱だつ獄ごくを果たしたのだった。


「さあ、ディオルさん、それじゃあさっそくこいつをアジトまで連れ帰って、合キ成メ獣ラの製作にとりかかってくれるか？」


「まあ待ちなされ。まだ若じやつ干かん、足りぬ材料があるでな」


「そうか。かまわんから何でも言ってくれ。部下たちに言って、なんでもすぐにそろえてみせるぜ」


「なら頼みたいのじゃが、足りぬ材料はブラス・デーモンと火炎竜レツド・ドラゴン、あと深海竜デイープ・サーペントがそれぞれ一匹ずつ。むろんみんな生きたままじゃぞ」


「……待ってくれ。じーさん」


　不きげんな声でビスタはことばを返した。


「それってひょっとして、揃そろってねえ材料の方が多いんじゃねーのかっ!?」


「何を言うっ！　魔法薬や機材の準備はすでに万ばん端たん整っとるわっ！」


「けどよっ！　不足してる材料がそれだけあって、どこが『九分通り完成』なんだよっ!?」


「ならば聞くがな、お若いの！　竜やデーモンを生け捕どりにするのと、リナ＝インバースを生け捕りにするのと、どちらがむずかしいと思う？」


　問い返されて、思わず一瞬ことばに詰まる。


「……ま……まあ確かに、そーいう基準でモノを考えるなら……」


「そうじゃろうが？」


「……け、けどよ、なにもわざわざ竜やデーモンや海竜なんて、ぶっそうなもんでなくったっていいんじゃねぇか？」


　ビスタとしては、単に、おかしなかっこうに合成されたリナを笑ってやりたいだけなのだ。第一、生きた竜だの何だのと、そこいらの商店街で売っているようなシロモノではない。


「何を言っとる！　わしが造り上げるのは実験用の動物や、かけ出しのつくるおもちゃではないっ！　史上最強の合キ成メ獣ラじゃぞっ！　伝説の魔ま獣じゆうザナッファーの力すら凌りよう駕がし、むろんそれに歯の立つ人間なんぞ、この世には存在せんっ！」


「な──なるほど……」


　ビスタの頭に、この時ちらりっ、と、スケベ根性がわき起こった。


　──もしこのじーさんの言う通り、でき上がるのが最強の合キ成メ獣ラだとしたら、そいつを利用してひと旗上げる──ってぇのも悪くねぇな……


　つまり、おれを一度は破滅させかけたリナ＝インバースが、こんどはおれの右腕になる、ってわけだ……


「──わかったぜ！　ディオルさんよ。なんとかつてを使って、魔道士か何かから、必ず竜とデーモンと海竜、手に入れてみせる！」


「やってくれるか。ありがたい。……いや、わしもな、無罪釈放になったとはいえ、魔道士協会からはきっちりにらまれておる。協会のつてでそのあたりの材料を調達するのは無理なんじゃ」


「そっちは何とかしてみせる。──それはそうと……」


　ちらり、とディオルの後ろに並ぶ、十人のナーガに目を向けて、


「後ろのそれ……一体どうするつもりだ？　とりあえず、もう用はねえと思うんだが……


　実際、頭の痛くなるようなバカ笑いしかできねえくせに、メシはばかばか食うわ酒はごぽごぽ飲むわ……食費だけでもばかにならねえ」


「──しかし、そうは言うがな──」


　真顔のままで言うディオル。


「洋服屋にあの衣装、そろいで十着注文した時はさすがに恥ずかしかったぞ」


「……いや……とりあえず、そーゆーことを言ってるんじゃなくて……」


「あっさり手放すには惜おしい、と言ったつもりじゃがの」


　ディオルはしげしげと、マントをはおったままの自分の『作品』たちを見回すと、


「ただのコピー・ホムンクルスと言ってしまえばそれまでじゃが、特にみごとなのがその胸！　他人に見せるのがもったいないほどじゃわい……」


「部下たちの間じゃあ、『ふーぞくに売っ払っちまったらどーか』なんて意見も出たんだがな……」


「何ということをっ!!」


　怒りの表情もあらわなディオルに、ビスタもあわててこくこくとうなずく。


「おれもそう言ってやったのさ。『いくら風俗なんぞに売ったって、この近寄りがたい雰ふん囲い気きじゃあ、客のひとりもつかねえだろう』ってな」


「さもありなん、さもありなん」


　今度は満足そうにうなずくと、


「この高貴さ！　気品！　俗物がおいそれと手を出せるものではないわ」


「……そーゆーんじゃないと思うな……おれ……」


「それに、じゃ。リナのゆくえがわからぬとなれば、ナーガとかいう、この娘たちのオリジナルが、おそらくきっとやって来る。その時に、何かの役に立つかもしれんて」


　言ってディオルは、不敵な笑みを浮かべたのだった。





「──ふっ。マスター、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」


　ブランデーを傾ける手をとめて、ナーガはどこからともなく、一枚の紙っきれを取り出した。


「つい最近このあたりで、こんな娘見たことない？」


　言ってはらりっ、と紙をひろげる。


　そこに描かれているのは、ナーガ直じき筆しつのリナ＝インバース像。


　羊よう皮ひ紙しに、木炭でざっと描かれただけのものなのだが、これがやたらと上う手まかったりするのだから、人間とゆー奴やつはわからない。


　食堂の亭主は、しばしその絵に視線を送り、


「……さぁ……しらないねぇ……」


　言って左右に首を振る。


「……ふむ……」


　思わず腕を組むナーガ。


　どうやら、かけひき抜きで、本当に知らないようである。


　リナの姿を見失って二日。行く先々の、食堂という食堂を、たずねて回っているのだが、リナの足取りはつかめなかった。


　……まあ、当り前といえば当り前なのだが。


　しかしもちろん、ナーガにそんな事情はわからない。


「ふっ……近隣のおいしい店を避けてもこのわたしの目をごまかそうとするとは……ずいぶん今度は凝こってるわね。リナ＝インバース。


　しかぁぁしっ！


　この程度でこのわたし、白蛇サーペントのナーガを煙けむに巻こうなどとは、まだまだ甘いわねっ！　リナ！　ほーっほっほっほっほっほ！」


　ぽそりとこぼしたつぶやきは、だんだんトーンが上がっていって、さいごには、店中に響くバカ笑いと化していた。


「……お客さんお客さんお客さん……」


　あわてて止める店の主人。


「お願いですからその高笑いだけはやめてもらえません？　他のお客さん帰っちゃいますから……」


「ふっ……わかったわ。わたしのような天才は、いつの時代も理解されないものなのよ」


「……いえ、天才の話じゃなくて……」


「──別の話をしようや。お嬢さん」


　声は、入り口の方から聞こえた。


　ふり向くと、そこには戦士ふうの男が数名。


「ほぉう──それで？　一体何の話をしてくれるわけ？」


「リナって名の女魔道士の話──と言ったら、ついて来てくれるかな？」


「──ふっ。いいでしょう。料理がすこし残ってるけど」


　代金より、すこし多めの銀貨をテーブルに置き、ナーガはしずかに席を立つ。


　店の主人や客たちの目に見送られ、彼女は店をあとにした。


「ついて来い」


　うちひとり──たぶんこいつがリーダー格だろう。鼻と口とをマフラーで隠かくした男のことばに従い、ぞろぞろと、昼の通りを進んで行く。


　異様な雰ふん囲い気きを察してか、あわてて道をあける通行人たち。


「──リナ＝インバースが今、一体どうなっているか、教えてやろうか？」


「ふっ！　だいたいの察しはつくけれどね！」


「あいつは今、俺おれたちのところにいる」


「ほーっほっほっほ！　やっぱりね！　そんなことだろうと思ったわ」


　一行はだんだんと町はずれの方に向かっている。


「ほう。さすがに気づいていたか」


「ふっ。けどリナも、案外たいしたことはないわね──あんたたちごときにこのわたし、白蛇サーペントのナーガが倒せるとでも思ったのかしら？」


「……？　大きい口をたたくのは得意なようだがな。俺たちを甘く見てかかると、明日の朝日は拝おがめんぞ。……もっとも、甘く見なくても、拝ませてやる気はないがな」


「ふっ。悲しいものね。自分の顔は鏡で見ることはできても、実力を映す鏡は存在しない……そうか。さてはあんたたち、単なる時間かせぎね。リナの使いそうなテよ」


「…………？　と……ともあれ、悪いがお前には消えてもらう。それがスポンサーからの要望でな」


　言って男たちは立ち止まった。


　町はずれにある小さな荒れ地。むろんあたりに他の人影はない。


　ナーガと男たちとは、まっ向こうから対たい峙じした。


「ふっ。いいかげんもったいつける必要はないんじゃなくって？　おとなしく、話すことを話して消えるのなら、命までは取らないでいてあげるわ。……どうせリナのことだから、もうマイダスに着いてるんじゃなくって？」


「………………？　ま……まあ確かに、おそらく今ごろは、な。……しかしお前、さっきから、ビミョーに会話がズレてるよーな気はせんか？」


「ほーっほっほっほ！　そんなしらじらしいせりふでごまかせるとでも思ってるのっ!?」


　言いながら、ばさぁっ！　とマントをひるがえす。


「あなたたちが、わたしの足止めのためにリナに雇やとわれた、なんてことはお見通しですからねっ！」


「おっ……おいっ!?」


　しかしナーガは男のことばにとりあわず、すでに呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っている。


「……えぇいっ！　こうなったらなんでもいいっ！　やれっ！　お前たちっ！」


　号令一下、手に手に得え物ものを抜き放ち、ナーガに向かってかけ寄る戦士たち！


　だが──遅い！


「──ふっ！」


　ナーガの顔に笑みが浮き、冷気が男たちに吹きつける。


「──何だっ!?」


「霊氷陣デモナ・クリスタル！」


　いきなり地面から吹きあげてきた濃い霧が、一瞬にして、戦士たちを包み込み、そのまま凍結させる。


　ぎちぃっ！


　氷のきしむ音が響いた。


「──ほぉぅ……」


　ナーガは小さな声でつぶやいた。


「今のをよけるとは……なかなかどうして、たいしたもんね」


「それほどでもないがな……」


　男は静かな声で答えた。


　例の、顔の半なかばをマフラーで隠したリーダー格の男である。


　こいつのみは間かん一いつ髪ぱつ、ナーガの術をかわしたのだった。


「失礼したな……どうやら、甘く見ていたのは俺たちの方だったらしい……」


「ほーっほっほっほ！　ようやっとわかったようね！」


「……しかしな……」


　男は右手で剣を抜き放ち、同時に、目立たぬ動作で左手を腰の後ろにまわし、何かをそっと取り出した。


「俺としても、おかしなかっこうして高笑いばっかりやってるような奴やつには負けたくねえ……本気で行かせてもらうぜ」


「ほぉう……面おも白しろいわね。ならその本気とかいうのを──見せてもらいましょうかっ！」


　声と同時に、腰の後ろから短剣を抜き放ち、男に向かって投じるナーガ。


「──ちっ！」


　ばぢっ！


　男の舌打ちと同時に、ナーガの放った短剣は、一瞬蒼あおい火花を散らし、かつんっ、と力なく地面に転がった。


「──ふっ。やっぱりね……」


　ナーガは静かな口調で言った。


「極細の金属の糸に、雷撃モノヴオルトの呪文を這はわせ、それをムチのように操あやつって相手を倒す──たしか暗殺者アサツシンブーレイの技だったわね。──となればあなたは、ブーレイの弟で子し、ってところかしら？」


「ほぉう！」


　男の目に、驚きと賞しよう賛さんの色が浮かぶ。


　確かに、男の左手の中には、小指ほどの小さな筒つつが握られている。


　そこから伸びる金属の糸。


　並の人間に見えるわけなどないのだが……


「裏の事情にはくわしいようだな！……そうとも。俺は暗殺者アサツシンくずれでね。知ってる奴は知ってる顔、ってわけさ。だからいつも、こうして暑っ苦しいマフラーなんぞつけてなきゃならん」


「……早い話が暗殺者アサツシンのなりそこない、ってわけね」


「なんとでも言うがいい。……しかしな、技はブーレイよりも俺の方が上だ」


　言って男は小さく左手を動かした。


　……ゅんっ！


　空気が小さな悲ひ鳴めいを上げる。


「ほほぉう。──いいわ。そこまで言うのなら見せてあげるわ」


　ナーガはしずかにことばを返す。


「ほぅ。何をだ？」


「ブーレイを倒したのと同じ技よ」


「なにぃっ!?」


　男の顔に動揺の色が浮かぶ。


「きっ……きさま、一体何者だっ!?」


　しかしこの時すでに、ナーガは呪文の詠えい唱しように入っている。


「……えぇいっ！　はったりをっ！」


　叫さけびつつ、男の左手が小さな弧こを描いた。針より細い金属の糸は、風を切り裂き、ナーガに迫る！


「弦操呪牙カオス・ストリング！」


　叫さけんでつき出したナーガの右手に、男のくり出した極細の電磁ムチは、いともやすやすと捕らえられていた。


「ばっ！　ばかなっ!?」


　むろん、金属糸の動きを見切ったわけでも、直接手ににぎっているわけでもない。手から放出した魔力で糸をからめ取り、動きを封じているのだ。


　そして──


「なっ!?」


　男は思わず声を上げた。


　完かん璧ぺきにコントロールできるはずの金属糸が、左手の中で暴ぼう走そうしている！


　──こんなはずはっ!?


　コントロールを取り戻そうと、必死で左手を動かす男。


　あるいはこの時、男があっさりとあきらめ、糸を離してさえいれば、結果は違っていたかもしれない。


　しかし──


　ぶしっ！


　ナーガの術によって操られた糸は、男の体を切り裂き、潜もぐり込む！


「──!?──」


　声すら立てず、びぐんっ！　と男は大きく震ふるえた。


　今。


　糸が男の心臓を切り裂いたのだ。


「ブーレイの方がはるかに腕は上だったわね」


　ナーガは冷たく言い放つ。
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　ことんっ、とその場に倒れる男。


「──言い忘れてたけど──暗殺者アサツシンブーレイを倒したのは、このわたしよ」


　ばさぁっ、と大きくマントをひるがえし──


「──はぅっ」


　男の流す血を目にし、ナーガはその場で失しつ神しんしたのだった。





「……だから嫌いなのよ……こういう垢あか抜けない術は……」


　ナーガがなんとか身を起こしたのは、それから間もなくのことである。


　なるべく倒れた男の方には目をやらないようにしながら、


「……ともあれ……あまりぐずぐずしている時間はなさそうね」


　つぶやいて、あさっての方の空を見上げる。


「ほーっほっほっほ！　あなたがそういうつもりなら、こちらにも考えがあるわよっ！　　リナ＝インバース！　ブラスト・ソードもその他もろもろのおたからも、みぃぃぃんなこの白蛇サーペントのナーガがひとりじめしてあげるわっ！」


　言って呪文を唱えはじめる。


「翔封界レイ・ウイング！」


　こぅっ！


　風の結けつ界かいに包まれて、ナーガは高々と空に舞う。


　一いち路ろ、マイダスの町を目ざして──





「ディっ、ディオルどのっ！」


　ビスタがあわててかけ込んで来たのは、リナを捕らえて三日目のことだった。


　マイダスの南、レトル山。


　その中腹に、彼らのアジトはあった。


　もとは、やはりリナによって壊かい滅めつさせられた、とある盗とう賊ぞく団だんのアジトである。それをビスタが、そのスジのつてをたよって探して来たのだ。


　いちばん広い奥の一室。


　さまざまな魔道の実験機材を搬はん入にゆうしたそこは、今やディオルの製作室と化していた。


　むろん、一日に一度ずつ、栄養剤と睡眠薬を射たれて眠り続けるリナもここにいる。


「どうしたんじゃ？　さわがしい。それともリメラの材料でも揃そろったか？」


　机に向かい、羊よう皮ひ紙しに何やら書く手を休めもせずにディオルは尋ねた。


「それどころじゃねぇっ！　来たんだっ！　来やがったんだよっ！　奴やつがっ！」


「奴？」


　ようやくペンを持つ手を休める魔道士ディオル。


「あの、ナーガとかいう奴だっ！　今、手下から報告があって、マイダスの町まで来ちまって、なにやらいろいろかぎ回っているらしいぜっ！」


「なるほどのぉ……ということはどうやら、おぬしの雇やとった刺し客かくたちでは歯が立たんかったようじゃの。もっひょっひょっひょっ」


「[image: ]っ……！　ンなこと言ってる場合じゃねーだろうがっ！　今はっ！」


「ふっ……たしかにのぅ……


　よかろうっ！　わしがなんとかしてやるわっ！」





「……ほぅ……」


　唇くちびるの端に不敵な笑み浮かべ、ナーガはぴたり、と足を止めた。


　マイダスの町の大通り。


　吹く風が、黄色い砂さ塵じんを舞いあげる。


　彼女の前に立ちはだかるのは、ひとりの年老いた魔道士と、後ろにひかえる、マントとフードをまぶかにかぶった十人ほどの人間だった。


「おひさしぶりね──名前は忘れたけれど」


「ディオルじゃ。お前さんの方も元気そうで何よりじゃの」


　二人の視線が火花を散らす。


「こんな所まで足を運んでくれて悪いんじゃがの……リナ＝インバースを返すわけにはいかん」


「ふっ！　そんなこと言って、秘宝をひとり占じめしようとしてもむだなことよっ！」


「はたしてそうかな……？　わしのリメラの材料は、数日を待たずして揃う！　その時こそ！　史上最強の超合成獣スーパーキメラが誕生するのだっ！」


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでちょうだいっ！　何があろうと秘宝はみんなわたしのものなのよっ！」


　むろんこの二人が、相手の話を聞く、などという殊しゆ勝しようなことをするわけがない。話は平気ですれ違いまくり、はたで聞いてると全く意味不明な会話がひたすらえんえんと続く。


　たまらないのがやじ馬である。


　へたに、二人の会話から、事情を想像しようなどとするもんだから、中にはまともに頭痛を起こしてへたり込む奴やつまでいたりする。


　話に先に飽あきたのは──もとい。先に言いたいことを言いつくしたのはディオルの方だった。


「ふっ！　いいだろう！　それほどリナ＝インバースを取り戻したくば……」


　むろんナーガはそんなこと、ひとことも言ってはいないが。


「このわしを倒してみよ！　しかしそう簡単にはいかんと思えっ！


　──お前たちっ！」


　ばばさぁぁっ！


　号令一下、マントをふり払う十人のコピー・ナーガたち。


　思わずのけぞるやじ馬連中。


　中には逃げ出す奴や泣き出す子供、果ては頭をかかえて笑い出す奴もいたりする。


　どーやら、二人の会話でじゅーぶんのーみそが攪かく拌はんされた状態に、このインパクトは刺激が強すぎたようだ。


「やれいっ！」


『ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ！』


「──ふっ」


　高らかにひびく十連奏のバカ笑いに、しかしナーガは全くひるむことなく、


「まだまだ甘いわねっ！　そこの十人っ！」


　びしぃっ！　と一同を指さすと、


「あなたたちの笑いはしょせん、上べだけのシロモノよっ！　そんなもので世界を制することができるとでも思って？」


　わけのわからんことを言う。


　しかし──


「──くぅっ!?」


　イタいところを突かれたらしく、動揺の色を見せるディオル。


　むろん、何が一体どーゆーふーにイタいのかはわからないが。


「至し上じようの優越感と自分自身に対する絶対性の確信！　それがあってはじめての笑いよっ！　あなたたちにそれがない以上、笑うのにはまだまだ十年早いわねっ！　ほーっほっほっほっほっほっほっほっ！」


　かくてこの日──


　マイダスの町には異い様ような高笑いが響き続けるのだった。





「うだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ビスタは思わず眉まゆをひそめた。


　おそらくは、一生お目にかかることはないだろうと思っていたものを見てしまったのだ。


　すなわち──


　血けつ相そうを変えて叫さけびつつ、走り戻ってきたディオルの姿を。


「どうしたい？　ディオルさん」


「たったったったっ大変ぢゃっ！」


　荒い息をつきながら、製作室にかけ込むと、水さしの水を一気に飲み干す。


「……大変なのは見りゃわかるわな。それで？　一体何がどう大変なんだ？　ナーガの奴は殺やったのか？」


　ビスタはいやみったらしい質問をする。


　ディオルの後ろにナーガ・コピーの姿はない。結果はだいたい予想がつこうというもんである。


「……あ……あやつっ……恐るべしっ……！　あのナーガとかいう奴！　あるいはリナ＝インバースなどよりよほど恐ろしいかもしれんっ！」


「なっ……なんだとぅっ!?」


　これはききずてならないセリフだった。もしそれが本当だとしたら、ビスタの運命も風前の灯ともしびである。


「どういうことだ!?　説明してくれっ！」


「……わ……わしのつくったコピーたちがっ……！　あやつ自身のコピーたちがっ……！　本物にっ……！」


「負けたのか？」


　やっぱりな、などと思いつつビスタは尋ねる。


　しかし──


　ディオルは首を横に振り、世にもおそるべきセリフを吐はいた。


「……なついてしもうたっ！」





　ぴしっ。





　思わず石化するビスタ。


　その耳に──


　風に乗り、遠い高笑いが聞こえて来た。





　地響きと、気の遠くなるようなバカ笑いを上げながら、十一人のナーガたちは、ひたすら山の中を爆ばく走そうしていた。


　やがて、古びた遺い跡せきが見えてくる。


　そしてその前に立ち塞ふさがる、数十人の野や盗とう姿の男たち。


　むろんビスタの指示で、ナーガたちを倒すべく待たい機きしていたのだが……


『どぇでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?』


　迫り来る一同を目にするなり、野盗たちは思わず悲ひ鳴めいを上げた。


　ここに来る連中をぶち倒せ、とは確かに命令を受けたが、まさか相手がこんなご一いつ行こう様だとは、夢にも思っていなかったのだ。


　……ふつーは思うわけはない。


　迷わず逃げ出す盗とう賊ぞく一同。あんまり関わりあいにならない方が賢明だと判断したのだろう。もちろんそれで正解である。


「ふっ！　氷フリーズの・矢アロー！」


　ナーガが術を解き放つ。盗賊めがけて降りそそぐ、十数本もの冷気の矢！


　深い意味などあるわけはない。単なる景気づけ、という奴である。


　狙ねらいなどつけてもいないが、それでもうちの何発かは、運のない盗賊数名を直撃した。


「ほーっほっほっほ！　しょせんは烏う合ごうの衆！　たいしたことはないわねっ！　このまま一気に突っ込むわよっ！」











[image: ]








　言い捨てて、アジトの中になだれ込む。


　むろん待ち伏せや罠わなのことなど、カケラも考えてはいない。ただただひたすらいきおい任まかせの爆進あるのみ。


　そして──


　アジトの中に、もはや人の姿はなかった。


「ほーっほっほっほ！　どうやらこの白蛇サーペントのナーガにおそれをなして、しっぽを巻いて逃げ出したようねっ！」


　実はその通りだったりする。


『おそれ』の意味に、若じやつ干かんのニュアンスの違いはあるが、ともあれビスタとディオルの二人は、部下に時間かせぎをやらせておいて、とっとと逃げ出していた。


　さんざんアジトの中を、無目的に走りまわったあげく──


　やがてようやく一行は、アジトの最深部──製作室へとたどり着いた。


　そこには。


　さすがに連れて逃げるだけの余裕はなかったか、ベッドの上で静かに眠るリナ＝インバース。


「ふっ！　とうとう見つけたわよっ！　リナ＝インバースっ！」


　びしぃぃっ！　と彼女を指さすナーガ。むろん相手が眠りこけていようがなんだろうが、全くおかまいなしである。


「おたからをひとり占じめしたいがためにわたしの目を逃のがれ、あまつさえ、おかしな連中を雇やとってわたしに足止めをかけるとはっ！……ふっ！　けれど、あの程度の連中で、この白蛇サーペントのナーガをどうにかできる、などと思うなんて、まだまだ青いわねっ！　リナっ！


　ほーっほっほっほっほっほ！」


　ひとしきり、言いたいことを言い放ち、


「……ってちょっとあんたっ！　ひとの話聞いてないでしょっ!?」


　当り前である。


　つかつかつかっ、とベッドのそばに歩み寄り、あれこれいろいろ調べたあげく、


「……ふっ。睡眠薬で眠った程度で、このわたしがあきらめる、などと思ったんじゃないでしょうねっ！」


　言って呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「麗和浄デイクリアリイ」


　かざしたナーガのてのひらが発した光が、リナの体を包み込んだ。


　巫み女こや神しん官かんなどが使う、解げ毒どくの呪文である。さすがに、どんな毒でも完全中和、というわけにはいかないが、睡眠薬を中和する程度のことなら楽にできる。


　待つことしばし。


「……う……う……ん……」


　リナは小さく身じろぎをした。


「ふっ。どうやら気がついたようね。リナ」


「……ん……あ……？」


　ナーガの声に、リナはゆっくりと目を開き──


　最初に見たのは、十一個並んだナーガの顔だった。


「──はうっ」


　リナはふたたび卒そつ倒とうした。


「──ちょっとリ……あ。だめだわ。こりゃ。


　ふっ……案外精神面はもろいのね。しかたない。──あなたたち！」


　ナーガは後ろの十人をふりかえり、


「悪いけど、マントか何かでちょっと顔かくしといてくれる？」


　十体のコピーは同時にこっくりうなずくと、一体どこに持っていたのやら、マントとフードでふたたび全身を覆おおった。


「ふっ。これでよし……リナ。リナってば！」


「……う……ううっ……」


　ナーガに体をゆり動かされ、ふたたびリナは目を開く。


「……ん……あれっ……？　あ。ナーガ」


　頭を振り振り、ベッドの上に身を起こす。


「『あ。なーが』じゃないわよっ！……ふっ。まだどうやら頭がはっきりしてないみたいね」


「……ん……ちょっと、変な夢を……」


　言いかけてリナは硬直する。


　ナーガの後ろに並ぶ、マント姿に気づいたのだ。


「……夢ぢゃないでやんの……」


　絶望的な口調でつぶやいた。


「どうやら正気に戻ったようねっ！　宝をひとりじめするために、わたしをだし抜き、あまつさえ、人を雇って時間かせぎをさせたことはすでに承知の上よっ！　おとなしく自分の非を認め、わたしに宝をゆずることねっ！　ほーっほっほっほっほ！」


「……あのねぇっ！　何をわけのわかんないこと言ってんのよっ！　あんたはっ！……あたしは、ある魔ま道どう士しに捕つかまって、監かん禁きんされてたのよっ！　ほらっ！　あなただって知ってるでしょーがっ！　ディオルってキメラマニアのじーさんっ！」


「そんないいわけが通用するとでも思ってるのっ!?」


「いいわけじゃなくって本当なんだってばっ！　十人並んだあんたを見て、思わず卒倒しちゃったのよっ！」


「ほーっほっほっほ！　それこそ言い訳以外の何でもないわねっ！　その程度のことで気を失うような人間がどこにいるのよっ！」


　……ふつーは失神すると思うぞ……


　リナは心の中でつぶやいた。


　ともあれこのままではらちがあかない。


　しばし考え、説得のしかたを変えてみる。


「──あいつら、あたしたちにケンカさせといて、そのスキにおたからぶん取るつもりよっ！」


「ふっ！　そんなことじゃないかと思ってたのよっ！」


　ふりかえり、出口の方を指さすナーガ。


「さあ！　行くわよ！　リナ！　ぐずぐずしているひまはないわっ！」


　言うだけ言って走り出す。その後に続く十人のコピー。


「……やれやれ……」


　ため息まじりにつぶやいて、それでもリナもついて行く。


「……けど、ディオルじーさんがどっちに逃げたか、あんた知ってんの？」


　出口に向かって走りつつ、リナはナーガに問いかけた。


「ふっ！　知るわけないじゃない！」


「いばってどーすんのよっ！　あんたはっ！」


　いつもなら、言いながらどつき倒すところだが、いっしょに十人がいる以上、これはさすがにコワいものがある。


「……と……ところで……あんまし聞きたくないよーな気もするんだけど……そこの十人、なんだってあんたといっしょにいるのよ？　たしかディオルじーさんの手て駒ごまのはずだったのに……」


「知れたこと！　これが人じん徳とくって奴なのよっ！」


「……ふぅぅぅぅぅん……そぅぉ」


　などと会話を交わすうち、一同は、アジトの外へととび出した。


　そこには不幸にも、さきほどナーガの放った景気づけの一発で、足と地面とを氷づけにされた男がひとり。


「らっき[image: ]」


　リナはぱちんっ、と指を打ち鳴らし、男にかけ寄りえり首捕つかまえ、


「ディオルじーさんはどっちに逃げたの!?」


「……あっ……あっちだっ！」


　リナではなく、ナーガと後ろに控えるマントの十人におびえつつ、男はあっさりと口を割った。


「むこうよ！　ナーガ！」


「ふっ！　わかったわ！」


　そろって走り出す十二人。


「──ところでナーガ、あのアジトにレクターさん、いなかったの？」


　山道を走り抜けながら、リナはナーガに問いかけた。


「誰？　それ」





　ざがしゃぁっ！





　思わずしげみの中に突っ込むリナ。


「あっ……あんたねぇっ！　依頼人でしょーがっ！　今回のっ！　おたからの話持って来て、さらわれちゃった！」


「ふっ！　笑わせてくれるわね！　リナ＝インバース！　そんなこともう誰もおぼえてるわけないでしょっ！」


「いばってどーすんのよっ!?」


「とにかく、あんたの他には、あそこには誰もいなかったみたいよ。連れて行かれたか、あるいはとっくに始し末まつされているかね」


「……たぶんレクターさんをさらった組織が、何らかの形でディオルじーさんと接触して、協力、って話になったんだと思うのよ！　となれば連中の逃げる先こそが──おたからのありかよっ！」


「なるほどっ！　そうとわかれば急ぐわよっ！──あんたたちっ！」


　ナーガはぴたり、と足を止め、マントの十人に向かって言う。


「わたしとリナの二人で追うわ！　あんたたちはマイダスの町ででも待たい機きしてて！」


　ナーガのことばが終わるなり、十人のコピーたちはすぐさま身をひるがえす。


「……きっと町……パニックになるんじゃない……？」


　その後ろ姿を見送りながら、リナは思わずぽつりとつぶやいた。


「だいじょうぶ。もう免めん疫えきができてるはずよ」


　むろんこのセリフ、リナにとっては意味不明だが。


「それよりリナ、こうなったら空から追跡よっ！」


「わかった！」


　二人の呪文が唱しよう和わする。


『翔封界レイ・ウイング！』





「……どっ……どこまで逃げる気じゃっ……!?」


「……し……知らんっ！　とにかく……逃げてるだけだっ！」


　ぜはぜは息を切らせつつ尋ねるディオルに、これまた息を切らせつつ、ビスタは無責任な答えを返した。


「……もっ……もうっ……このあたりでよかろうっ……わしらがどこに逃げたかなどとわかるまいっ……」


「……そっ……それもそうだなっ……」


　言ってようやく足を止めた。


　すこしずつ息もおさまってくる。


「……はっ……し……しもうたっ……！」


　突然、思い出したかのように叫ぶディオル。


「……どうした……？」


「……つい……あわててしもうて……リナをあそこに残してきてしもうた……」


「……連れて逃げる余裕なんて……なかっただろーが……」


「確かに……薬であと半日は眠っておるはずじゃが、あやつらと、復活したリナが手を組めば、ちとまずいことになるぞ」


「じゅーぶんマズいことになってるわよ。もう」


　声はいきなり横から来た。


『なっ！』


　思わずふり向くビスタとディオル。


　そこにはむろん言うまでもなく、リナとナーガの二人の姿！


　だがしかし。


　驚きの声を上げたのは、リナたちの方だった。


『──レクターさんっ!?』





「……ふっ！　ばっ……ばっ……ばれちゃあしかたねえなっ！」


　ひらきなおったかあきらめたのか、腰の後ろからロング・ソードを抜き放ち、構えながら言うビスタ。


「その通りよっ！　おれの本当の名前はビスタ！　前にてめえたちに壊かい滅めつさせられた盗とう賊ぞく団だん、『ポイズン』のもと首しゆ領りようさ！……もっともあん時ゃヒゲ生はやしてたから、わかんねえだろうけどなっ！」


「──ほほほほほぉぉぉぉぉぉぉぅ」


　ぴくくっ、とひきつるリナの顔。


「それで『レクター』なんぞと名のってあたしたちの前に現れ、『狙ねらわれている』なんてつくり話をしたあげく、宿から姿を消したわけね。


　あたしたちをここにおびき寄せて、途と中ちゆうでつぶすつもりで、わざわざメモまであとに残して」


「へ……へへっ！　その通りよっ！　ちなみにこのじーさんと出会ったのは、まえにぶち込まれた牢ろうの中さ！


　じーさんは釈放、おれは脱だつ獄ごくしたってわけだ！」


　思わず解説するビスタ。


　むろん親切でやっているわけではない。かつて、ぼろべろに敗やぶれた相手である。何かしゃべってでもいないと、不安でしかたないのだ。


「くっくっくっく……いいか！　これでおれを追いつめたなんて思うんじゃねーぞ！　俺が本気を出しゃあ……」


「炸弾陣デイル・ブランド」





　もべごわぁぁぁぁっ！





　リナの呪文に、まともに吹っ飛ぶビスタとディオル。


　かくて──


　戦いは終った。





「……う……くっ……いたたたたっ……ちっくしょうっ……」


　ビスタはゆっくりと身を起こした。


　そして気づいた。


　彼を見下ろすリナとナーガの冷たい視線と、そばに転がるスコップに。


「気がついたようねぇえ……」


　ねちり、とした口調でリナは言った。


「……おっ！　おれをどうしようってんだっ!?」


　恐怖に自然と声のトーンが上がる。


「ふっ。決まってるじゃない」


　と、こんどはナーガ。


「そこのスコップで、宝を掘り出すのよ。ブラスト・ソードをね」


「……ばっ……ばかじゃねぇのか!?　お前ら!?」


　ビスタはひきつった笑みを浮かべつつ言う。


「おたからなんて、つくり話に決まって……」


「あのねぇ、ビスタさぁん[image: ]」


　にこにこ顔でかたりかけるリナ。


　その時ビスタはようやく気がついた。


　二人とも、ちっとも目が笑っていないことに。


「そんなことわかってるの。けどね、ここまでやっといて『うそぴー[image: ]』ってのは、たとえ世間様が許したとしても、あたしやナーガが許すと思うわけ？」


「……お……思はなひ……」


　恐怖のあまり、涙まじりに答えるビスタ。


「わかってくれればいいのよ。──さあ」


　リナはスコップをビスタに手渡し、満面の笑みを浮かべると、


「出るまで掘ってね[image: ]」


　かくて──


　ビスタはこれから、力つきて倒れるまでの約二日間、泣きながら、出るはずもない宝をえんえんと掘り続けたのだった。





　ひとつの事件は終った。


　ディオルは魔道士協会から、資格を完全に剝はく奪だつされ、牢ろう屋や直行とあいなった。


　ビスタも倒れるまで穴掘りを続けたあと、牢にたたき込まれたことは言うまでもない。


　あとに残る問題は──


　とある町の、とある食堂。


　食事を、酒をむさぼり続ける十人のナーガたちを前に、リナは頭を抱かかえていた。


　実験用コピー・ホムンクルスとして、魔道士協会に提供を申し出たのだが、問答無用で受取り拒否されてしまったのだ。


「………………どーすんのよ…………これ………………？」


　ゆーうつ極きわまるリナのことばに、しかしナーガは陽気な声で、


「ふっ！　気にすることはないわよっ！　第一にぎやかでいいじゃない」


「…………あの…………あたしはそーゆーことを言ってるんじゃなくて…………」


「それじゃあ食費の心配でもしてるわけ!?　ふっ！　まだまだ度量が狭いわね！　リナ＝インバース！　ほーっほっほっほっほっほ！」


『ほーっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっほっ！』


　つられて笑い出す十人。


　ふたたび頭を抱かかえてうずくまるリナ。


　かくて今日も、ほかの客たちがみんな逃げ出した食堂に、ナーガたちの笑いがこだまするのだった。





（ある意味では）めでたしめでたし。







（ナーガの冒険：おひまい）















　あとがき
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　うぉのれ神坂！　許すまじっ！　あたしの活躍の場はどーなったっ!?


　こぉぉなったら他の世界に乱入してでもっ……




Ｓ：ああっ！　Ｌ様おちついてっ！


Ｌ：お前が乱入するんじゃなぁぁぁぃっ！





　どごぐぉしぃぃぃぃぃっ！





　　……ったく……油断もスキもあったもんじゃない……


作：……それはお前の方だろーが……


Ｌ：はっ！　作者きさまっ！　どうしてここにっ!?


作：日曜だっつーのに、寄ろうと思ってた駅前の本屋が閉まってて……ってンなことはどーでもいいっ！　封筒勝手に開けて一体何を……


　　……おい……『あとがき』どーした……？


Ｌ：今書いてるの[image: ]


作：『今書いてるの[image: ]』ぢゃないっ！　封筒の中にあったのはどーしたっ!?


Ｌ：あ[image: ]　ちょうどさっきね、廃品回収車が通ってたわよ[image: ]


作：きさまぁぁぁぁぁぁっ！


Ｌ：あ。そうそう。ワープロのフロッピーに記録してあったあんたのあとがきもちゃんと消しといたから[image: ]


作：……そ……そこまでして……


Ｌ：だぁぁぁぁって。こーでもしないと出番なさそーなんだもん。


　　けなげ[image: ]


作：『けなげ』なわけねーだろうがぁぁぁぁぁっ！……どーするんだ……ったく……


Ｌ：こーなったら、このあとがきを使うしかないわね。


作：『しかないわね』じゃなくてな。お前……えぇいっ！　わかったわかった！　どーせここで断っても、あとでこっそりどーにかするつもりなんだろーがっ！


Ｌ：そゆこと。


作：……このまま行きゃいーんだろ、このまま……


　　しかしなんでも最近は、コミケなんぞでもスレイヤー本がちらほら姿を現わしはじめているよーですねー。


Ｌ：いやー、いろいろと出て来ましたねー。ファン・クラブに同人誌。


作：くくぅぅぅっ！　作者冥みよう利りに尽つきるたぁこのことだねぃっ！　読者のみなさん、ほんっとうにありがとーございますっ！


　　……でも同人誌といえば、ちょいと前に担当さんから聞いたんだけど、なんでも、晴はる海みのコミケで、スレイヤーズの十八禁モノ本が出てたとか……


Ｌ：……フィルさんとタリムのイケナイ世界とか……


作：いひやぁぁぁぁぁぁぁっ！　なんつーおぞましー想像をするんだっ！　おまえはっ！どこの同人作家がンなもん描かくかっ!?


Ｌ：世の中、ものずきが多いからねー……


作：限度とゆーものがあるわいっ！


　　……念のために言っとくけど、そこのあなたっ！　いくらあとがきでこんなこと書いたからといって、フィリオネルとタリムのあやしげなシーン描いて作者あてに送ったりしないよーにっ！


　　……話題を変えるぞっ！　話題をっ！


Ｓ：そうそう。近々スレイヤーズ人気投票の第二回をやるつもりですから……


Ｌ：乱入するなと言っとろうがぁぁぁぁっ！





　ずぎゅるるるるるぅぃっ！





作：ああっ！　血も涙もないことをっ！


Ｌ：Ｓだからいーのよ。（外げ道どう）


作：そだね。（冷淡）


Ｓ：しくしく……


作：二回目の人気投票、来年のイベントになると思いますが、くわしい応募要領などは、スレイヤーズの長編六巻のあとがきにてお知らせします。


　　くれぐれも早まって投票してきたりしないよーに。前回と少々条件変えるつもりですから。


Ｌ：……ちゃんと六巻出るんでしょーねー……


作：知らんっ！


Ｌ：どひぃぃっ！　開きなおったかっ!?


　　……ともあれ今回はこのへんで。


作：それではみなさんっ！


　　（三人ハモって）


　　『さよーならー』









あとがき：おわり
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